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　　　　撮影地：チェコ共和国プラハ　プラハ城の近くMala Strama付近の薬局です。
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　平成30年度第1回医薬分業対策委員会主催

研修会の後、場所を移して平成30年度医薬分

業対策会議が開催されました。県内広域病院

薬局長および各地区薬剤師会役員等がポリ

ファーマシーについての活発な意見交換を行

いました。

　まず初めに沖縄県薬剤師会長の亀谷浩昌先

生、病院薬剤師会長の中村克徳先生より挨拶

がありました。病薬、地区薬の先生方による

活発な意見等、有意義な会議が行われること

への期待、研修会の川添講師への感謝を述べ

られ、薬薬連携が重要になることを述べられ

ました。

　次に広域病院、保険調剤薬局へ事前に取っ

ていたアンケート調査の報告が行われました。

　病院向けアンケート報告として医薬分業対

策委員の姫野先生から報告がありました。

　アンケートの前に高齢者のポリファーマ

シーの形成について、ポリファーマシーは単に

服用する薬剤数が多いことではなく、薬物有害

事象のリスク増加、服薬過誤、服薬アドヒアラ

ンス低下等の問題につながる状態であり、何剤

からポリファーマシーとするかについて厳密な

定義はなく、患者の病態、生活、環境により適

正処方も変化すると述べられました。

　次に、アンケートの内容で重要な部分を抜

粋しました。

Q1.病院の規模で200 ～ 300床以上の病院から

のアンケート報告が多かったです。

Q2. ～ Q4.では、新規入院患者数と薬剤師数、

入院時の持参薬鑑別を実施している病院を

確認して、薬剤師一人当たりの業務の比重

を比べてみました。

Q13.処方全体では、何剤以上の場合が多剤投

与と捉えるかの質問には、6剤以上が多かっ

たです。

Q14.同効薬が何剤以上の場合を多剤投与と捉

えるかの質問には、3剤以上が多かったで

す。

Q15.～ Q17.薬剤総合評価調整加算の算定、

また退院するまでに、多剤投薬患者におけ

る減薬に伴う取り組みは積極的に行われて

いるかについては、加算を算定していると

いう病院は場合によってのところが多かっ

たです。減薬に関してはほとんど行ってな

いが多く、取り組みはして居るが算定はあ

まり行われていない状態です。

平成30年度 医薬分業対策会議報告

　　　　　　　　　　日時：平成30年8月12日（日）14：20 ～ 16：00

　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

医薬分業対策委員会

松本 圭五

医薬分業
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Q19.薬剤数削減により、ADLや意識レベルが

改善した症例はありますか？

　算定実施は2件、算定未実施3件

　症例として、誤嚥性肺炎の患者に眠剤が2

剤処方されており、1剤に変更したところ

日中の傾眠が改善した。術後傾眠傾向患者

の内服薬を減量。低血糖頻回発生患者の薬

剤数減量。BZ→食欲回復〇高血圧治療薬→

独歩可能。

Q20.多剤投薬患者における処方提案時に使用

しているツールとして、高齢者に対しての

特に慎重な投与を要する薬物リスト、高齢

者の安全な薬物療法ガイドラインが多かっ

たです。

Q24.どのような職種と連携、相談を受けて、

ポリファーマシー対策をしているかでは、

医師、看護師、患者や家族が多かったです。

Q21.医師に相談しやすいですか？については

相談しやすいが18件と多かったです。

Q22.医師からの相談を受けて、処方設計に関

与していますか？では、「はい」が13件あり、

抗がん剤、感染症（抗菌薬）等多かったです。

Q25.多剤投与対応の連携でどのような問題、課

題があります？では、急性期病院では、入院

期間が短く調整期間がほとんどないので難し

い等いろいろ厳しい意見がありました。

　次に、薬局向けアンケート報告として医薬

分業対策委員会の盛本副委員長から報告があ

りました。

　今回のアンケートは547件中アンケートが

返って来たのは145件で27％でした。

Q1.多剤処方の解消に向けて、医療機関との

連携を行っていますか？については、14％

が連携をしていて、84％していないことが

分かった。現時点で連携を行ってない薬局

が多いことがわかりました。

Q2.連携を取っている薬局はどのような方法

で連携しているか？については、電話、ま

たは文書による提案、月1回ミーティング

＜会次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：医薬分業対策委員会　吉田　洋史

　1.沖縄県薬剤師会会長あいさつ　　　　　　　　　　　 沖縄県薬剤師会 会長　亀谷　浩昌

　2.沖縄県病院薬剤師会会長あいさつ　 　　　　　　沖縄県病院薬剤師会 会長　中村　克徳

　3.アンケート結果について

　（1)病院薬局長向けアンケート結果発表　　　　医薬分業対策委員会 副委員長　姫野　耕一

　（2)保険薬局向けアンケート結果発表　　　　　医薬分業対策委員会 副委員長　盛本　直也

　4.ディスカッション

　　テーマ「ポリファーマシーについて」 議事進行：医薬分業対策委員会 委員長　西川　　裕

　5.まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  沖縄県薬剤師会 副会長　江夏　京子

挨 拶

中村 克徳
沖縄県病院薬剤師会長

病院薬局長向けアンケート結果発表

姫野 耕一
医薬分業対策副委員長

保険薬局向けアンケート結果発表

盛本 直也
医薬分業対策副委員長

ディスカッション議事進行

西川　裕
医薬分業対策委員長

会議まとめ

江夏 京子
副会長
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を行っているとのことでした。

Q3.服用薬剤調整支援料を算定いるか？つい

ては、2％が算定していてほとんど算定し

ていないことがわかりました。

Q4.算定を行わなかった理由としては、処方

提案したが減薬がなかった6件、減薬した

が4週間以上継続しなかった2件、現在何ら

かのアクションを起こしている調整中の薬

局22件もあった。その他の意見として、減

薬方法に不安を感じるなどの意見があり、

検査値などの情報がない状態での減薬には

不安を感じる方が多いのかと感じました。

Q5.服薬情報提供文書の提出を行ったことが

あり、算定をしていますか？については、

26件が文書の提出をあり、17件が算定、

118件はまだできてない状況でした。文書

の活用の仕方、理解不足があるのかと感じ

ました。

Q6.算定を行わなかった理由としては、患者

または家族からの求めがない、医療機関か

らの求めがないが多かったです。その他の

回答として、直接医師と電話での対応、口

頭での情報提供がありました。

Q7.多剤処方の患者が入院などにより減薬さ

れた患者、医療機関より処方内容の紹介、

または調整結果等についての情報提供はあ

りますか？については、はいが17件、いい

え122件。はいの中でお薬手帳の記載がほ

とんどで、お薬手帳や薬情がツールとして

使われていることがわかりました。

Q8.多剤処方に関する問題点として、他科受

診が多いが挙げられ、お薬手帳の活用で解

決できるかと思いました。その他の回答と

して、体調が安定しているため変更がない、

薬剤師の知識不足などが挙げられた。

Q9.多剤投与削減に向けた処方提案の取り組

みについて、どのような事を行っています

か？については、副作用、相互作用確認、

同種同効薬などが多かった。

Q10.多剤処方を解消した事例があれば教えて

くださいについては、不眠の訴えの方へ、

就寝前に15分間足湯を指導、眠剤処方回避

または中止となった。鎮痛剤の減薬、ビタ

ミン剤胃薬などの中止などがありました。

生活習慣の指導等により減薬もできた事例

があることがわかりました。

　まとめとして、医療機関との連携として

は、多剤処方の解消にむけて、医療機関と

連携を行っている薬局は現状少ない。連携

を行っている薬局に関しては、電話やFAX、

面談などを通じて医師への提案を行ってい

る。

＜薬局アンケートまとめとして＞

〇算定状況について、服用薬剤調整支援料の

算定を行っている薬局は少ない。理由とし

ては該当患者がいないが多かった。

〇服薬情報提供文書の提出を行っている薬局

は少ない。理由としては医療機関の求めが

ない、患者または家族からの求めがないが

多かった。

〇薬薬連携について、入院などにより減薬

となった場合、処方内容について医療機関

からの情報提供は少ない。情報提供があっ

た薬局に関しては、お薬手帳での記載が多

かった。

〇問題点・取り組みについて、多剤処方に関

する問題点として、1番多かったのが、複

数診療科、医療機関の受診で2番目に患者

が要望する、3番目に疾患数が多い、医師

への提案がしにくいだった。一人薬剤師が

多くて対応できにくいこともあるのではな

いかと感じました。多剤投与削減に向けた

処方提案の取り組みとしては、副作用・相

互作用確認時が多く、次に同種同効薬が多

かった。

　今回の事前アンケートにご協力頂いた広域

病院の薬剤部、保険調剤薬局の皆様に感謝を

申し上げます。

　次に『ポリファーマシーについて』をテー

マにディスカッションが行われました。
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　西川委員長の議事進行で県内広域病院薬局

長と地区薬剤師会役員の方々が順番に意見を

交わしました。

　広域病院の先生方からの意見として、ポリ

ファーマシー対策をやってない病院が多かっ

たですが、前向きな発言が多かったです。

　その中でも北部病院、北部地区医師会病

院、中頭病院では、薬剤総合評価調整管理料

を取っていて、積極的に取り組んでいるのは

北部地区医師会病院、中頭病院でした。

　北部地区医師会病院は4月からポリファー

マシー対策を行っているとのことで、ポリ

ファーマシー対策委員会を開いて担当医と薬

剤師で相談し、主治医に相談、評価して減薬

し、また開業医、施設にも情報提供を行って

いるようでした。

　また、中頭病院では、ポリファーマシー対

策でチームを立ちあげて動こうとしている段

階で、入院時の持参薬からスクリーニングし

ているとのことです。また、良い取り組みと

してポリファーマシーについてDrにも勉強会

を開いて理解を求めているとのことです。病

院長にも相談して薬剤総合評価調整管理料の

話をしたら、評価していただいてスムーズに

進める方向になっているとのことです。退院

時も薬剤情報提供書を作成してかかりつけ医

との連携も進めているとのことでした。他の

病院が取り組めてない理由として、マンパ

ワーが足りてないためにできていないことが

多く、また急性期病棟の多い病院では入院期

間も短くなかなか難しいようです。また、医

師から夜間救急対応の際に、施設の方がお薬

手帳を持ってきてなくて対応が難しいとの意

見もありました。

　地区薬剤師会からも、ほとんどできてない

という意見が多かったです。理由としては、

一人薬剤師が多くてなかなか難しいという意

見が多かったです。病院からの情報も少な

く、病院との連携もできてない場合は提案が

難しいとの意見もありました。その中で、中

部地区薬剤師会は、地域ケア会議でケアマ

ネージャーを通して医師と相談、連絡して減

薬したことがあるとのことです。多職種連携

によってポリファーマシー対策ができるとの

ことでした。南部地区薬剤師会では、個人的

にベンゾジアゼピン系の薬を飲んでいる患者

さんで転倒などの副作用が多かったため、減

薬の提案を行っているとのことでした。

　お薬手帳を活用したいという意見も多かっ

たです。

　川添先生から、病薬側からの話について、

施設の人がお薬手帳を持ってないことが多い

ので、お薬手帳の活用をしっかりやっていく

ことが大事、施設でも薬を持って行った際に

しっかりお薬手帳をチェックして貼ってい

く。急性期病院では難しいが、入院時に精神

科のベンゾジアゼピンを減らすことができる

チャンスがあると言われていました。東京大

学医学部附属病院では、急性期でも入院時に

スクリーニングをかけて減薬をしているので

調べてみてはとのことでした。

　最後に、江夏京子副会長より閉会の挨拶

がありました。「川添先生の話の中で、ポリ

ファーマシーをするにも多職種との連携が必

要だと感じました。開局では一人薬剤師が多

くてマンパワーが足りなく取り組めない現状

がある中で、薬局アンケート調査結果の中で

かかりつけ薬局、薬剤師はその機能を果たし

ているのでしょうかという意見もありまし

た。開局薬剤師がかかりつけ薬剤師、薬局と

して責任をもってポリファーマシー対策に取

り組んでいくべきだと感じました。病院では

2か所しっかり取り組んでいて、開局もしっ

かりやっていかないといけないと思いまし

た。川添先生の言葉で忘れちゃいけないアン

ダーユースも考えながら、数を減らすだけ

じゃなく適正な薬物療法が必要だと感じま

した。多職種と連携を組みながら患者のた

めに取り組んでいきたいです。」と述べられ

ました。

　以上、ご報告とさせていただきます。
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＜保険薬局向けアンケート＞

【基礎質問】　平成30年１月～ 5月の期間でお答えください。

1か月平均処方箋枚数［　　　　　　　　　　枚］　　常勤薬剤師人数［　　　　　　　　　名］

１．多剤処方の解消に向けて、医療機関との連携を行っていますか？

（１）はい

（２）いいえ

２．質問１で「はい」と答えた方へ、連携としてどのような方法をとられていますか？（自由記載）

　例：文書により減薬の提案を行っている

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

３．平成30年度診療報酬改定にて新設された「服用薬剤調整支援料」を算定していますか？

　（平成30年4月～ 5月の期間）

（１）はい　［　　　　　　　　　　件 ］　　（２）いいえ

４．質問３で「いいえ」と答えた方へ、算定を行わなかった理由を教えて下さい。（複数回答可）

（１）	処方提案はしたが減薬がなかった

（２）	減薬したが4週間以上継続しなかった

（３）	現在調整中である　

（４）	該当する患者がいない

（５）	業務が忙しい

（６）	算定要件を理解していない

（７）処方提案し、減薬となったが算定しなかった

（８）その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

５．服薬情報提供文書の提出を行ったことがありますか？また、それに伴う「服薬情報等提供

　料」を算定していますか？（平成30年1月～ 5月の期間）

（１）はい［提供文書：　　　　　　枚　　提供料算定：　　　　　　件 ］

（２）いいえ

６．質問５で「いいえ」と答えた方へ、算定を行わなかった理由を教えて下さい。（複数回答可）

（１） 医療機関からの求めがない

（２）	患者または家族からの求めがない

（３）	必要性を感じる患者がいない

（４）	業務が忙しい　

（５）	算定要件を理解していない　

（６）	文書以外での情報提供を行った　

（７）	情報提供は行ったが算定をしなかった　
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（８）その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

７．多剤処方の患者が入院などにより減薬された場合、医療機関より処方内容の照会または調

　整結果等についての情報提供はありますか？（薬剤総合評価調整管理料における連携管理加

　算に該当する事例）（平成30年度1月～ 5月の期間）

（１）	はい［情報提供方法：　① お薬手帳への記載　　　② 文書による情報提供］

（２）	いいえ

（３）どちらともいえない［理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

８．	多剤処方に関する問題点としてあげられるものは何ですか？（複数回答可）

（１）疾患数が多い　　　　　　　　　　　　（２）複数の診療科、医療機関の受診

（３）薬の副作用に関する処方　　　　　　　（４）医師への提案がしにくい

（５）他科受診併用薬の把握ができてない　　（６）医療費が安い

（７）多剤併用、相互作用の弊害が知られていない　

（８）医療機関・薬局間の連携が上手くいっていない

（９）医療費が安い　　　　　　　　　　　　（10）薬を安易に使用する傾向

（11）患者が要望する　　　　　　　　　　　（12）患者もしくは医師が減薬を嫌がる

（13）複数の医療機関へのアクセスが容易　　（14）患者の高齢化

（15）不定愁訴が多い

（16）その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

９.多剤投与削減に向けた処方提案の取り組みとしてどのような事を行っていますか？

　（複数回答可）

（１）代替薬提案時に減薬や減量　　　　　　　（２）副作用・相互作用確認時

（３）同種同効薬　　　　　　　　　　　　　　（４）用法が複雑な処方

（５）合剤などの活用による服薬数の削減　　　（６）漫然投与の薬

（７）定期的に検査が必要な薬　　　　　　　　（８）検査結果確認時

（９）非薬物療法　　　　　　　　　　　　　　（10）薬剤費を意識した時

（11）投与方法変更時（例：経管から経口など）

（12）寝たきり状態などの患者に対する抗認知症薬の中止

（13）嚥下状態を確認し、剤形等の変更

（14）その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

10.多剤処方を解消した事例があれば教えて下さい。（自由記載）	
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＜病院薬局長向けアンケート＞

Q1　病院の規模を教えて下さい。

①　100床未満　　　②　100 ～ 200床未満　　　③　200 ～ 300症未満　　　④　300床以上

Q2　常勤薬剤師の人数を教えて下さい。（パート薬剤師も換算してください）

①　1人　　②　2人　　③　3人　　④　4人　　⑤　5人　　⑥　6人～ 10人未満

⑦　10 ～ 15人未満　　 ⑧　15 ～ 20人未満　　 ⑨　20人～ 30人未満　　⑩　30人以上

Q3　1か月間の新規入院患者数を教えてください。

①　100人未満　　②　100 ～ 200人未満　　③　200 ～ 300人未満　　④　200 ～ 300人未満

⑤　300 ～ 400人未満　　⑥　400 ～ 500人未満　　⑦　500人以上

Q4　入院時の持参薬鑑別を実施していますか？

①　はい　→（実施率は月入院患者の何％くらいですか？　約　　　　　　％　）

②　いいえ

Q5　投薬前・病棟業務等（調剤・監査時以外）で評価している項目を教えて下さい？

　（複数回答可）

①　副作用　　　②　医薬品相互作用　　　③　腎機能　　　④ 肝機能

⑤　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

Q6　調剤・監査時に医薬品の相互作用を評価していますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

Q7　調剤・監査時に腎機能を評価していますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

Q8　調剤・監査時に肝機能を評価していますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

Q9　他診療科受診薬（持参薬）と院内処方薬の併用確認はしていますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

Q10　同種・同効薬などの多剤併用の処方に対して、医師に処方提案していますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない
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Q11　用法、剤形など患者の状況に応じた処方変更の提案を医師に行っていますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

Q12　服薬アドヒアランスの評価方法として、どのような対応をしていますか？（複数回答可）

①	 お薬手帳の記載内容の確認

②	 診療情報提供書の確認

③	 薬識の評価

④	 服薬アドヒアランス評価ツールの利用（ask-12やask-20等）

⑤	 残薬の残数確認

⑥	 患者・家族等への残薬聞き取り調査

⑦	 誰がお薬を管理しているかの確認　   

⑧	 介護度等の患者の状況の確認

⑨	 服薬が困難な身体状況（手指や視力の障害等）について確認

⑩	 認知症の有無

⑪	 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

この中で、よく使用する項目、上位３つを教えてください（番号：　　・　　　　・　　　）

Q13　処方全体では，何剤以上の場合を多剤投与と捉えますか？

①　1剤　　②　2剤　　③　3剤　　④　4剤　　⑤　5剤　　⑥　6剤　　⑦　7剤

⑧　8剤　　⑨　9剤　　⑩　10剤　 ⑪　11剤　 ⑫　12剤　 ⑬　13剤　 ⑭　14剤以上

Q14　同効薬が何剤以上の場合を多剤投与と捉えますか？（回答者の個人的な考えで構いま 

　せん）

①　1剤　　②　2剤　　③　3剤　　④　4剤　　⑤　5剤　　⑥　6剤　　⑦　7剤

⑧　8剤　　⑨　9剤　　⑩　10剤　 ⑪　11剤　 ⑫　12剤　 ⑬　13剤　 ⑭　14剤以上

Q15　薬剤総合評価調整加算を算定していますか？

①　いいえ　　　②　はい　（ひと月の件数は何件ですか？　　　　　　　　件　）

→「はい」の場合、基準やプロトコールはありますか？　　① ある　    ② ない

Q16　上記加算を算定してなくても、入院時の代替提案の際に処方薬の削減や減量提案を行って

　いますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

→行なっている場合、ひと月の件数は何件ですか？　約　　　　　件　）
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Q17　退院するまでに、多剤投薬患者における減薬に伴う取組みは積極的に行われていますか？

①　積極的に行っている　　②　おおむね行っている　　③　場合によって行っている

④　ほとんど行っていない　⑤　行っていない

→行なっている場合、ひと月の件数は何件ですか？　約　　　　　件　）

Q18　多剤投与（ポリファーマシー）による有害事象の経験はありますか？

①　いいえ　　　 ②　はい（多剤投与剤数が何剤でしたか？　　　　　剤　）

Q19　薬剤数削減により，ADLや意識レベルが改善した症例はありますか？

①	 いいえ　　　 ②　はい

はいの場合：どのように改善したか、改善例をお教え下さい

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q20　多剤投薬患者における処方提案を行う際に活用する書籍や各種基準について、使用して

　いるツールをお教えください。（複数回答可）

①　beers criteria日本版

②　beers criteria

③　STOPP ／ START criteria

④　高齢者に対して特に慎重な投与を要する薬物リスト

⑤　齢者の安全な薬物療法ガイドライン

⑥　各種疾患別ガイドライン（Minds等）

⑦　老年医学会等の高齢者医療指針

⑧　SCAP法（safety correction of antipsychotics poly-pharmacy and hidose）

⑨　CGA ７（総合機能評価簡易版）

⑩　バーセルインデックス（barthel index）

⑪　長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-R）

⑫　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　この中で、よく使用するツールの上位３つを教えてください（番号：　　・　　　・　　）

Q21　処方内容について、医師に相談しやすいですか？

①	 相談しやすい　　　 ②　相談しにくい

②	 の場合：どのよう理由か、お教え下さい

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q22　医師からの相談を受けて、処方設計に関与していますか？

①	 いいえ　　　 ②　はい
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②	 はいの場合：どのような疾患か、お教え下さい

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q23　薬物療法プロトコールを医師と協働で作成し、進行管理していますか？

①	 いいえ　　　 ②　はい（プロトコール数：　　　　　　件）

②	 はいの場合：どのような内容か、お教え下さい

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q24　どのような職種と連携・相談を受けて、処方内容や患者の状態を確認した後、処方提案

　やポリファーマシー対策を行っていますか？　　　（複数回答可）

①　医師      　 ② 歯科医師　　 　③　看護師　　④　管理栄養士

⑤　リハビリテーションスタッフ　　 ⑥　ＭＳＷ　　⑦　ケアマネージャー　　

⑧　患者や家族　　⑨　保険薬局薬剤師

　この中で、よく連携する上位３つの職種を教えてください（番号：　　　・　　　　・　　　　）

Q25　多剤投与（ポリファーマシー ）対応の連携で、どのような問題点・課題がありますか？

     ご意見をお聞かせください。

Q26　多剤投与（ポリファーマシー ）について困ったことなど、ご意見があればご自由にお書

　き下さい。

Q27　多剤投与削減に向けた処方提案の取り組みとしてどのような事を行っていますか？

　（複数回答可）

①	 代替薬提案時に減薬や減量　　

②	 副作用・相互作用確認時　　　　　　

③	 同種同効薬　　

④	 用法が複雑な処方　　　　　

⑤	 合剤などの活用による服薬数の削減　　

⑥	 漫然投与の薬

⑦	 定期的に検査が必要な薬　　

⑧	 検査結果確認時

⑨	 非薬物療法

⑩	 薬剤費を意識した時

⑪	 投与方法変更時（例：経管から経口など）

⑫	 寝たきり状態などの患者に対する高認知症薬の中止

⑬	 嚥下状態を確認し、剤形等の変更

⑭	 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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平成30年度医薬分業対策会議出席者

○川　添　哲　嗣（全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 副会長）

○亀　谷　浩　昌（沖縄県薬剤師会会長）

○江　夏　京　子（沖縄県薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○外　間　惟　夫（沖縄県薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○前　濱　朋　子（沖縄県薬剤師会副会長）

○村　田　美智子（沖縄県薬剤師会常務理事）

○川　満　直　紀（沖縄県薬剤師会常務理事、那覇地区薬剤師会会長）

○笠　原　大　吾（沖縄県薬剤師会常務理事、医薬分業対策委員）

○西　川　　　裕（沖縄県薬剤師会常務理事、医薬分業対策委員長）

○姫　野　耕　一（大浜第一病院薬剤科長、医薬分業対策副委員長）

○盛　本　直　也（医薬分業対策副委員長）

○池　間　記　世（沖縄県薬剤師会医薬分業対策委員）

○吉　田　洋　史（那覇地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○浅　沼　健　一（北部地区薬剤師会会長）

○屋嘉比　康　作（北部地区薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○伊　佐　常　隆（中部地区薬剤師会会長）

○新　垣　秀　幸（南部地区薬剤師会会長）

○松　本　圭　五（南部地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○宮　良　長　博（八重山地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○下　地 　　 仁（宮古地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○中　村　克　徳（琉球大学医学部附属病院薬剤部長）

○徳　嶺　恵　子（沖縄県立北部病院薬局長）

○川　平　浩　子（沖縄県立中部病院薬局長）

○垣　花　真紀子（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター薬局長）

○金　城　雄　一（那覇市立病院薬剤部長）

○島　袋　朝太郎（中頭病院薬剤科主任）

○荷川取　直　樹（沖縄赤十字病院薬剤科長）

○入　月　　　健（沖縄協同病院薬局長）

○神　谷　りつ子（沖縄県立精和病院薬局長）

○肥　塚　華　子（北部地区医師会病院薬局（ポリファーマシー担当））

宮古・八重山地区
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平成30年度 第１回 医薬分業対策委員会主催研修会報告

　　　　　　　日時：平成30年8月12日（日）13：00 ～ 14：15

　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　去る8月12日に、高知県薬剤師会常務理事

で、全国薬剤師・在宅療養支援連絡会副会長

の川添哲嗣先生を招いて、薬薬連携＆多職種

連携で行う薬物療法の適正化（ポリファーマ

シーと残薬問題を中心に）についての研修会

が行われました。

　今回の研修会は人気のある川添先生で、医

療費圧迫にもつながるポリファーマシーと残

薬問題についてがテーマとあって多くの会員

の方がお集まりになり、関心の高さが伺えま

した。

　研修会の初めに、まず高齢者を取り巻く社

会的背景をお話されました。高齢化社会を迎

えて地域医療構想の中で2025年に、医療機能

別必要病床数の推移は機能分化しないまま

高齢化が進むと152万床必要。しかし、増床

は無理なので、病床機能を再編し、115万床

～ 119万床程度を目指す方針＋在宅医療での

対応29万人～ 34万人を国は目指しています。

地域医療構想と、地域包括システムの比較は

薬剤師が絶対に把握しておかないといけない

とのことです。

医薬分業

医薬分業対策委員会

松本 圭五

　高齢者医療に関するキーワードの整理とし

て、社会的背景（少子高齢化、地域包括ケア

システム、地域医療構想→病床再編と在宅医

療の推進）、課題（サルコペニア・フレイル、

残薬・飲み残し薬、ポリファーマシー、認知

症などの各種疾患）、課題解決の手段（多職

種連携・薬薬連携、服薬支援、在宅医療・在

宅訪問）、それが薬物療法適正化による課題

解決につながるとのことでした。

　研修内容としては3つを中心にお話があり

ました。

＜会次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：医薬分業対策委員会　吉田　洋史

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  沖縄県薬剤師会　会長　亀谷　浩昌

　研修  『薬薬＆多職種連携で行う薬物療法の適正化

　　　　　～ポリファーマシーと残薬問題を中心に～』

　　　　　　　　　　　　　　講師：全国薬剤師・在宅療養支援連絡会 副会長　川添　哲嗣

挨 拶

亀谷 浩昌 会長
司 会

吉田 洋史 医薬分業対策委員
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【薬物療法適正化のための課題と対策として】

１．残薬・飲み残し問題のなかで、きちんと

した服薬指導、飲み忘れないような工夫だ

けでは解決できない。重要なことが抜けて

いた。それは残薬発生原因の明確化で、課

題の抽出をし、解決への取り組み、その結

果を報告＆共有していくことです。

　　解決への取り組みとして、①日めくりカ

レンダーを作って貼っていく、②定期薬は

週間カレンダーで、②頓服薬は効能を大き

く記載してポケットで、③一つ一つの薬を

明確に理解できる工夫、④くすりマークを

食卓に置く（紙コップや、三角柱）で、⑤

薬袋、薬情の文字の見やすさ、⑥服薬支援

マシン等で飲み忘れ解消。

　　この取り組みを理解と納得を◎で評価し

て報告し共有する。複数病院受診のために

薬が飲めない人は病院薬剤師が入院中に薬

局を一つにする調整をする。院内で患者の

意向に基づき、退院後のケアマネージャー、

薬局らと連絡相談しながら調整する。具体

的服薬支援内容があれば、病院と調剤薬局

で事前申し送りをする。

２．ポリファーマシー・多剤投与については、

ポリファーマシーとは臨床的に必要とされ

る量以上に多く薬剤が処方されている状態

（5種類以上の内服を指すが3種類でも必要

ない薬が出ている場合はポリファーマシー

である）。実践的手順として、すべての薬

とその使用理由を洗い出す。副作用を引き

起こしやすい状況か否か評価する。各薬

剤についての中止の妥当性を評価する。中

止の優先順位をつける。実践と経過観察を

して忘れちゃいけないのがアンダーユース

（治療すべきなのにされてないこと）患者、

医師、薬剤師の協働、対話が必要です。一

気に減らさないことが大事です。各種ガイ

ドライン等を活用して検討していく。2種

類以上減薬することで点数がもらえるが、

点数に左右されずアンダーユースすること

も大事です。

３．フレイル・サルコペニア（虚弱・筋力

低下高齢者問題）メタボ対策以上に対策

必要とされている。フレイル（虚弱、老

衰、脆弱）は身体的、精神的、社会的な

多側面に総合的に働きかける必要がある。

ポリファーマシーがフレイル発生に影響

していて薬剤7剤以上で6倍発生するデー

ターがある。

　　サルコペニアは加齢、疾患により、筋

肉量が減少することである。栄養に関連

するサルコペニアに関しては吸収不良、

講師　川添哲嗣 氏 薬薬＆多職種連携で行う薬物療法の適正化

～ポリファーマシーと残薬問題を中心に～
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消化管疾患、食欲不振を起こす薬剤服用

なども考えられる。

４．日常的に処方適正化の意識と取り組みに

ついて（調剤、投薬、服薬指導、聞き取り、

観察、検査値、バイタル等から）

⑴症状または検査値の改善で中止、減量提

案

⑵薬学的提案については、年齢、状態、検

査値考慮し80歳以上でCre上昇の場合は

糖尿病薬の半量を提案等

⑶患者訴えからの提案については、軟便が

続くカマグを減量など

⑷向精神薬の減量については、内服から注

射の置き換え　錐体外路症状の副作用が

あるため1年かけて減量、内服薬の自己

調整あったため注射に置き換えなど

⑸副作用疑いについては、アマンタジン塩

酸塩で幻覚あったため漸減　センノサイ

ドで下痢あったためカマグに変更など

⑹介護的視点、身体機能、介護状態から考

慮については、寝たきりでおむつになっ

た方へのベタニス錠の中止（家族への報

告は上手に言う）

⑺薬剤変更したかたが、薬効不十分のため

以前の薬剤を再開して改善

【処方見直し時の薬効評価と副作用モニタリ

ングについて】

　身体・精神・社会の3因子を踏まえて処方

見直しにおける評価タイミングを計る。薬効

評価＆副作用モニタリングの中で大事なのは

検査値、バイタルからすぐに判断しない。五

感（視覚、聴覚、臭覚、触覚、味覚で見る）

→生活5領域（食事、排泄、睡眠、運動機能、

認知機能）→検査値、バイタル評価　客観

的データの順番で評価していくことが大事

です。

　フィジカルアセスメントは、主観的情報（問

診等）、客観的情報その1（器具を用いて血圧、

体重など）、客観的情報その2（①視診から始

まって、②触診、③打診、④聴診を確認）、

意識レベルなどを含めたヘルスアセスメント

（健康にかかわるすべてのアセスメント）を

していくことです。

【薬薬連携＆多職種連携に関わるための必須

ポイントとして】

　高齢者の薬を飲む能力の評価と多職種支援

で、（栄養士、歯科衛生士、薬剤師）、身体能

力に関しては（理学、作業療法士、看護師等）

の評価と支援が必要になっている。その中で

国際的な評価ICF（国際生活機能分類）生活

機能・障害・健康の国際分類をすることで、

評価して目標達成に向けて支援を考える分類

をしていくことが大事です。

　患者さんからの個々の課題と目標を多職種

で共有し、各職種が専門的に行動、結果共有

と見直しをしながら目標達成へと導き、また

新たな目標を計画する。

　薬物療法の適正化をするうえで、処方せん

の内容の適正化も大事だがそれだけじゃな

く、患者さんの生きる意欲、生きる目標を達

成させるために、薬物療法を適正化して、ベ

ストな、元気な状態に持っていく、その目標

を達成させることが真の薬物療法適正化に繋

がります。

　この研修会を終えて、少子高齢化、地域医

療構想、地域包括ケアシステムといった社会

的背景に対応できる薬剤師にならないといけ

ないと実感しました。

　患者のために地域の中で多職種連携、薬

薬連携しながら、患者の課題と目標の共有

をして目標達成へと導くために、真の薬物

療法適正化に向けて取り組んでいきたいと

思います。
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平成30年度 第2回医薬分業対策委員会主催研修会報告

　　　　　　　日時：平成30年9月14日（金）19:15 ～ 21:00

　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　ポリファーマシーって言葉を聞いたことが

ありますか？語源は、「Poly（たくさんの）」

と「Pharmacy（薬局、調剤）」を組み合わせ

た造語です。明確な定義はありませんが、「患

者が必要以上に多種類の薬を処方され、何

らかの有害事象が起こること。」という意味

合いで使われる言葉です。

　平成30月9月14日に第2回医薬分業対策委員

会主催研修会（当会と大塚製薬株式会社共催）

が開催されました。研修の内容は、株式会社

大塚製薬工場研究開発センター栗林俊治先生

による特別講演『薬効・安全性評価及び臨床

開発と薬物動態～（株）大塚製薬工場の事例

紹介～』と、琉球大学医学部附属病院薬剤部

の潮平英郎氏と私の進行により、『高齢者に

けるポリファーマシー対策について』をテー

マとしたグループワークでした。

　今回の報告では、主に私が関与した『高齢

者にけるポリファーマシー対策について』を

テーマとしたグループワーク部分について報

告します。この部分を担当したメンバーは

進行役の2名の他、伊集智英、上原卓朗、笠

原大吾、中尾滋久、松本圭五、盛本直也（順

不同敬称略）の合計8名です。研修の目的と

医薬分業

医薬分業対策委員会

委員長　西川 裕

しては、①高齢者におけるポリファーマシー

対策の必要性について病院・開局薬剤師が

問題意識を持つこと。②ポリファーマシー

を実践する上で「必要な患者情報」と「情

報入手のためには連携が大切な事」を理解

すること。③ポリファーマシー解消につい

てケーススタディを通し現場において実践

できること。以上の3つを設定しました。

　グループワークの前に10分程の講義を潮

平英郎先生が行いました。その中で、ポリ

ファーマシーの言葉の意味、ポリファーマ

シーにより転倒などの有害事象が増加する

事実、また、高齢化社会によりポリファー

マシー状態になりやすくなっている環境に

ついて知ってもらいました。その後、30分

程の時間でポリファーマシー症例を用いた

ケーススタディによるグループワークを行

いました。症例では抗ヒスタミン薬、ARB、

チアジド系利尿薬、NSAIDｓ、睡眠薬、SU

剤等を含め日常よく目にする薬が合計12剤

処方されている患者に対して、在宅訪問中

の薬剤師という設定で、主治医、訪問看護

師、ケアマネージャー、家族などの情報や

検査値データから、医師に処方提案をする
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といったケーススタディです。今回は参加

人数から6名程のグループが6つに分かれて

グループワークを行ってもらいました。企

画側としては、「30分という時間設定では短

いのでは」、「グループワークの意図がうま

く伝わらなかったらどうしよう」、「意見が

出なかったらどうしよう」とか不安に思っ

ておりましたが、開始早々に不安は払拭さ

れました。役割分担など決めてスムーズな

意見交換をする参加者の姿を見て、薬剤師

が他職種とのチーム医療の中で意見をしっ

かり伝え職能を発揮する姿を感じました。

また、6チームとも時間内にプロダクトを完

成させて、2チームに発表も行ってもらいま

した。発表してもらったグループからは、「3

剤の処方中止」と「6剤の処方変更や減量」

の提案がありました。平成30年度の診療報

酬改定において「服用薬剤調整支援料」が

新設されました。その要件は、「6種類以上

の内服薬が処方されていたものについて、

処方医に対して保険薬剤師が文書を用いて

提案し、当該患者に調剤する内服薬が2種類

以上減少した場合に、月１回に限り125点の

点数を算定する」となっております。もし、

今回の発表内容で処方提案し処方変更が行

われた場合、算定要件を満たすことになり

ます。また、診療報酬に盛り込まれた内容

は、医療機関をはじめ、社会から期待され

ている薬剤師への「職能発揮の形」だと考

えます。現在の高齢化社会において、増加

することが懸念されるポリファーマシー問

題。今回の研修の参加者の姿を見ていると、

ポリファーマシーの問題も解決できるので

はないかと感じました。こういった研修が、

ポリファーマシー対策の必要について病院・

開局薬剤師が問題意識を持つ機会になれば

幸いです。

　最後に、今回の研修を開催する機会を頂

いた琉球大学医学部附属病院薬剤部の中村

克徳教授をはじめ、大塚製薬様、ご協力頂

いた関係者の皆様に御礼を申し上げます。

＜式次第＞

　○情報提供「プレタールアシストについて」　　　　　　　　　　　　　大塚製薬株式会社

　○特別講演

　　『薬効・安全性評価及び臨床開発と薬物動態～（株）大塚製薬工場の事例紹介～』

　　　　　　　　　　　　　　　講師　株式会社大塚製薬工場研究開発センター　栗林 俊治

　　　　　　　　　　　　　　　　座長　琉球大学医学部附属病院薬剤部　教授　中村 克徳

　○グループワーク

　　テーマ：『高齢者におけるポリファーマシー対策について

　　　　　　　　　　　　～新設された服用薬剤調整支援料の実践に向けて～』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 進行：そうごう薬局 新赤十字前店　西川 　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 琉球大学医学部附属病院 薬剤部　潮平 英郎
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平成30年度
ＦＡＸコーナー担当者 意見交換会報告

　　　　　　　　　　日時：平成30年9月9日（日）13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

＜薬局向けアンケート結果＞

〇FAXコーナーからの処方箋受け取りについ

て、「ほぼ歓迎する」が多かった。

〇患者さんからの喜びの声を受けた経験があ

るかについては、「ある」と答えた方は158

件中74件だった。内容に関して一番多かっ

たのは「待つ時間が軽減された」とのこと。

〇e-mailの受け取りについては、「はい」が

71件だった。

〇患者さんからの電子お薬手帳についての

問い合わせ状況はどうですか？について

は、「少ない」79件、「全くない」85件で、

電子媒体の普及が進んでいないことがわ

かった。

〇薬局からのコメントとして、「FAX後、備蓄

確認の電話をしていただければ嬉しい」と

の意見が毎回出ている。何かシステム的な

問題か？担当者の問題か？改善しなければ

ならない。

〇電子お薬手帳を普及させる適当な場所は？

について、テレビ、ラジオ等が一番多く、

保険薬局が２番目だった。FAXコーナーは

少なかった。

　去る9月9日に2年に1度のFAXコーナー担当者意見交換会が行わ

れた。地区薬剤師会（以下、地区薬）と地区薬FAXコーナー担当者、

沖縄県薬剤師会（以下、県薬）から会長、副会長、医薬分業対策

委員が集まり、運営、要望、患者さんへの対応等、実りのある意

見交換会が行われた。

　アンケートは、今回の意見交換会の前に、FAXコーナーと調剤薬

局に行い、その結果発表を医薬分業対策委員会の平良恭子委員が

行った。アンケート回収率は30％だった。

医薬分業対策委員会

松本 圭五

＜FAXコーナー担当者へのアンケート＞

〇FAXコーナーでのチラシの提供の状況は？

　あまりチラシを活用してないことが分かった。

〇基幹病院の処方せん発行とFAX依頼につい

て、豊見城中央と琉球大学医学部附属病院

のFAXコーナーがあまり利用されてないこ

とが分かった。門前に直接行っているケー

スが多いと予想された。

〇FAX依頼人と応需薬局の状況は？　断って

いる薬局が何件かあることが分かった。

〇FAXコーナー担当者として最近力を入れて

いることは？について、患者さんへの対応

のためにFAXコーナー独自で頑張っている

ことがわかった。

〇FAXコーナーの困っていることは？につい

て、在庫状況の確認で断っていること、地

図が古い、FAXのインクがつぶれたり等が

あった。

〇FAXコーナーからの意見として、他のFAX

コーナーも視察したいとの意見があった。

　次に、医薬分業対策委員会の西川裕委員長

の進行のもと意見交換会が行われた。

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　医薬分業対策委員会　上原　卓朗

１．あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会会長　亀谷　浩昌

２．アンケート調査結果発表　　　　　　　　　　　　　医薬分業対策委員会　平良　恭子

３．意見交換会（アンケートをもとに）　　進行　医薬分業対策委員会委員長   西川　　裕

４．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　医薬分業対策委員会副委員長　盛本　直也

医薬分業
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＜北部地区薬剤師会＞

　外国の観光客が多くて対応が難しくなっ

ている。処方箋をもらってから、会計を終

えてのFAXコーナーの流れが悪くなってお

り、FAXコーナーを通らない状況が増えた。

＜中部地区薬剤師会＞

　沖縄県立中部病院、中頭病院の処方箋枚

数が減っている。FAXコーナーの存在を目

立つように努力はしている。ターミナルケ

アの方が多くなって、自宅近くでほしい方

も多い。在宅希望だが、自分たちが在宅の

手続き等を把握していなくて患者に説明で

きないので教えてほしい。また、ちばなク

リニックは600枚と処方箋は多いがFAXコー

ナーには100枚未満と少ない。増やす努力

をしたいが、FAXコーナーの場所が悪い。

＜南部地区薬剤師会＞

　豊見城中央病院、琉球大学医学部附属病

院とFAXコーナーを通らない方が多い。門

前に行っているため。新規の薬局は地図

の方に書き足している。豊見城中央病院の

FAXコーナーからFAXが届いてないという薬

局があり、送信表を出して対応している。

また、旅行のため急いでいる方の対応は、

門前を紹介している。

＜那覇地区薬剤師会＞

　沖縄県立南部医療センター・こども医療

センター FAXコーナー担当者より、県薬か

らの地図と那覇地区薬剤師会事務局からの

地図の薬局数が違うので統一してほしい。

　那覇市立病院FAXコーナー担当者より、

処方箋の印字が薄く、字がつぶれて見えに

くいということで薬局から電話が多い。病

院には改善してほしいと要望しているが改

善されない。

　沖縄赤十字病院のFAXコーナーは場所が精

算機の近くにあってわかりにくい。精算機の

支払いのお手伝いしながら取り込んでいる。

　大浜第一病院FAXコーナーでは、薬局で

の備蓄の確認をして、お薬が届く時間を患

者に言っているが、その時間通りに薬の準

備ができていない。一包化等でも時間がか

かると言って時間通りにできてないことが

ある。

＜八重山地区薬剤師会＞

　新沖縄県立八重山病院は、敷地内薬局に

なって、どのようになるかわからない。精

算機の対応をしながら業務をしていたの

でFAXが遅れてしまったことがある。在庫

の確認もしないで送ってしまったこともあ

る。新病院でもFAXコーナーの設置場所が

精算機の近くにあるので心配。

＜宮古地区薬剤師会＞

　宮古地区薬剤師会担当役員より、FAXコー

ナーのありがたさを感じている。精算機の

対応、クレーム処理もしている。他のFAX

コーナーを見学してみたい。旧盆での開

局状況調査のFAX様式が、2回目の追加時に

違っていたので表示基準を統一してほし

い。病院との連携について、酸素を使用中

の方等の対応で、病院側がFAXコーナーに

相談してくれたことが嬉しかった。私たち

の存在を認知し相談に来てくれるので、患

者さんの利益のために頑張りたい。精算機

が近くにあるが、積極的に患者さんの対応

をしている。

　西川委員長の進行により、各地区薬剤師会

から出た質問の中で、特に重要な質問につい

て質疑応答が行われた。

　沖縄県立中部病院FAXコーナーからの質問

で、薬の宅配と在宅の手続き等を教えてほし

いとの質問については、薬の宅配は自宅配達

のサービスの部分と、在宅の2種類があり、

自宅配達のサービスに関しては個々の薬局で

対応していること、在宅に関しては医師の診

断、在宅の指示等が必要で、料金もかかるの
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で詳しい説明は薬局でした方が良いと回答し

た。FAXコーナーではチラシ等を利用して説

明したり、配布することで対応する。在宅し

ている薬局は、沖縄県医師会、県薬のホーム

ページで在宅、居宅医療の点数を取っている

薬局が確認できる。また、在宅医療委員会の

にFAXコーナーが勉強できる資料を作成して

もらう。また、FAXコーナー職員に、かかり

つけ薬局や健康サポート薬局、訪問服薬指導

などの薬局業務についての勉強会等の開催も

検討する。

　沖縄県立南部医療センター・こども医療セ

ンター FAXコーナーからの質問で、県薬と地

区薬から提供された地図上の薬局軒数が違う

ことについて、地区薬では載せないでほしい

と要望のある薬局は削除しているので違いが

出ている可能性があることが分かった。また

新開局、閉局の情報が遅い場合があるので

誤差があるとの意見も出た。対策としては、

県薬事務局から新開局や閉局の情報を地区

薬へ定期的に報告してもらうこととなった。

　那覇市立病院FAXコーナーから送られてく

る処方箋の印字が薄いという薬局からの問い

合わせが多い。処方箋自体の印字が薄いので、

病院側にFAXコーナー担当者が改善するよう

言ったが変わらないのでどうすればよいか、

との質問について、地区薬、門前薬局に相談

して、病院に直接対応してもらうということ

になった。

　新沖縄県立八重山病院FAXコーナーの位置

が精算機の近くにあって対応が大変になるが

どうすればいいかとの質問について、沖縄赤

十字病院FAXコーナーが、積極的に精算機利

用の患者さんの手伝いをして、処方箋を持っ

ている患者さんをFAXコーナーに誘導し、病

院側と連携がとれるようになったことを参考

にしてはどうかということになった。また、

那覇市立病院ではFAXコーナー職員がトイ

レットペーパーの補充等も手伝っており、病

院側もFAXコーナーを手伝ってくれることが

あるとのこと。琉球大学医学部附属病院FAX

コーナーも困っている患者さんの手伝いをし

ている。患者さんの笑顔、喜びが患者さんの

利益につながるので頑張っているとのこと。

　これまでのFAXコーナーから薬局への苦情

等は伝わっているのでしょうか？　改善がな

かなかされてないように思うとの質問につい

ては、FAX一斉同報や会報に掲載して薬局に

伝達していると回答。地区薬で問題のあった

薬局や調剤拒否、患者からの苦情がひどい薬

局の場合は、地区薬で個別に対応していくこ

とを確認した。それでも改善されない場合は、

県薬で対応することとした。

　最後に、医薬分業対策委員会の盛本直也副

委員長から今回の意見交換会のまとめの挨拶

があった。苦情に関しては地区薬で対応して

いくことが重要。FAXコーナーの方々には、

患者さんに前向きでいつも笑顔で対応してい

ただいていることと、薬局と患者さんとの良

い橋渡しもされていることへの御礼。その反

面、薬局と患者さんの板挟みにもあっている。

薬局もFAXコーナーの苦労を改めて理解して

いただけるよう県薬としても解決策を練って

対応していきたいと述べられ、閉会した。

あいさつ

亀谷 浩昌 会長

意見交換進行

西川 裕 医薬分業対策委員長
意見交換のまとめ

盛本 直也 医薬分業対策副委員長
司 会

上原 卓朗 医薬分業対策委員
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＜平成30年度 ＦＡＸコーナー担当者 意見交換会 スナップ写真＞

平良 恭子
医薬分業対策委員

北部地区薬剤師会

宮古・八重山地区薬剤師会

中部地区薬剤師会

那覇地区薬剤師会

南部地区薬剤師会

沖縄県薬剤師会

アンケート調査結果発表
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＜FAXコーナー担当者意見交換会出席者＞

○亀谷　浩昌（会長）　　　　　　　　　　　　　○盛本　直也（医薬分業対策委員会副委員長）

○江夏　京子（副会長）　　　　　　　　　　　　○平良　恭子（医薬分業対策委員会委員）

○前濱　朋子（沖縄県薬剤師会副会長）　　　　　○松本　圭五（医薬分業対策委員会委員）

○西川　　裕（医薬分業対策委員会委員長）　　　○池間　記世（医薬分業対策委員会委員）

所属薬剤師会・役職 担当役員名 ＦＡＸコーナー 担当職員名

北部地区 北部地区薬剤師会副会長 成川　賢一

沖 縄 県 立 北 部 病 院
玉城　優太

（北部地区事務局）
北 部 地 区 医 師 会 病 院

中部地区
中部地区薬剤師会ＦＡＸコーナー担当役員代理

県薬医薬分業対策委員会委員
上原　卓朗

沖 縄 県 立 中 部 病 院

野原千寿子

安里　和美

ち ば な ク リ ニ ッ ク 仲吉ひとみ

南部地区 南部地区薬剤師会会長 新垣　秀幸

友 愛 会 南 部 病 院

豊 見 城 中 央 病 院 赤澤　京美

与 那 原 中 央 病 院

那覇地区
那覇地区薬剤師会副会長

県薬医薬分業対策委員会委員
吉田　洋史

沖縄県立南部医療センター・ 

こ ど も 医 療 セ ン タ ー

与那嶺智子

知念　聡子

那 覇 市 立 病 院
比嘉　直見

伊良波倫子

沖 縄 赤 十 字 病 院
津波古峰子

大城美和子

大 浜 第 一 病 院 喜屋武陽子

八重山地区
八 重 山 地 区 薬 剤 師 会

FAXコ ー ナ ー 担 当 役 員
宮良　善朗 沖 縄 県 立 八 重 山 病 院 中村　直子

宮古地区
沖 縄 県 薬 剤 師 会 理 事

県薬医薬分業対策委員会委員
下地　　仁 沖 縄 県 立 宮 古 病 院

県 薬 沖 縄 県 薬 剤 師 会 ― 琉球大学医学部附属病院

下地　和美

崎濱祐美子
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＜FAXコーナー担当者意見交換会アンケート結果発表＞
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所属薬剤師会 ＦＡＸコーナー設置病院名 ＴＥＬ ＦＡＸ

北 部 地 区
沖縄県立北部病院 0980-54-0119 0980-54-0158

北部地区医師会病院 0980-52-7818 0980-52-7819

中 部 地 区
沖縄県立中部病院 098-974-9451 098-974-9453

ちばなクリニック 098-921-1705 098-921-1707

南 部 地 区

友愛会南部病院 098-992-2693 098-992-2689

豊見城中央病院 098-850-7611 098-850-7611

与那原中央病院 098-945-7101 098-945-7101

那 覇 地 区

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 098-882-6577 098-882-6579

那覇市立病院 098-887-0849 098-887-0848

沖縄赤十字病院 098-833-6238 098-833-6268

大浜第一病院 098-860-7044 098-860-7066

八重山地区 沖縄県立八重山病院 0980-83-6616 0980-83-6615

宮 古 地 区 沖縄県立宮古病院 0980-73-1139 0980-73-1139

沖 縄 県 琉球大学医学部附属病院 098-895-6638 098-895-6809

＜ＦＡＸコーナー名簿＞
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なごみ会主催
第8回 県民健康フェア2018報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年8月19日（日）12：00 ～ 16：00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄コンベンションセンター 展示場

　去る8月19日（日）沖縄コンベンションセ

ンターにおいて、今年も標記フェアが開催さ

れました。天候は晴天で家族連れの参加も多

かった今年のフェアでした。最近は、経費削

減ということで舞台イベントの中止や我々が

企業などから広告料として資金を集めるな

ど、取り組みの方法も変わりつつあります。

その中で、県医師会の発表で約1,000名の来

場がありました。

　県薬剤師会のブースでは受付合計は100名

を超え終始満員という、例年ながら安定した

運営となりました。内容も様々な身体測定

に続く“健康とおくすり相談”を中心とし、

キッズコーナーの“調剤体験”ならびに“健

康サポート薬局”や“電子おくすり手帳”の

周知など、空間をフルに活用して実施いたし

ました。例年の課題であった待っている方へ

の対応も、予約券を配布することで確実に改

善されたのではないかと思います。薬剤師に

地域保健

地域保健委員会
委員長　笠原 大吾

よる参加者へのマンツーマンの対応も3年目

となり、皆さん板についてきた感があり安心

してみていられました。どの薬剤師もかかり

つけ薬剤師として明日から薬局に立てるほど

自信を持っての応対であったと思います。

　後日のなごみ会実行委員会の反省会で、内

容のマンネリ化などが話題になったそうです

が、薬剤師会のそれはリピーターの多さから

考えて決してそのようなことはないと思いま

す。他団体の希望もあって、次年度より内容

の見直し等が行われる予定のようですが、薬

剤師会はぜひ継続して県民の健康をサポート

できるようにご尽力いただきたいと考えてお

ります。

　最後に、参加された会員の先生方と県薬剤

師会の事務局の皆様、大変にお疲れ様でした。

▪薬剤師会ブース健康とおくすり相談員（敬称略・順不同）

　○新　井　康　之　　　○新　江　裕　貴　　　○新　垣　慶　朗　　　○伊　集　智　英

　○伊　藤　夕　紀　　　○上　里　美矢子　　　○江　夏　京　子　　　○大　城　久美子

　○大　城　賢　治　　　○大　城　　　進　　　○笠　原　大　吾　　　○勝　連　貴　子

　○金　城　龍　男　　　○草　壁　瑞　恵　　　○楠　見　康　夫　　　○古　賀　　　功

　○島　袋　さゆり　　　○高　木　英　子　　　○高　場　美　保　　　○田　中　由紀子

　○中　尾　滋　久　　　○西　川　　　裕　　　○長谷川　幸　司　　　○林　　　伸　嘉

　○福　地　健　治　　　○普天間　公　子　　　○眞喜志　　　泉　　　○枡　井　亮　太

　○松　本　圭　五　　　○宮　城　勇　己　　　○村　田　美智子　　　○森　方　さゆり

　○森　下　彰　久　　　○盛　本　直　也　　　○山　内　昌　尚　　　○山　城　巨　佳

　○吉　田　洋　史

薬剤師会ブース　健康とおくすり相談員記念撮影
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　県民健康フェアに初めて参加しました。薬

剤師ブースは、すぐに整理券がなくなるほど

盛況でした。

　動脈硬化度の測定は、機械を取り扱う者に

よって測定の進行具合が左右されるため、事

前打ち合わせ会議や、過去に行われた健康

フェアでも重要であると感じ、測定のコツや、

お客様に不安を感じさせないトークなど最も

力を入れて取り組みました。測定部位、骨、

腱をさけての測定、測定姿勢、測定しやすい

腕の選定など、コツを覚え、その結果、測定

エラーを連続しておこすこともなく、今まで

で最もスムーズに測定を進めることができた

と思います。また、測定機の取り扱いが初め

ての薬剤師にも、測定方法の説明もさせてい

ただきました。

　測定データの結果に基づいた健康とお薬相

談では、お客様に不安を感じさせないよう、

また健康推進に対し、やる気を出しやすい適

度な目標、効率の良い効果的な運動などを中

心に説明いたしました。化粧品売り場などで

ドラッグイレブン薬局
 新都心おもろまち店

新井 康之

動脈硬化度の測定をし、高い数値が出て心配

だと訴えるお客様や、リウマチの疑いがある

といわれたが今後どうしたら良いのかわから

ないと訴えるお客様、お子様が小児喘息で通

院中だが、今後どのような経過が考えられる

のか知りたいという患者様など、踏み込んだ

相談もさせていただきました。皆さん、病院

や薬局では忙しそうだったため、なかなか相

談できないとのことで、これからは、普段の

仕事で話しやすい雰囲気など心がけたいと思

います。今回の健康フェアでは、お客様に喜

んでもらえただけでなく、私自身、充実した

活動をさせていただきました。今後は、患者

様や、薬局を訪れるお客さまにいろいろ相談

して満足してもらえる薬剤師を目指したいと

思います。

＜県民健康フェア参加報告1＞

大変好評であった沖縄Letsプチ体操 ステージイベントの司会を務めた

上里美矢子氏（地域保健委員会）

個別相談コーナー 動脈硬化測定コーナー
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　今回、なごみ会主催県民健康フェアに初め

て参加させていただきました。事前の打ち合

わせ会で、当日の流れや測定機器に関する説

明があったため、当日も戸惑うことなく参加

することができました。

　当日の流れとして、来訪者一人につき薬剤

師が一人ついて、骨密度の測定、動脈硬化の

測定、体組成計のインボディ、HbA1cの中か

ら希望する項目を受けていただき、その結果

の説明と食生活や運動など生活習慣について

のアドバイスをするといった内容でした。そ

れとは別に、お子さんを対象に調剤の体験を

することができるコーナーがありました。子

供だけでなく、付き添いの方々にも自分たち

の仕事の内容を知ってもらえる内容でした。

　私は、主に、骨密度の機械の測定と健康相

談員として来訪者の人と話をしました。最近

はテレビをつけると健康に関する番組をよく

見かけたり、ネットで簡単に情報を収集でき

る時代になってきました。そのため、来訪者

の方も多くの知識を持っていて、様々なこと

について話や疑問点があったようで、熱心さ

が伝わってきました。普段、薬局で待ってい

る患者さんが多くいる中で、しっかりと一人

一人と時間を持って話し合うことが難しい場

合もありますが、今回のフェアでは、お互い

に満足するまで話し合うことができました。

ミルク薬局 天久店

枡井 亮太

　地域の人々としっかりと話し合い、関わり

を持つことができる良い機会となりました。

健康寿命を延ばすために、予防医療にも更に

力を入れていかなくてはいけないので、疾患

にはかかっていない人も気軽に測定や話がで

きて、健康の意識を高めることができる機会

はすごく大切だと感じました。自分自身も普

段の業務とはまた違った体験をすることがで

きたので、とても良い刺激になりました。日々

研鑽を積んで、もっと多くのことを話し合い、

頼られるように目指します。来年も参加させ

て頂きたいと思います。

＜県民健康フェア参加報告2＞

骨密度測定コーナー

体成分測定コーナー 血圧測定コーナー
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　県民健康フェアに初めて参加しました。薬

剤師ブースは色々検査ができることもあり、

毎年人気のあるブースのようです。今回は整

理券を配布したことで待ち時間もなく、ス

ムーズに進行していたと思います。また、相

談者の測定機器の待ち時間に薬剤師がお薬相

談表を用いて病歴・服用薬・生活習慣などの

聞き取りを行ったことも待ち時間の負担を軽

減させたと思います。

　健康診断は毎年受けているので動脈硬化だ

けを測定したい方や、HｂA1cや血糖測定をす

る機会がないため訪れた方もいらっしゃいま

した。他団体のブースと比較しても、受けて

みたい、検査してみたいと思える内容のブー

スだったと思います。今回で8回目の開催に

なりますが、複数回の参加の方もいました。

薬剤師ブースの人気ぶりが伺えます。

　私が担当した方は、定期的な服用薬は無く、

自分自身の体のチェックをしたい方ばかりで

した。健康フェアという名前の通り、健康に

関心のある方たちばかりなので、熱心に検査

結果の分析を聞いて下さいました。腹筋・下

腹部の体操、簡単な筋トレなども、身を乗り

出して聞いて下さいました。ご自身の健康に

関心の高い方からの相談は薬剤師の醍醐味で

す。今後、関わるであろう健康サポート薬局

の勉強にもなりました。

うちどまり薬局

田中 由紀子

　測定機器の使い方は、事前打ち合わせ時に

触れていたので、一応理解はしていました。

しかし、「担当にならなければ大丈夫でしょ

う」「簡単な機器担当になるだろう」と安易

に考えていました。血糖値の測定も、担当の

薬剤師がやるものと思っていましたが、案内

する薬剤師が全てやるという事をその場で

知って驚きました。別の役割があるならやり

たいくらいに、とても良い体験をさせていた

だいたことに感謝しています。脂質・コレス

テロール値が測定できなかったのは残念でし

たが、見たことのない機器に触れられたこと

と検査結果のデータの解析・生活習慣の食事

指導に至るまで、多くのことを勉強させてい

ただいたことが嬉しいです。今後もフェアに

是非参加したいと思いました。　　　

　他のブースも見学しました。鍼灸の針治療

のブースでは頭や体に鍼をたくさん刺されて

いる方がいて並ぶのを止めました。あとで考

えたらやってもらえばよかったかなあと後悔

しています。理学療法師のブースで体力測定、

看護師協会のブースでも体脂肪のチェックな

どを体験しました。

＜県民健康フェア参加報告3＞

検体測定室 Hba1cコーナー
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　なごみ会主催県民健康フェアに今回初めて

参加させて頂きました。一人の来場者に一人

の薬剤師が付き添うという方法で機械操作や

測定データ等の説明をするのは初めてでし

た。当日は3グループに分かれて相談（測定

付き添い、測定データの説明、お薬相談や健

康相談、かかりつけ薬剤師・健康サポート薬

局・電子版お薬手帳の説明等）と機械操作

（動脈硬化度測定・骨密度測定・体成分分析・

HbA1c測定）、調剤体験を順番に行いました。

　私は初めの2時間が相談、最後の1時間が調

剤体験のお手伝いでした。来場者に付き添う

約2時間で4名の対応をしました。すべて女性

で年齢は20代～ 70代でしたが、どの方も健

康に対しての意識が高くできれば食事や運動

を行い薬は飲みたくないというお考えでし

た。特に70代の方が印象に残りました。コレ

ステロールや中性脂肪が高いため薬物治療中

で食事・運動療法も積極的に取り組んでおら

れました。4つ全ての健康チェック測定を行

いましたが、動脈硬化度だけがとても高値で

した。薬物療法を続けていくことが必要と伝

えました。

　残りの１時間で調剤体験のお手伝いをしま

した。調剤体験では子供向けの「薬は水で飲

みましょう」と「薬はコップ1杯の水で飲み

ましょう」ということを実際に体験して理解

してもらいました。具体的に薬は水で飲むこ

とについては、試験管に水と緑茶を入れ両方

に鉄剤のインクレミンシロップを滴下し、緑

メルシー薬局 かねぐすく

高場 美保

茶のタンニンと鉄剤が反応して黒色に変化す

るのを見てもらいました。多めの水で服用す

ることについては、少量の水で薬を服用する

と食道に引っかかることを理解してもらうた

め、カプセルが水で湿らせた指に貼りつく体

験をしてもらいました。普段薬局でも多めの

水で飲んで下さいと説明しますが、実際にな

ぜ水で飲まないといけないのか、多めの水で

飲むのかを体験すると子供たちも納得した様

子でした。緑茶にインクレミンシロップを滴

下して黒色に変化する時に「わぁー！」と驚

き、興味津々に話を聞いてくれました。勤務

している薬局で患者さんや地域の方向けの健

康相談会を開催する時にも、実際に体験して

理解してもらうコーナーを設けてみたいと思

いました。

　私が対応した方々は食事や運動にとても興

味がある方が多かったです。「健康」という

大きなテーマで相談にのる場合には、薬だけ

でなく食事や運動など生活習慣にもアドバイ

スできるような広い知識が必要だと改めて感

じました。また、薬剤師として解決すること

が難しいケースもあると思います。患者さん

の質問にしっかり答え、満足して頂くために

は、他の職種の方との連携や協力が重要だと

思いました。

＜県民健康フェア参加報告4＞

こども調剤体験コーナー
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広報ポスター
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第11回子どもの禁煙研究会報告

　　　　　　　　　会期：平成30年7月7日（土）15:00 ～ 18:00

　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

地域保健

すこやか薬局 田原店

杉森 千里

　平成30年7月7日に「第11回子どもの禁煙研

究会」があり参加させて頂きました。

　子どもは大人よりもニコチン依存性が高く、

違法薬物へのゲートウェイドラッグになるな

ど、子どもの禁煙の大切さを実感しました。

　簡単に内容を報告させて頂きます。

講演１「学校における最近の防煙教育事情」

笠原 大吾氏

　喫煙者の害・非喫煙者の害・なぜ未成年

はタバコを吸ってはいけないか、などを基

に教育。

講演２「子どもをタバコから守る〜新型タバ

コの危険性の最新知識」

高橋 裕子氏

　電子タバコの煙は有害な物質が含まれてお

り、その物質への依存性でやめられなくなっ

てしまう。また、爆発事故も海外で報告され

ている。

　加熱式タバコ（アイコス・ブルームテック・

グロー）の煙にはニコチンが含まれており、

発がん性物質も含まれている。

　高橋先生が関与された子どもの禁煙外来の

症例で、学校側と連携をとっていたが、ある

日、学校側からもう禁煙外来には行かないと

連絡が入った。理由を尋ねると、アイコスを

使わせているからいいよ、禁煙できている、

職員室は禁煙だけど今は先生方も職員室でア

イコスを使っている、とのこと。

　新型タバコについては成年・未成年にかか

わらず、正しい知識の啓蒙が必要だと考えさ

せられました。

ミニコンサート フルート二重奏（琉球交響

楽団団員）

　奏者の息遣いもわかる生演奏は素晴らし

かった。

事例紹介とグループディスカッション

永吉 奈央子氏

事例提示：17歳男子高校生

テーマ：「支援者それぞれの役割について 自

分なら何が出来るでしょうか」

　多職種の方と事例についてディスカッショ

ン。私のグループは、薬剤師、保健所の方、

学校関係の方でした。それぞれの立場での意

見交換が有意義でした。

　子どもの禁煙は禁煙するという結果も大事

ですが、両親、学校の先生、禁煙外来の先

生、薬剤師、保健師など、多くの大人があな

たを大切に思い本気で考えているよ、という

メッセージが大切という言葉が胸に残ってい

ます。
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平成30年度 第Ⅰ期薬学生実務実習報告

　平成30年度は1期2期3期合わせて33名の実

習生を受け入れる体制をとっています。

　今回1期17名の保険薬局での11週間の実習

が終了しました。平成22年から開始し9年目

になります。実習生17名（8大学：崇城大学・

第一薬科大学・福岡大学・愛知学院大学・

神戸学院大学・武蔵野大学・福山大学・徳

島文理大学）を実習薬局16薬局（平成30年5

月7日～ 7月21日）指導薬剤師16名で受け入

れました。

　指導薬剤師をはじめ、同施設・協力施設の

みなさま、ありがとうございました。

　実習初日のオリエンテーションから非常に

熱心に受講・薬剤師会会館見学していた姿が

印象的で、実習期間中も毎年この時期に開催

される「しごとミュージアム」に参加、各薬

局での地域活動にも積極的に参加してくれま

実務実習

薬学生実務実習受入委員会委員長

佐藤 雅美

した。

　実習生の移動は、基本的には公共の交通機

関です。薬学生実務実習受入委員会では、で

きるだけ学生の自宅近に実習環境をおきたく

マッチングしておりますが、まだまだ指導薬

剤師が少ない地域があり、多くの薬剤師に期

待するところです。

　これまで受入が難しく実習から遠のいてい

る指導薬剤師の方も、委員会として支援して

参りますので、将来の薬剤師仲間になる学生

の為、積極的な受け入れをお願いしたいと思

います。

　以下に実習生の感想文と実習薬局、実習協

力機関を掲載いたします。紙面をもって御礼

に変えさせていただきます。ありがとうござ

いました。

実習薬局（16薬局）　　　　　　（以下、順不同・敬称略）

○うちどまり薬局　 ○北部地区薬剤師会会営薬局　○アリス薬局　 ○あいらんど薬局さつき店

○レモン薬局 　　　○保険薬局プラネット　　　　○こくら虹薬局（２名）

○すこやか薬局 松島店　　　　　　　○メイト平良川薬局　　　　　〇豊見城薬局

○すこやか薬局ライカム店　　　　　 〇アシスト薬局　　　　　　　〇ミドリ薬局美里店

○たいせい堂薬局 首里店　　　　　　○あかみち薬局　　　　　　　○とくりん薬局

協力施設・委員会・団体

○ぼたん薬局　　　　　　　　　　　　○こくら虹薬局　　　　　　○会営薬局医療センター前

○薬正堂（すこやか薬局グループ）　　 ○すこやか薬局野嵩店　　　○すこやか薬局具志川店　

○まつお虹薬局　　　　○ドラッグイレブン薬局 新都心おもろまち店　 〇屋嘉比薬局

〇ふく薬局なご店　　　○ミドリ薬局美里店　　　○各地区薬剤師会　　○学校薬剤師の先生方

○（株）琉薬　　　　　○（株）ダイコー沖縄　　○（株）アトル 沖縄営業部

〇（株）スズケン　　　○学校薬剤師部会
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福山大学5年　國場　志音

（アシスト薬局　実習　指導薬剤師　糸数　理江）

　僕は5月7日から7月20日までの二ヵ月半の

間、浦添にありますアシスト薬局さんで実務

実習させていただきました。処方箋受付から

始まり、調剤、監査、服薬指導までの処方箋

が来てから薬を渡すまでの一連の流れを経験

させていただいたり、その他にも薬の発注や

在庫管理、調剤報酬点数について等々薬局に

関わるすべての事教えてもらい、薬学部５年

生として一回り二回り、いや何千何万周りも

大きくなる事が出来たと、実感しています。

特に服薬指導においては、最初の方は慌てて

聞きたいことも聞けない、言いたいことも言

えないダメダメな僕でしたが回を重ねるごと

に成長し、最後の方には落ち着いてできるよ

うになったと思います。ただそこで気付いた

のが患者さんから大事な情報は落ちついて聞

き出せても、服薬指導の肝心の患者さんへの

情報提供という部分が全く出来ていないとい

う事でした。服薬指導において経験を踏む事

も、もちろん重要ですが薬剤師として患者さ

んに正しい知識をより多く伝えるためにしっ

かり薬剤の正しい知識を持つ事も非常に重要

なことだと実感しました。

　その他にもアシスト薬局さんで実務実習さ

せていただいて強く感じたことがあります。

それは、「常に目の前の患者さんの事を一番

に考える。」という事の重要性です。

　アシスト薬局では昼前後は特に患者さんが

多く来るため皆さん忙しく働かれていまし

た。でもそうゆう時こそ医療事務員さんや薬

局のスタッフとしっかり連携を取り、自分自

身は最優先に今何をすべきなのか、患者さん

のためにどんな事が出来るか常に考えて行動

することが非常に重要かつ、とても難しい課

題なのではないかと思いました。AIが薬剤師

にとって代わるんじゃないか？と言われてい

るこの時代、薬剤師が絶対に必要。とされる

には、常に患者さんの事を一番に考え行動し、

目の前に困った患者さんがいたら自分を犠牲

にしてでもその患者さんを優しく手助け出来

る。そういった力が今後必要かつ、まったく

僕の出来ていない部分だと思ったので、そん

な薬剤師さんになれるようにこれから頑張っ

ていこうと思います。

　最後になりますが、手厚く指導してくだ

さった糸数さん、西田さん、仲宗根さんをは

じめ、アシスト薬局のスタッフの皆さん、この

二ヵ月半本当にありがとうございました!!

福山大学5年　大濵 勝太

（すこやか薬局 松島店 実習　指導薬剤師　古堅 直也）

　11週間という期間で調剤、監査、投薬、在

宅、その他にも漢方実習や外部での勉強会な

ど普段大学ではできないことを体験させてい

ただいて、とても勉強になりました。最初の

ころ11週は長いと思っていましたが、調剤で

のミスをなくすための工夫であったり、実際

に処方された薬剤やその日に来た患者さんの

病気とその薬物治療について調べたり、患者

さんに投薬させてもらったりと、毎日新しく

学ぶことがたくさんあって、11週間がとても

早く過ぎたように感じました。

　また、薬局の雰囲気もとてもよく、わから

ないことがあっても薬剤師の先生方や事務員

の方に聞くととても親切に教えていただいた

し、なんでも聞きやすい環境だったのでとて

も充実し、成長できた実習になりました。

　総合病院の門前薬局だったので、たくさん

の処方箋といろいろな薬剤に触れることがで

き、いろんな病態と薬物治療について学ぶこ

とができたし、投薬や在宅医療も体験させて

もらい、勉強が全然足りないことや、患者さ

んに服薬指導する際の反省などたくさんの課

題も見つけることができたので、残りの大学

での勉強に活かしていきたいと思います。ま

た、自分自身どんな薬剤師になりたいかとい

う理想像はまだありませんが、この実習で学

んだことを活かして将来地域に貢献できるよ

うな立派な医療人になれるよう努力していき

たいと思います。

実務実習薬学生 平成30年度 第Ⅰ期生からの体験記・感想
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福山大学5年　新垣　秀鷹

（レモン薬局　実習　指導薬剤師　平田　崇）

　薬局実習を行って私が学んだ事は大きく分

けて「大学の講義で学んだ事・大学の講義で

は学べなかった事」の2つに分けられると思

います。

　まず１つ目の大学の講義で学んだ事とは、

基礎的な知識の部分です。四年間という時間

をかけて大学の講義で学んだ知識の再確認、

また、その知識が実際の現場でどう活きてく

るのかについて学ぶことが出来ました。時に

は忘れている知識があったとしても薬剤師の

方がその都度丁寧に教えてくれたのでより深

く学ぶことが出来ました。

　２つ目の大学の講義では学べなかった事と

は、主に「患者さん」との関わりです。これ

からの薬局は在宅や健康サポート薬局など、

より患者さんや地域の方々との繋がりが求め

られていると言います。大学の座学だけでは

実際の患者さんの気持ちはわかりません。か

く言う私は人とのコミュニケーションが少し

苦手な方で初めの投薬は凄く緊張しました。

それでも薬剤師の方が投薬の機会を多く与え

てもらい、様々な患者さんと関わることで多

少なりとも患者さんとコミュニケーションを

とることが出来てきました。その他にも、一

日の薬局業務を通して実際の保険薬剤師の業

務、局外実習を通して学校薬剤師や医薬品卸

の業務内容など体験しながら学ぶことが出来

ました。

　これらの2つの学びから、「薬剤師として働

くことは患者さんのことを第一に考えるこ

と」だというのに気づきました。知識をつけ

ることは患者個々により良い薬物治療を選択

するため、患者さんとのコミュニケーション

は安心して薬を服用してもらう事につながり

ます。

　最後に、私は薬学部を卒業したら、薬局か

病院かなど細かい進路ははまだ決まっていま

せんが、生まれ育った沖縄で薬剤師として仕

事したいと考えています。よって沖縄で実

習することは非常にいい経験となりました。

2.5 ヵ月間で関わった指導薬剤師の方、様々

な薬剤師の方々、そして県薬剤師会の方々、

お世話になりました。ありがとうございまし

た。

福山大学5年　川小根　駿

（ミドリ薬局　美里店　実習　指導薬剤師　玉城　武範）

　私は、実務実習の1期に沖縄市にあるミド

リ薬局で実習を行わせてもらった。ミドリ薬

局では、門前である耳鼻科の処方だけではな

く、様々な科の処方に触れることができ、い

ろいろな調剤、投薬を行うことができた。そ

れだけでなく、地域活動の一環として、自治

会活動があり、自治会の方々に食と健康につ

いてお話をさせてもらった。薬局内の業務を

行うだけでなく、このような地域活動を行う

ことで、昔あっただれもが気軽に相談できる

町の薬局に近づくことができるのではないか

と思った。

　また、在宅や介護の現場に私も同行させて

もらうことが多くあり、そこで他職種の方に

話を伺う機会があり、実際の現場で働く方の

生の声を聴くことができいい経験ができた。

そのなかで、在宅や介護の現場で、患者さん

により良い医療を提供するには他職種の方と

良好な関係を築くことが大切だと感じた。

　交換実習という形でミドリ薬局だけでな

く、他に3つの薬局で実習を行うことができ

た。ミドリ薬局ではあまり見ない処方や、そ

の薬局ならではの投薬の仕方などがあり、1

つの薬局だけでは体験できないことを行うこ

とができた。

　約2か月半の間、私の服薬指導に協力して

くれた患者さんをはじめ、サポートしてくだ

さった薬局のスタッフや指導薬剤師の皆様に

感謝いたします。
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武蔵野大学5年　城間　光希

（すこやか薬局　ライカム店　実習　指導薬剤師　金谷　智尋）

　僕はずっと迷っていました。今回の実習を

どこで履修すべきか、希望提出期限日の締切

時間直前まで迷っていました。期限があと

1 ～ 2時間に迫り、「もう考えても仕方がな

い、沖縄にしてしまおう！」と、最後は勢い

で提出してしまいました。後悔していたわけ

ではありませんが、また長期間沖縄に戻って

生活すること、何かあっても近くに先生も友

達もいないなか大学のカリキュラムをこなし

ていけるかどうか不安だったのを覚えていま

す。自分が持っている選択肢のどれが正しい

のかではなく、選んだ道をいかに自分の満足

いくものにできるかが重要だといつも考えて

いるので、実際に実習が始まるまで、もし辛

い時はどうやっていけば自分にプラスになる

のか、とあれこれ考えを巡らせていました。

全くもって無駄な心配だったと今では思いま

す。実習先のすこやか薬局ライカム店はそう

思わせてくれる程素敵な場所でした。

　今回の実習でとても大きく変わったことが

あります。僕が持つ薬局へのイメージです。

近い将来、もちろん就活が控えているわけな

のですが、薬局で働くことは一切考えていま

せんでした。言い辛いのですが、薬局は窮屈

で退屈な場所だと偏見を持っていたのです。

そんなイメージを全部吹き飛ばしてくれて、

薬局って楽しくて勉強になるとてもいい場所

なんだよ、ということをすこやか薬局ライカ

ム店の皆様には教えていただきました。今回

の実習は、将来の道を自ら狭めていた僕の視

野を広げてくれた、とても有意義な時間だっ

たと思います。

第一薬科大学5年　比嘉　由希

（アリス薬局　実習　指導薬剤師　普久原　隆）

　今回、沖縄市のアリス薬局で薬局実習を行

い、薬局薬剤師の仕事について学ぶことが出

来ました。様々な経験をさせていただき、あっ

という間の11週間でした。

　アリス薬局は小児科の門前薬局ということ

もあり、一般的な薬局と比べて薬局の壁紙も

子供向けで、絵本やベビーベッドなどもあり

ます。このように、薬剤師業務以外でも患者

さんに対する思いやりを感じました。

　調剤では、シロップ剤や散剤を中心に調製

しました。特に散剤は手分包によるもので、

粉薬を手で均すのが難しく、最後までコツを

掴むのに苦戦しました。私は焦って作業をし

てミスが多くなってしまうのですが、先生か

ら「最初は自分のペースでいいから正確にす

ることを第一に考えて。」と言われたのが印

象に残っています。正確に行うことを第一に

すると、慣れてくると自然とスピードも心掛

けられるようになりました。

　また、院外処方箋による一包化も行いまし

た。服薬指導では、患者さんの症状をどのよ

うに把握するか、小児の患者さんでどのよう

なことに気を付けるのかを教えていただきま

した。薬学的知識を付けるのは勿論のこと、

将来薬剤師になるにあたって、改善すべき点

を自分なりに工夫し鍛えていこうと思いまし

た。他にも外部実習が多くあり、薬局外での

薬剤師の仕事についても詳しく学ぶことがで

き、様々な経験をさせていただきました。

　また、色々な勉強会にも連れて行ってもら

いました。どの講演会も勉強になったのはも

ちろんのこと、薬剤師は一生勉強なのだと改

めて実感しました。薬は命に関わるので緊張

感を持ちながら扱う事が大切だと感じ、日頃

からの学ぶ姿勢や知ろうとする意識は大切に

していこうと思いました。アリス薬局で実習

させていただいたことは、薬学生として新た

なステップになるような充実した経験でした。
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徳島文理大学5年　金城　大知

（豊見城薬局　実習　指導薬剤師　長谷川 幸司）

　薬局実習では毎日新しい発見があり気づけ

ばあっという間に11週が過ぎていました。初

めの頃は緊張や不安もあり与えられた業務を

ひたすらこなす毎日でしたが、薬剤師や医療

事務の方が優しく丁寧に指導してくださった

おかげで１つずつ自分自身で出来ることが増

えていき、業務を与えられていくうちにやり

がいと達成感を感じる日々でした。薬局実習

ではピッキング、計数調剤、服薬指導が主な

業務となりました。私が実習した薬局は総合

病院の門前薬局であるため扱っている薬がと

ても多かったです。また、大学の授業で薬は

一般名で習う事が多く、薬局の薬品棚には商

品名で記載されている薬が多いので最初は

ピッキングをするだけでも苦労しました。し

かしピッキングや服薬指導の回数を重ねてい

くにつれて薬の名前だけではなく適応や作用

機序、副作用なども覚えることができました。

今までは教科書の文字だけで薬を暗記してい

たので覚えるのに時間がかかっていたが、実

習では実際に薬を手に取り特徴のある色や形

から関連付けることで名前を覚えることがで

きました。

　調剤薬局における薬剤師の業務は薬局内の

みならず様々な業務内容があり在宅や施設へ

の薬の配達、地域活動などに参加させてもら

えました。特に在宅や施設では薬剤師のみな

らず他の医療従事者も関与している場合が多

いので多職種の連携も体験できました。

　１期の実習では調剤薬局だけではなく様々

な場所で外部実習もありました。ドラックス

トアでの業務体験や学校薬剤師、漢方薬局な

ど調剤薬局では体験出来ないような仕事もや

らせてもらえたので11週を通して飽きること

なくいろいろな事が学べたように感じます。

　最後にサポートしてくれた薬剤師や医療事

務の方々が居てくれたからこそ有意義で充実

した実習が送れたと感じ、とても感謝してい

ます。この期間で学んだことを後の病院実習

や就職した時に活かしていきたいです。

徳島文理大学5年　當眞　美咲

（たいせい堂薬局　首里店　実習　指導薬剤師　大塚　成一郎）

　今回、たいせい堂薬局首里店で実務実習を

させていただきました。薬局実習を行うにあ

たり、体調管理をしっかりすることや積極的

に動いて疑問に思ったことやわからないこと

は納得し身にしていくこと、気持ちの良いコ

ミュニケーションをするにはどうしたらいい

か対応例を学んで身につけることなどを目標

にしました。

　実習の初めは薬の場所や商品名を覚えるの

に精一杯で大変でしたが、少しづつ慣れてき

て、用法用量や効能効果、自分だったら服薬

指導する際にどう説明するかと考えながら調

剤することがだんだんできるようになりまし

た。また服薬指導では説明が行ったり来たり

してしまいわかりにくくなることや一方的に

なってしまったり、緊張して声が小さくなっ

たり手が震えていたりしていたのが、数をこ

なしていくと順序だてて説明ができるように

なったり、不安そうな患者さんに声をかけら

れるようになったりして少しずつですが成長

している感覚がありました。処方内容が同じ

であっても患者さんの反応や理解度によって

合わせた説明をするのはとても難しく、毎回

毎回が勉強でした。ご迷惑をおかけしたこと

が多かったと思いますが、困った時にすぐ

フォローしてくださった薬剤師の先生方、温

かく見守っていただいた職員の皆様、快く受

け入れていただいた患者さんには感謝でいっ

ぱいです。

　いくつか勉強会にも参加して、現場で働い

ている方々が今まで真摯に患者さんや自分の

対応と向き合い、色々悩みながら経験を詰ん
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でこられたのだなと強く感じました。患者さ

んが患者さん自身として生活できるように正

解が分からないながらもその時ベストな選択

をし、フィードバックしながら積み重ねて

いった経験からその方々の人柄も感じられて

かっこいいなと思い、いい刺激になりました。

周りに医療従事者がいない私にとって今まで

は大学で学んだ表面的なことしかわかりませ

んでしたが、今回の実習で薬剤師の先生方を

始め色々な医療従事者の方に出会い、様々な

考えに触れて、まだまだ未熟ですが医療従事

者として薬剤師としてどうありたいか深く考

える良い機会となりました。

　最後に指導していただいた大塚先生始めた

いせい堂薬局首里店の皆様、外部実習でお世

話になった先生方、実習中お世話になった全

ての方々に感謝致します。この経験を忘れず

に、これからの病院実習、大学での勉強、自

分の目指す薬剤師像に向かって責任と自覚を

持ち日々精進していきたいです。

徳島文理大学5年　石川　舞子

（こくら虹薬局　実習　指導薬剤師　平良　栄子）

　今回私はこくら虹薬局で11週間にわたり実

習をさせていただき、薬局での様々な業務を

経験させてもらいました。こくら虹薬局は協

同病院の門前薬局で、一日の処方箋が多い時

には400枚と忙しい薬局でしたが、皆さん何

もわからない私を常に気にかけてくれて、と

ても充実していました。

　薬局での実習は主に受付から調剤、監査、

服薬指導などの薬局内での日常業務から、個

人宅や高齢者施設などを訪問する在宅業務、

学校薬剤師、ほかの実習生と合同で行った漢

方実習やOTC実習、卸さんの見学など多岐に

わたるものでした。

　特にOTC実習では、普段扱う機会のあまり

ないOTC薬について説明を受け、実際にロー

ルプレイングを行うことで処方箋を持ってい

ない患者さんへの対応の難しさを学びまし

た。風邪薬一つとってもいろんな種類があり、

患者さんとの会話から引き出した情報を頼り

に薬を選んだり、場合によっては病院の受診

を勧めたりと、限られた情報しかない中で薬

剤師が判断しなければならないという責任の

重さを感じました。

　また、お薬相談会などで地域の方々への啓

蒙活動の重要性も学ぶことができました。薬

局の中だけにとどまらず社会に出ていくこと

で、薬剤師が地域住民の健康を担う存在とな

れるように努力していかなければならないこ

とも知りました。

　実習の後半では、服薬指導にも重点的に取

り組ませていただきました。最初は苦手だっ

た指導も回数を重ねることによって、少しで

すが患者さんから必要な情報を聞き取りそれ

に合わせた説明ができるようになりました。

薬局では、病院と異なりカルテがないため、

窓口での会話からの情報が非常に重要である

ことを知りました。

　今回の実習では、受け入れ先のこくら虹薬

局のスタッフの方々をはじめ外部実習先の

方々、患者さんなどたくさんの方にお世話に

なりました。この実習で得られた経験を、次

の病院実習や今後の勉強に活かしていきたい

と思います。本当にありがとうございました。
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崇城大学5年　佐多　由希子

（うちどまり薬局　実習　指導薬剤師　沖山　尚美）

　今回の薬局実習では数多くの経験させてい

ただきました。

　患者さん一人一人の性格やその時の体調を

考慮した話し方や表情で接することの大切さ

を学びました。まだ十分なコミュニケーショ

ンスキルは身についていませんが、次の病院

実習や、将来医療施設で勤務し患者さんと接

する機会があれば、患者さんとどのように接

するべきかを常に考えて、より自然で高度な

スキルを向上させていきたいと思います。

　災害大国日本では、いつどこで災害が起き

るかわかりません。薬局実習期間中も大きな

地震や豪雨災害がありました。今回の実習で

自身が災害対応について体験する機会はな

く、指導薬剤師の先生も災害対応経験がな

かったため詳しい実習はできませんでした。

しかし、災害が起きたとき、薬剤師として何

ができるか、何をすべきかを常日頃から考え

ておかなければならないと感じました。医療

チームとして傷病者のケア、医薬品の鑑別・

仕分け、衛生管理指導などをスムーズに行う

ために、地域の防災計画や薬局・病院の災害

時対応について積極的に関わっていけるよう

になりたいです。

　以前は、自分でできない事を人に頼むこと

を遠慮しがちでした。一人でできるように

なってこそ一人前、人に迷惑かけたくないと

いう気持ちが根底にあったからです。実習中

もどうしても自分一人ではできないことがた

くさんありました。しかしそのような時に、

自分ではできないことを周りの人に助けて頂

くことを素直にお願いし、そして感謝の気持

ちを持って言葉にして伝えることが大切なこ

とだと学びました。自分に出来ることは精一

杯頑張り、出来ないことは周りの人と協力し

お互いに助け合う。実習に限らず日常におい

ても、今後もその心を忘れないようにしたい

と思います。

　11週間の実習はとても長いものだと想像

していましたが、終えて振り返るとあっと

いう間でとても充実していました。実習が

始まったころは緊張して先生方にも患者さ

んにもぎこちなく、慣れないことばかりで

焦ってしまったりミスをしてしまうことも

たくさんありました。しかし、薬局の先生方

や薬局スタッフの方々に優しく丁寧なご指導

頂き、昼の食事休憩などに色々な楽しい会談

もしながら楽しく実習をすることができまし

た。また、患者さんからも励ましの言葉を多

くいただき、最後まで元気に実習を頑張るこ

とができました。

　ご指導くださった先生方、薬局スタッフの

皆様、来局された方々、薬局実習期間にお会

いできた皆様に感謝申し上げます。

崇城大学5年　宮里　恵梨

（保険薬局プラネット　実習　指導薬剤師　仲宗根　健太）

　私の目標は、患者さんの気持ちに寄り添

い、気軽に何でも相談できるような信頼のあ

る薬剤師になることです。そのために今回の

実習で、患者とのコミュニケーションを積極

的に行い、少しの変化でも気づけるように心

がけました。そして患者さんが納得いくよう

な治療法をほかの薬剤師と相談そして連携を

図り、患者さんとともに治療に臨めるように

サポートしました。

　実務実習において得られたものを今後どう

活かしていきたいかを考えました。

　１つ目に、投薬にて鍛えられた｢コミュニ

ケーション能力｣は、在宅訪問にて病院に通

うことが困難な患者さんに服薬指導を行うと

きや、病院にて長期入院されてる患者さんの

服薬コンプライアンスの確認する時などに活

かしたいです。２つ目に、薬剤師業務に関す

る様々なジャンルの資料や雑誌を読むことで
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第一薬科大学5年　東江　美音

（北部地区薬剤師会会営薬局　実習　指導薬剤師　池田 武俊）

　お忙しい中11週間にわたり親切丁寧に温か

くご指導いただき、誠にありがとうございま

した。11週間の薬局実習では、とても充実し

た日々を過ごすことができました。薬局実習

を無事に終えることが出来たのも熱心にご指

導してくださった薬局の皆様のおかげと感謝

しております。実習期間は多くのことを考え

たり、学んだりすることが出来ました。処方

された薬を調剤する際、どのような点に注意

をするべきなのか、薬局では患者さんのカル

テを見ることはできないので、処方された薬

から患者さんの症状や状態、用量用法の適正

さを読み取り、正しい処方なのかを考えたり

しました。薬局には監査システムやピッキン

グマシーンなどもあり、調剤ミスを防ぐため

色々な工夫がされていることも知りました。

毎日調剤業務を行っていく中で調剤ミスが起

こりやすい薬や用法用量を間違えやすい薬な

どが分かるようになり、自分でも注意しなが

ら薬を取り揃える事ができるようになりまし

た。また、実習させていただいた薬局が総合

病院の門前であったため、様々な診療科の処

方箋や薬を見ることができ、大変勉強になり

ました。

　服薬指導では、薬剤師の先生方から教わっ

たように、患者さんへの一方的な薬の情報提

供にならないように伝えなければならない必

要な情報を患者さんが理解しやすい言葉で伝

え、コミュニケーションが上手くとれるよう

に患者さんの事を考えて話せるように努力し

ました。薬局実習期間中には漢方を多く取り

扱っている薬局で実際に漢方を調剤させてい

ただいたり、ドラックストアでOTCを学ばせ

ていただいたり、在宅(施設)ケアなどにも行

かせてもらい、ドラッグ撲滅運動などの地域

行事や地域包括ケア会議にも参加させていた

だきました。学校生活では体験できないよう

なことをこの11週間で多く経験させていただ

き、私にとって得難い経験になりました。薬

局実習を終えて改めて一日も早く一人前の薬

剤師になりたいという思いが一層強くなりま

した。今後も、この薬局実習で学んだことを

活かし、立派な薬剤師となれるように努力し

たいと思っております。薬局実習をさせてく

ださった沖縄県薬剤師会の皆様誠にありがと

うございました。

培った｢知識量｣は、次の病院実習にて入院患

者への服薬指導や、医療スタッフへの医薬品

情報提供などで活かしたいです。またこれら

の知識を用いて、薬剤師の立場から他の医療

従事者との話し合いで、自分の意見を述べら

れるようになりたいです。３つ目に、外部実

習で実際に体験した漢方製剤、在宅医療、学

校薬剤師などの｢経験｣は、将来薬剤師として

幅広く地域に貢献していけます。

　信頼される薬剤師になる為に今後も「コミュ

ニケーション能力」「知識量」「経験」の面で

スキルを伸ばしていきたいと考えています。

　11週間という期間の中で、調剤や監査、服

薬指導、薬暦作成、在宅業務、勉強会への参

加など、大学ではできない貴重な体験をさせ

ていただき、多くを学ぶことができました。

初めは慣れない仕事でうまくいかないことも

多く、本当に自分は薬剤師として適している

のか不安でした。しかし周りの助けもあって、

どんなに困難な試練も乗り越えることができ

ました。また外部実習では、他大学の薬学生

との交流を通し協力し合うことで互いに切磋

琢磨することができました。この実習で学ん

だことを活かしてこれからも勉強し、信頼さ

れる薬剤師になれるように頑張っていきたい

と思います。

　最後にご指導いただいた薬剤師の先生方、

事務の方々、本当にありがとうございました。
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福山大学5年　池原　小夏

（あかみち薬局　実習　指導薬剤師　上間　秀子）

　二か月半、あかみち薬局本店で実務実習を

させていただきました。

　実習初日は、薬剤師の仕事の技量に驚いた

のと同時に、自分はついていくことができる

のか不安になりました。ですが指導薬剤師の

方はじめ、薬局の皆さんがとても良くしてく

ださり、いい緊張感のなか実習を行うことが

できました。

　あかみち薬局では様々な診療科の処方を見

ることができ、分野が偏ることなく多くの薬

剤に触れ、処方せん解析を行うことができま

した。

　最初の頃は何に使う薬かわからず自分の勉

強不足を感じましたが、調剤や服薬指導を通

して薬剤に触れることで、少しずつですが、

処方意図などもわかるようになっていたのに

自分の成長を感じることができました。

　服薬指導でもはじめは緊張し、言葉に詰

まったり、聞き取りがうまくできなかったり

しましたが、指導薬剤師からいただいたアド

バイスや反省などから、だんだん落ち着いて

服薬指導をできるようになっていました。最

後まで緊張はしましたが、指導の流れがわか

り、患者さんの話を聞くことが第一と考えら

れるようになってからは、服薬指導に対して

の心持ちが変わった気がします。

　そして私が実習していた期間中に、沖縄県

で４件目となる健康サポート薬局の認定を受

け、この認定を受けるにあたっての薬剤師の

取り組みを間近で見ることができました。

　服薬指導では、例えば高血圧患者に減塩や

運動を勧めるにあたって、具体的な食事内容

や、おすすめの運動など深く説明することが

難しい現状にありました。しかし、高血圧教

室、食品販売などを行うことで、高血圧のリ

スクであったり、どうしたら血圧を安定させ

ることができるのかを具体的に説明できる機

会が設けられました。

　私は高血圧教室、糖尿病教室の開催に立ち

会うことができましたが、その際に用いる資

料の製作段階で、医療人ではなく一般の方が

わかりやすい表現の仕方、言葉の選び方、構

成などを薬剤師の方が考えているのを隣で見

ることができたのは、自分の理解度もわかり、

服薬指導にも活かせられるので、すごく勉強

になりました。

　最後に、二か月半といった期間の中で、コ

ミュニケーションの取り方、保険薬局での薬

剤師の役割など多くのことを学ぶことができ

ました。常に向上心を持ち、将来薬剤師とし

て必要な存在になれるよう、今できることを

全力で頑張りたいと思います。

福岡大学5年　普天間　学

（とくりん薬局　実習　指導薬剤師　兼城　崇）

　今年度、薬局実務実習でとくりん薬局南風

原店でお世話になった普天間と申します。私

が感じた実務実習の良い点は、現役の薬剤師

の方がどうやって現場で働かれているかを

2 ヶ月半もの間観察出来た事です。また、自

分の知識や技能の現在地を実感出来たので今

後の学習の指針にもなりました。実習が始

まった頃は学校で習った一般名ではなく商品

名で置かれている医薬品にどうしていいか分

からなくなりました。毎日処方箋に触れて少

しずつ商品名を覚えてきて周りの事を見渡せ

る様になると次は薬剤師に決まった型は無く

色々なタイプの方がいる事に悩みました。ど

れが正しいという事ではなくて自分がなりた

い薬剤師像を考えるきっかけになりました。

実習先だけではなく外部実習でも色々な薬剤

師の方にお会いして、それぞれの方がそれぞ

れに良いと思った事を話して下さるのはとて

も貴重な体験でした。ここまで精神的な事を

書いてきましたが実務で苦労した事も書いて



－ 62－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

いきます。苦労した事は服薬指導です。今ま

で学習してきて理解しよう、覚えようとして

きた専門用語を使わないように指導されて最

初はとても困惑しました。薬剤師の方が専門

用語を使わずに、しかし患者さんの質問に対

してすらすらと答えている姿は素直に憧れま

した。服薬指導では「共感」という言葉もよ

く聞きますが、患者さんと同じ病気や同じ生

活環境など経験していない事を共感するのは

とても難しかったです。それでも患者さんに

不安を与えず、患者さんの知りたい事に答え

ていくのは自分で実際にやってみるととても

難しいと実感しました。実習を終えて感じる

事は、薬剤師は知識とコミュニケーション能

力が必須であるが自分はどちらもまだまだ足

りないという事です。反省の気持ちを忘れず

にこれから頑張っていきます。

神戸学院大学5年　有銘　兼史

（メイト平良川薬局　実習　指導薬剤師　福地　健治）

　１期の薬局実務実習でお世話になったのは

うるま市平良川にあるメイト平良川薬局とい

う薬局でした。隣には整形外科があるという

こともあり、ケトプロフェンテープやロキソ

ニンなどの湿布薬や鎮痛薬の処方が多くあり

NSAIDsに対するアレルギー歴や併用薬の確認

を意識して服薬指導を行いました。その他に

もリウマチや骨粗鬆症の処方もあり、服薬指

導の際にはメトトレキサートの服用タイミン

グやビスホスホネート製剤の服用方法など服

用に特に注意を要する薬剤については、より

丁寧に説明するよう心がけました。

　薬局実習が始まって最初の１週間程度は計

数調剤や一包化調剤を行い、処方箋を受け

取ってからの調剤の流れや医薬品の場所を覚

えるよう努力しました。その際素早く調剤を

行うというよりも正確、丁寧にミスなく行い、

それぞれの薬剤がどのような用法、用量で用

いられているかということを意識しました。

　計数調剤が最初と比べスムーズに行えるよ

うになってから、服薬指導を実際に行いまし

たが、処方薬の説明や服用方法を説明するの

に精一杯で、患者背景やその方の生活スタイ

ルを聞き出すことができずとても苦労しまし

た。しかし、患者様との会話であえて間を取

ることでも患者様から話していただけること

もあり、傾聴に力を入れることができました。

こうした患者背景や生活スタイルを把握する

ことにより患者様の服薬状況や自己管理状況

を知ることができ、患者背景に合わせた服薬

指導ができたと思います。薬学管理という点

でもコミュニケーションスキルの重要さを感

じました。

　実習期間の中頃には、沖縄市美里のミドリ

薬局や沖縄市泡瀬のアリス薬局と、実習生交

換という形でそれぞれの薬局で１週間程度実

習をさせて頂きました。近隣のクリニックや

薬局設備などによる調剤業務の流れの違いな

ど、様々なことを実際に体感することができ

ました。特に様々な指導薬剤師の方の服薬指

導時の患者様へのアプローチの方法の違いを

見ることができ、実際に自分で服薬指導を行

う際の勉強となりました。メイト平良川薬局

に戻ってからは、この経験を活かして、来局

された患者様の状況や服装、年齢から患者背

景を考え、服薬指導に臨むことでよりスムー

ズに服薬指導を行ことができたと感じます。

　今回、薬局実習では患者様とのコミュニ

ケーション能力の重要さを感じました。病院

とは違いカルテが無い中、患者様との会話や

発言に耳を傾けることでその疾患や生活状況

を考えそれに対して服薬支援を行うことがと

ても難しく感じました。２年後自分が薬剤師

になったときこの薬局実習で学んだコミュニ

ケーション方法を活かすことのできるよう努

力していきたいです。
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愛知学院大学薬学部5年　渡慶次　星

（こくら虹薬局　実習　指導薬剤師　平良　栄子）

　私はこくら虹薬局で実習を行いました。こ

この薬局は１日の処方箋枚数も多く、忙しい

薬局でした。最初は調剤から始まり、監査、

窓口、処方箋受付もさせてもらいました。忙

しいときもしばしありましたが、他の薬剤師

さんが声をかけてくれたり、何をすればいい

のか自分なりに考えて行動することができま

した。薬局での実習の他にも、漢方実習や在

宅、施設見学、卸業者見学、他の薬局での実

習、OTC実習など様々な所に行き、薬局では

できない仕事も体験することができました。

在宅では実際に患者さんの家にお邪魔して、

薬のセットをしたりお話を聞いたりすること

ができ、患者さんと密に接することができた

のですごく良かったと思います。施設見学で

は、形態が異なっている施設に行き違いを知

ることができました。OTCの実習ではドラッ

グストアの薬剤師さん、登録販売者さんの話

を聞いたり、実際に業務を体験することがで

き、薬局の薬剤師さんとは違ったやり方を学

ぶことができました。卸業者の見学では、ど

のように病院や薬局などに医薬品が流通して

いるのか、品質管理、保管はどのようになっ

ているのかなどを知ることができました。他

の薬局の実習では、薬剤師が少ないなりの調

剤ミスをしない工夫や体制などを学ぶことが

できました。今回の薬局実習で薬局薬剤師の

仕事以外にもたくさんのことを体験し、薬剤

師は病院、薬局だけではなく幅広い分野で活

躍していることを改めて知ることができまし

た。私の薬局に対する考え方も変わり、薬局

で働くことがあればこういうことをしたいな

というイメージも少し想像することができま

した。薬局実習は内容的にもとても充実して

いましたが、こくら虹薬局の皆さんの雰囲気

の良さも実習がとても楽しかったことの一つ

でもあります。毎日忙しいながらも落ち着い

て仕事を行なっていて、なおかつ私たち実習

生のことも気にかけてくれ、色々なことを教

えていただき温かく見守ってくれていてすご

く良い職場だと思いました。自分がどういう

ことをしたいのかだけではなく、どういう環

境で仕事をするのかもすごく大切なことだと

感じました。いろんな経験ができ良い雰囲気

で実習ができて本当によかったです。

平成30年度第Ⅰ期実務実習薬学生・指導薬剤師 記念撮影
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平成30年度 新任・新人薬剤師研修会 報告

　　会期：平成30年7月8日（日）

　　会場：沖縄県立南部医療センター・こども医療センター薬局（施設見学）12:00 ～ 12:45

　　　　　沖縄県薬剤師会館 ホール（研修会）13:00 ～ 17:15

　　共催：沖縄県薬剤師会・沖縄県病院薬剤師会

　平成30年度新任・新人薬剤師研修会は、去

る7月8日に沖縄県薬剤師会館ホールで開催さ

れた。参加者は、薬局14名、病院14名、薬学

生15名、その他1名の計44名の参加があった。

講義前に自由参加で沖縄県立南部医療セン

ター・こども医療センター薬局の施設見学が

行なわれ、13名の参加があり、同病院薬局の

垣花真紀子薬局長と屋嘉部末美副薬局長に対

応いただいた。

　研修会は、学術研修委員会の照屋勇人委員

のもとに進行し、亀谷会長と病院薬剤師会の

中村克徳会長から新任・新人薬剤師に対する

期待と自己研鑽継続の重要性などのお話をい

ただいた。

　最初の「医薬品情報業務について」は、沖

縄県立北部病院の吉本尚志氏が担当され、病

院でのDI業務紹介からはじまり、情報検索の

基本、検索サイト紹介や、問い合せの内容

や事例Q&Aなど多岐にわたる有益な講義で

あった。

　「薬歴の書き方について」は、すこやか薬

局グループの喜屋武芳美氏が担当された。薬

歴未記載問題からなぜ薬歴が必要か、目的は

何か、薬歴はより良い薬物治療を提供する

ツールであること、そして実例では SOAP記

載の具体例を示しながら講義であった。

学術研修

　「疑義照会について」は、昨年から取り入

れた講義で、学術研修委員会の中尾滋久氏に

ご担当いただき、病院だけでなく薬局勤務薬

剤師にも必要なことを失敗談や症例提示を例

に進められた。また、参加者と短いロールプ

レイングをしながら医師との電話対応例を行

うなど、分かり易いながらも疑義紹介の重要

性を伝えた。

　後半は、九州厚生局沖縄麻薬取締支所麻薬

取締官・指定薬物専門官の河田啓重氏から「麻

薬取締官」について、学校薬剤師部会の知名

博樹副部会長から「学校薬剤師部会」につい

て、女性薬剤師部会の村田美智子部会長から

「女性薬剤師部会」について、最後に青年薬

剤師部会の上原卓朗部会長から「青年薬剤

師部会」について紹介いただき、無事閉会

となった。

　今年の研修会も1 ～ 3年目の新人薬剤師や

薬学生の参加が多く見受けられたが、講師や

テーマを工夫することにより連続聴講しても

実りのある研修会となるよう、今後も努力し

たい。本研修会が、今回参加いただいた新任・

新人薬剤師と薬学生の今後の活躍の一助とな

れば幸いである。

（文：学術研修委員会担当事務 大城 喜仁）

司 会

照屋 勇人 氏

病薬会長挨拶

中村 克徳 氏

会長挨拶

亀谷浩昌 会長

麻薬取締官紹介

河田 啓重 氏

学校薬剤師部会紹介

知名 博樹 氏

女性薬剤師部会紹介

村田 美智子 氏

青年部会紹介

上原 卓朗 氏
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＜プログラム＞ 　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　学術研修委員会　照屋　勇人

　1.あいさつ　　　 　　　　　　 　　　　　　　沖縄県病院薬剤師会 会長　中村　克徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会 会長　亀谷　浩昌

　2.医薬品情報業務について　　　　　　　　　　　　　 沖縄県立北部病院　吉本　尚志

　3.薬歴の書き方ついて　　　　　　　　　　　　　 すこやか薬局グループ　喜屋武芳美

　4.疑義照会について　　　　　　　　　　　　　　　　　 学術研修委員会　中尾　滋久

　5.麻薬取締官について

　　　　　　　　九州厚生局 沖縄麻薬取締支所 麻薬取締官 指定薬物専門官　河田　啓重

　6.学校薬剤師について　　　　　　　　　　　　学校薬剤師部会 副部会長　知名　博樹

　7.女性薬剤師部会紹介　　　　　　　　　　　　　女性薬剤師部会 部会長　村田美智子

　8.青年薬剤師部会紹介　　　　　　　　　　　　　青年薬剤師部会 部会長　上原　卓朗

垣花真紀子薬局長と屋嘉部末美副薬局長と記念撮影

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター薬局見学

薬歴の書き方　喜屋武 芳美氏医薬品情報業務　吉本 尚志氏 疑義照会　中尾 滋久氏

＜ 講 師 陣 ＞
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　山口県薬剤師会の戸田康紀先生の「在宅医

療に役立つフィジカルアセスメントと症例か

らの薬学的管理の考え方」の勉強会に参加し

たので報告します。今回の講義は、2日間に

わたっての内容でした。

　内容としては、「薬剤師か行うフィジカル

アセスメントの理念について」と「バイタル

サインの測定手技」、ケースワーク２例「咳

のある疾患」・「吐き気のある疾患」という流

れでした。

　薬剤師のフィジカルアセスメントの研修の

目的としては、地域や在宅医療の現場で、薬

剤師が患者の薬物治療の効果と副作用の発現

をより客観的に評価するために、薬剤師に必

要なフィジカルアセスメントの理念の理解と

臨床手技の習得をするということでした。

　理念の講義では、従来型の薬学的アセスメ

ントを患者さんや医師に情報提供するものに

加えて、地域包括ケアのチーム医療として患

者さんの状態把握を医師や看護師、コメディ

宜野湾薬局

伊佐 要一

＜式次第＞

　◯あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在宅医療委員会 委員長　荒井 千春

　◯講演

　　「在宅医療に役立つフィジカルアセスメントと症例からの薬学的管理の考え方」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：山口県薬剤師会理事　戸田 康紀

　　咳のある疾患　　　7月15日（日）

　　吐き気のある疾患　7月16日（月）

　　　（1）薬剤師が行うフィジカルアセスメントの理念について(講義)

　　　（2）実技演習（バイタルサインの測定手技）

　　　（3）ケースワーク趣旨説明

　　　（4）ＳＧＤ

　　　（5）口頭発表

　　　（6）リソース解説

カルと共有するためにフィジカルアセスメン

トの知識が必要になるというものでした。

　また、個人の健康管理には身体的、精神的、

社会的の3つの因子からなるヘルスアセスメ

ントというものがあり、その手段として患

者さんやその家族の訴え、QOLに関する５領

域（食事・排泄・睡眠・運動・認知機能）の

質問に対する答えなどの主観的情報と、器具

などを用いて得る客観的情報や、医師や看護

師、コメディカルが五感＋聴診器を使って得

る客観的情報のフィジカルイグザミネーショ

ン（視診・触診・打診・聴診）を総合的にみ

るフィジカルアセスメントがあるという内容

でした。

 
平成30年度在宅医療委員会主催研修会

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年7月15日（日）13:00 ～ 17:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月16日（月）10:00 ～ 12:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

在宅医療
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　客観的情報をとらえるために、血圧、脈拍、

呼吸、体温、意識レベルの5つの基本的バイ

タルサインチェックというものがあります。

　理念のまとめとしては、コンプライアンス

や薬学的情報、生活環境情報、病歴・治療歴

などの情報を含め、患者さんの状態を観察し、

薬効、副作用、相互作用、重症度、緊急度を

判断し、患者さん個々の状態に合わせた適切

な薬物療法の提案・提供をするためにバイタ

ルサインチェックの手技だけでなく症例全体

から読み取る力を養うことが必要だというこ

とでした。

　バイタルサインの測定手技としては脈拍、

血圧、呼吸（SpO2）、腸蠕動音やむくみの評

価について教えていただきました。血圧計に

は圧脈波を利用するものと、腕に圧力をかけ

た後、減圧するときに生じるコルトコフ音を

測定するものがあり、医師や看護師が使用す

るものは後者のため、在宅で使用する血圧計

は腕に巻くカフ内にマイクロフォンを内蔵し

たタイプのものを使用したほうがいいとのこ

とでした。

　また、戸田先生は体重計、体温計、血圧測

定器、パルスオキシメーター、聴診器を持ち

歩いており、患者宅訪問の際の医師への報告

として、それらのデーターを提供すると医師

から良いリアクションを得られることもある

ということでした。体重計はむくみや患者さ

んの食生活などを客観的に観察するのにも役

立つとおっしゃっていました。腸音としては

便秘の具合などは薬剤師にもわかりやすいも

のなので、便秘薬の使用の判断などに聴診器

が役立つこともあるということでした。

　ケースワークの内容としては、ここではす

べては書けませんが、簡単に書くと、事前に

患者さんの生活環境や身体状況、内服薬など

の情報を与えられ、グループで話し合い確認

する内容を決めた上で、戸田先生演じる患者

さんのところへ訪問して、フィジカルアセス

メントを行い、患者さんが訴えている咳や、

吐き気が急性疾患なのか原疾患の増悪なの

か、薬の副作用なのかを考察するという内容

でした。

　また、先生の余談として、不整脈の方は血

圧が正確に測れないことがあることや、脱水

だと思ってOS-1を飲ませていた患者さんが改

善せず病院に搬送すると脱水ではなく高カル

シウム血症だったなどの経験談が印象に残

り、薬学的知識に加えて検査値や患者さんの

状態などから総合的に判断する力を養うこと

の大切さを知りました。

　以上で今回の研修の報告を終わります。講義

をして頂きました戸田康紀先生、本当にありが

とうございました。またの機会があったら是非

研修受けたいです。よろしくお願いします。

講師：戸田 康紀 氏
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平成30年度
学校薬剤師部会総会と講習会に参加して

　　　　　　　　　　日時：平成30年7月16日（月・祝）13：00 ～ 15：30

　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会 研修室

　今年の総会は台風の影響で日程変更になり

ましたが、無事に出席することができ、他の

地区の先生方にもお会いでき、とても良い話

が拝聴できました。

　午前中の支部長会議では、6月の総会時に

もとりあげて頂いた宮古地区の以下の事案で

アドバイスと指導をいただきました。

①学校に保管してある薬品、試薬等の廃棄を

　教育委員会に掛け合う。

②宮古地区の認定こども園に学校薬剤師を配

　置するまでの取り組みと検査の内容の説明

　を市の児童家庭課の職員の方と園長先生方

　へ伝える。

③騒音検査も宮古地区は5年前には実施して

　いるが、これからは毎年検査を実施する方

　向である事を伝える。

　上記に関しては翌日宮古島へ戻り、早速地

元の学薬メンバー 11人と集まりを持ち、報

告会と情報交換をしましたが、話題が多岐に

広がり充実した会になりました。

　宮古地区学薬が受け持つ学校は､多良間島

も合わせて44校の小中高と認定こども園があ

りますが、学校薬剤師を受け持ってくださる

県外出身の薬剤師の皆さんは、「地元の役に

立つなら！」とか「少しでも地域貢献出来る

なら！」と快く引き受けてくださった若手の

薬剤師さん達です。調剤業務や、病院の勤務

を兼ねながらの時間のやり繰りは大変でしょ

うし、とてもありがたく思います。養護教諭

や管理職の先生方との関わりも日頃の仕事と

は違う気持ちで取り組んでいる事でしょう。

これが地域とのつながりだと思います。それ

ぞれの薬剤師の特色を活かしながら、宮古地

区学薬メンバーは、いろんな視点から宮古島

の学校環境衛生の向上に取り組んで行こうと

いう気持ちで一致団結しています。

宮古地区学校薬剤師

方 智子

　午後からの講習会では3人の先生方が以下

についてお話されました。

「くすり教育研修会に参加して」新垣　紀子氏

　新垣紀子先生がたくさんの写真を映し出し

ながらの研修会の報告は細かく、その内容の

わかり易さで会場の全員が参加したようなお

話でした。

「学校薬剤師と教諭によるチームティーチン

グ～くすり教育実践編～」　　知名　博樹氏

　知名博樹先生は、講話をする時のポイント

や、事前に何回か打ち合わせをする事がうま

くいくコツだ。というお話が聞けました。

「最近の新型タバコについて」　笠原　大吾氏

　笠原大吾先生からは、私達の身近にあるく

すりやたばこのCM、さらにネットでの過剰な

広告を安易に信じないように！という事も伝

えて行くことも講話の中にいれながら話すこ

とが大切だとのお話でした。

　私の脳裏に、これからの学校教育には「く

すりをテーマに」、「医食同源をテーマに」な

どをアレンジさせて「島を離れる生徒達に気

をつけてもらいたいこと｣、「注意してほしい

生活面」なども、母親的な視点からのアドバ

イスがあたまに浮かびました。

　充実した内容の総会と講習会で、学校薬剤

師としてのモチベーションが上がってきたよ

うな感じがします。

　これからも、学薬の仕事を通して多くの刺激

を受けスキルアップしたいと強く思いました。

学薬部会
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＜総会・講習会次第＞

総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　上里美矢子

1.開会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡嘉敷　見

2.沖縄県薬剤師会会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀谷　浩昌

3.沖縄県薬剤師会学校薬剤師部会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田　成夫

4.議事

　報告

　　第１号　平成２９年度事業報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前濱　朋子

　　第２号　平成２９年度会計報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新垣　紀子

　　第３号　平成２９年度会計監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑞慶山純子

　議案

　　第１号　平成３０年度事業計画案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前濱　朋子

　　第２号　平成３０年度歳入歳出予算案　　　　　　　　　　　　　　　　　新垣　紀子

5.事務連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平良　恭子

6.閉会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　久子

7.日本薬剤師会有功賞伝達式　　　　　　　　　　　　　　被表彰者：長嶺文子、宮里晄子

8.講習会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　長嶺　勇作

　第１講習　「くすり教育研修会に参加して」　　　　　　　　学校薬剤師部会　新垣　紀子

　第２講習　「学校薬剤師と教諭によるチームティーチング～くすり教育実践編～」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校薬剤師部会　知名　博樹

　第３講習　「最近の新型タバコについて」　　　　　　　　　学校薬剤師部会　笠原　大吾

開会の辞

渡嘉敷 見 氏

新垣 紀子 氏 知名 博樹 氏 笠原 大吾 氏

会長挨拶

亀谷 浩昌 会長

部会長挨拶

村田 成夫 学薬部会長

講　習　会
＜講 師 陣＞
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薬物乱用防止教育の講演会を終えて

　　　　　　　　　　日時：平成30年9月12日（水）15:15 ～ 16:05

　　　　　　　　　　会場：開邦中学校・開邦高等学校

　　　　　　　　　　対象：生徒720人

　先日9月12日（水曜日）に、学校における

薬物乱用防止教育及び啓発の充実強化に基づ

き、開邦中学校・開邦高等学校において「薬

物乱用について考える」と題し、お話をさせ

ていただきました。

　中学生から高校生の6学年と貴重な成長段

階の中で、どのような内容でどのような形で

お話をしたらいいのか大変困惑しましたが、

講話をする上で心がけたのは、一方的な話し

にならないように質疑応答の時間を要所ごと

に設けるようにしたことと、できる限り新し

い情報を取り入れてより信憑性を増すように

心がけました。

学薬部会

学校薬剤師

上里 美矢子

　沖縄県保健医療部衛生薬務課薬務室より、

最新資料として「全国や沖縄県での薬物検挙

率と実態（平成29年度）について提供してい

ただき、沖縄県学校薬剤師部会からは内容重

視に向けての資料も提供していただきまし

た。また、講演にあたり厚生労働省主管の「薬

物乱用防止リーフレット」も活用させていた

だきました。生徒へリーフレットを配布する

ことで、聞くだけではなく視覚からの情報や

薬物関連相談窓口の連絡先が記載されていた

こともあり、当日関心が無くても後日閲覧し

てもらえるのではという期待がありました。

　講演の中では、大きく3つのポイントに分

けて（下記記載）、話しを進めていきました。

①薬物乱用とはどういうことか

②薬物乱用が心身にもたらす影響について

③自己肯定感―「自分という大切な存在に気

づく」きっかけをつくる

　①の項では、日常、使用する可能性のある

「風邪薬」や「頭痛薬」、「ノンアルコール」

をキーワードに誤った使い方をすると薬物乱

用に繋がることをお伝えしました。

　②の項では、人間の脳の働きのすばらしさ

を重点に、薬物乱用により「傷ついた脳は二

度と元には戻らない」ということを印象づけ

ました。

　当日の朝のニュース番組において、芸能人

の三田佳子さん次男の「覚せい剤取締法違反

で4度目の逮捕」という報道がありました。

覚せい剤の再犯率の高さや恐ろしさ、心身に

もたらす影響、自分だけの問題ではないこと
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についても関連づけてお話をするきっかけに

なりました。

　また、当校は進学校ともあり、大学受験勉

強等に向けて使用する可能性のある「エナ

ジードリンク」も摂取方法によっては依存症

など身体に影響を及ぼす恐れがあると注意喚

起し、次いでタバコやアルコールについても、

未成年における心身への影響や害について少

しお話をさせていただきました。

　③の項では、人の誕生する確率や、約10人

に1人は不妊症で悩んでいる夫婦が存在して

いること、その中でも医療の発達で体外受精

の精度が上がったこともあり、1クラス27人

とするとその中の1人は体外受精で誕生して

いる実態にあることをお話ししました。人が

誕生するということは容易ではないこと、奇

跡的であること、いろいろなことを含め自分

を大切にしてほしいという思いでお話をさせ

ていただきました。もしかしたら、私自身、

この内容を一番伝えたかったかもしれま

せん。

　講演を終えて、最初は大変緊張しましたが、

生徒の聞く態度や質疑応答の反応には大変感

心させられ嬉しく思い、つい話し込んでしま

いました。結果、講演の最後の方は伝えたい

内容が足早になってしまい、時間を押してし

まったことは今後の課題となりました。

　改めて、最後まで真剣に聞いていただいた

開邦中学校・高等学校の生徒の皆様や先生方、

講演にあたり資料等を提供していただいた各

関係者の皆様に感謝致します。ありがとうご

ざいました。

　去る9月12日、開邦中学校・高等学校の薬

物乱用防止教室に同行いたしました。

　薬物乱用防止に関する教育では、教職員は

もちろん警察、保健所そして学校薬剤師など、

様々な専門分野が関わることがあります。一

般的には、小・中・高校など各学年の理解に

合わせて講話を行うことが多いと思います。

今回の薬物乱用防止教室では中学1年から高

校3年までの6学年を対象としており、幅広い

年代へ講話するというのはなかなかないと思

いますが、担当教職員と内容をしっかり調整

することで、とてもスムーズに行っていたよ

うに思います。

　実際の講話では、薬務課が発行している薬

物乱用防止リーフレットを全生徒に配布し、

手元の資料を確認しながらパワーポイントで

学校薬剤師部会

新垣 紀子

各項目を細かく説明するという流れでした。

この内容については中学生としてどう思う？

では高校生としてこんな経験したことある？

など中学生、高校生、それぞれに投げかける

ことで、参加型の講話となり、集中力を欠く

ことなく笑いもある中での和やかな雰囲気に

つなげることができていたように感じ、中高

一貫教育の生徒への講話の工夫の一つだと思

いました。上里美也子先生、お疲れ様でした。

　学校薬剤師の先生方、薬物乱用防止教室に

興味があるけど、どうしていいのかわからな

いという時は、実際の講演に同行いただき雰

囲気を感じていただいたらと思いますのでご

連絡お待ちしています。また、学校薬剤師の

業務に興味のあるという方も是非ご連絡くだ

さい。お待ちしています。

＜ 印 象 記 ＞
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平成30年度 女性薬剤師部会 第25回漢方講座を終えて

　　　　　　　　　　日時：平成30年7月29日（日）10：00〜11：30

　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　平成30年（2018年）7月29日（日）沖縄県

薬剤師会館において、午前10時～午前11時半

の日程で、医療法人芍薬会　やんハーブクリ

ニック院長　梁
ヤン

 哲
チョルソン

成 先生による「実践漢方

療法～主に小児科、婦人科、皮膚科～」の講

話を拝聴させて頂く機会に恵まれました。

　梁先生は、東京は浅草のお生まれで、もと

もと（今も）小児科医でいらっしゃいます。

　中頭病院にお勤めのある夏の事、小児外来

が時期的にすいていたため、先輩医師に「医

局内では、皆、勉強するよう」言われ、（仕

方なく）これならできそう、と始めたのが漢

方の勉強でした。ちなみに、東京におられる

お兄様は薬剤師で、中医学基礎と漢方診療医

典という書物を勧められ、これが面白く、次々

と読み進んで１週間で読破してしまわれたそ

うです。と、ここまで、生い立ちや経歴を興

味深く、かつ「ここ、笑うとこですよ」等と

会場の雰囲気を和らげていただきながら、本

題へ入りました。

　さて、先輩医師から「勉強したのなら、君、

漢方外来始めてよ！」の鶴の一声で、めで

たく（？）開始された初めての漢方外来で、

先生は忘れられない患者さんに出会われ

ます。

≪アレルギー性紫斑病≫

　10代女性・・・下肢に赤紫色の皮膚症状と

むくみがひどく、これまでどこに行っても良

くならず、お母様も「先生、何とかしてくだ

スマイル薬局 古島店

小野 加那恵

さい！」と懇願なさるばかり。そこでふと、

（・・・確か、例の本、漢方診療医典に病名

が載っていた・・・）ことを思い出された先

生は、血液検査をオーダーし、その間に医局

に戻って本を取り出し、処方されたのが『柴

胡桂枝湯』でした。

　この処方はとても良く効きました。病名を

聞くと、ステロイド治療などばかりが頭をよ

ぎる中、検査データをもとにした西洋医学の

見識と漢方薬をマッチングして、患者さんの

ご病気の改善に貢献できたお話しに感動致し

ました。ちなみに、『温清飲』、または『温清

飲+桂枝茯苓丸』の処方も効果があるそうで

す。

　いわゆる「漢方は効かない！」という、よ

くある困った問題にも、梁先生は、「高用量

で使う‼」方法で効果を検証していらっしゃ

いました。

　例えば、≪アレルギー性鼻炎の13歳男児、

４３．２ｋｇ　中肉中背≫に、『クラシエ小青

竜湯６ｇ／日ではなく、９ｇ／分２』で使う。

また、≪鼻閉で頭痛持ちの48歳女性　１５８

㎝　６８．２ｋｇ≫には、『ツムラ麻黄附子細

辛湯７．５ｇ／分２』に、頭痛改善目的で『ツ

ムラ川キュウ茶調散７．５ｇ／分２』を加え

て治していく。

　これらの調剤は当然のことながら、既存の

スティック剤やアルミパック性の製剤では行

えないため、「バラの漢方薬を計量調剤して

もらっています」とのことでした。

女性薬部会



－ 73－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

≪夜驚症（就寝中に突然叫び出す）8歳男児

≫には、『（用量不明）ツムラ甘麦大棗湯』と、

『クラシエ抑肝散加陳皮半夏』を、朝と昼に

服用し、寝る前に、『ツムラ甘麦大棗湯』を

もう1服。

≪かんしゃく：３歳女児≫に、『ツムラ抑肝

散４．５ｇ／分３』同じく、≪かんしゃく：

６歳女児≫には、『抑肝散加陳皮半夏（用量

不明）』を処方した例で、先生：「実は、『母

子同服』といって、お母さんも一緒に飲ませ

るんです。これが効くんです！」

≪眼をパチパチするタイプのチック：５歳男

児≫には、『ツムラ抑肝散４ｇ／分３＋クラ

シエ半夏厚朴湯３．５ｇ／３×』を投与し、

治療前と治療後に先生自ら撮影された当該患

者さんの録画映像で、瞬き回数が格段に減り、

先生と落ち着いてお話できるまでに改善した

様子を見せて頂きました。

　もっと小さな乳児には・・・？

≪５か月男児：便秘≫に、『コタロー大建中

湯６ｇ／分２』、もしくは、これに『クラシ

エ桂枝加芍薬湯』を加え、エキス剤では作ら

れていない、「建中湯」として使う。水アメ

成分が浸透圧系便秘薬様の働きをする。

≪７か月女児：脂漏性湿疹≫に、『ツムラ治

頭瘡一方２ｇ／分２』。脂漏をよくとるお薬

です。

≪3か月男児　体重６９３０ｇ：鼻閉≫には、

『クラシエ麻黄湯０．８ｇ／分３（成人６ｇ／

日）』と、『ツムラ桂枝湯０．６ｇ／分３（成

人７．５ｇ／日）』を服用してもらい、３日で

完治した症例がありました。

　ここで先生のお考えですが、漢方薬を服用

する時に、「飲める子、飲めない子」と分け

るのではなく、「飲む子」か「飲めるが飲ま

ない子」か、「（飲ませ方が悪くて）飲めない

子」にわけて考える必要がある、と。

　飲ませる側、保護者や家族が食わず嫌いで

いては、子どもも飲んではくれない。「こん

な子供に、漢方薬を出すなんて！あの先生は

まったく、いつもなぜ？」とは決して言って

はいけない！食べ物と同じように自然に口に

するようにすれば、「飲む子」になれるんです。

　最後に、女性特有の症例になりますが、

≪42歳、休みをとりにくい小学校教師の方の

月経不順≫。『ツムラ加味逍遥散』でストレ

スを軽減しながら、『クラシエ桂枝茯苓丸７．

５ｇ／分２』で身体を温めて改善していく方

法を紹介され、もし下痢になるようであれば、

桂枝茯苓丸を、『温清飲７．５ｇ／分２』に変

えてみるといいでしょう、と。

≪月経前困難症、27歳女性≫には、『ツムラ

加味逍遙散７．５ｇ／分２』で４ヶ月間治療

後、『ツムラ香蘇散』を加えていく症例。

≪58歳女性　慢性蕁麻疹≫　『クラシエ加味

逍遥散７．５ｇ／２×＋クラシエ桂枝茯苓丸

７．５ｇ／分２』で治療しながら、更年期障

害の症状であったホットフラッシュもよく

なっていった例。

≪慢性扁桃腺炎があり、不妊に悩む３３歳女

性≫に、『ツムラ十全大補湯７．５ｇ／分２＋

ツムラ荊芥連翹湯７．５ｇ／分２（炎症を止

める）』と、『クラシエ辛夷清肺湯＋ツムラ荊

芥連翹湯』で治療。

≪男性不妊　２８歳　１６５㎝　５７ｋｇ≫

を、『クラシエ補中益気湯１２ｇ（通常の１．

５倍）／分３』で６週間治療して、１９日後

に妊娠が判明した症例で、実は、上記３３歳

女性と男性患者さんは、ご夫婦だったことを

知った例。

　等々、奥深い漢方療法の世界を垣間見る事

ができました。

　主訴を治療するために処方していた漢方薬

が、同じ患者さんの他の症状も改善していく

ことがあるのも漢方療法の極意であり、様々

な発見が眠っているようです。

　すべてを記録、理解はできないまま、定時

を過ぎて会は終了しましたが、是非これから

も再度、このような勉強会が行われることを

望んでおります。ありがとうございました。
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平成30年度名城大学薬学部公開講座

　　　　　　　　　　日時：平成30年9月2日（日）13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　去る9月2日、平成30年度名城大学薬学部公

開講座が開催され、23名の参加がありました。

　今年度の卒業生からの演題は知名博樹氏に

よる「学校薬剤師と教諭によるチームティー

チング～薬教育実践編：OTC薬の添付文書

を使った取り組み～」でした。

　「健康な生活と病気の予防（保健・医療機

関や医薬品の有効利用）」は実際に中学3年生

の保健体育の教科書に載っている内容である

とのことでした。一般医薬品の添付文書を用

いて薬を使用する際の決まりについて具体的

に学習してもらい、セルフメディケーション

の考え方の意味を理解し将来にわたって実践

的な能力を養う機会となるように教育現場と

ともに行っていくことが学校薬剤師の役割で

あることが良くわかる報告でした。

　名城大学薬学部衛生科学研究室の神野透人

教授による公開講座は「食・住の健康科学」

というテーマでした。

　科学技術の恩恵と弊害を天秤にかけ、科学

技術の成果を人と社会との調和を保つ上で最

も望ましい姿に調整する科学を「レギュラト

リーサイエンス」と呼ばれているようです。

そして、化学物質のリスクは「有害性（ハザー

ド）×暴露量」、つまり人の健康や生態系に

対する有害性評価と、どれだけ身体が曝され

ているかを量る暴露評価とを掛け合わせた数

値を指針とします。

沖縄健康企画

宮城 幸枝

　まず、室内環境中の新たな暴露媒体“ハウ

スダスト”は1日に約50mg（薬匙1杯分）経口

摂取しているということに驚きました。また、

気道上皮には「TRPチャネル」と呼ばれるセ

ンサーがあり、さまざまな化学物質がTRPチャ

ネルを活性化させることがわかりました。ト

ウガラシのカプサイシンによる刺激や、メン

トールがもたらすクール感、わさびからくる

ツンとした痛みなどを受容するセンサーがそ

れぞれあり、化学物質の中にもこれらの受容

体に刺激を与えるものがあり、炎症などの症

状を引き起こすものと考えられているようで

す。また、化学物質の複合的な影響は相乗効

果でより強い刺激になるという事例は、メン

トールを摂った後に水を飲んだ時の刺激感な

ど具体的でわかりやすいものでした。

　最近、柔軟剤等の香りに含まれる化学物質

が、頭痛や吐き気、呼吸器障害等を引き起こ

司 会

新垣 紀子 氏
同窓生発表

知名 博樹 氏

研修会
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す化学物質過敏症の原因のひとつになってお

り、「香害」と言われています。最近は、強

い香りや香りの効果が持続するタイプのもの

などがあり、国民生活センターへの柔軟剤の

匂いに関する相談件数は増えているようで

す。好んで使用している方にはいい香りでも、

人によっては香料アレルゲンによってTRPA1

チャンネルが活性化され身体に影響をおよぼ

す「香害」になっているようです。

　「激しい苦みのあるウリ科植物は要注意!!」

ウリ科のきゅうり、カボチャ、ズッキーニ、

メロンなどを食べて激しい苦みがある場合

は、「ククルビタシン」が含まれており、多

量に摂取すると腹痛、下痢などの食中毒を引

き起こすようです。私のレアな体験で、先日、

旧盆でウサンデーしたメロンがこれまでに味

わったことがないくらい苦くとても食べられ

たものではありませんでした。危うくクルル

ビタシンの食中毒になるところでした。同じ

苦味でもゴーヤーの苦み成分は「モモルデシ

ン」という物質で、食べても食中毒にはなる

ことはないようです。

　食品・飲料水と室内外の空気は、ヒトが化

学物質を摂取する主要な「媒体」であり、こ

れらの媒体中の化学物質と気道あるいは消化

管に発現する侵害刺激受容体や苦味受容体の

関わりについて、最新の研究成果を交えての

お話はとても興味深いものでした。

講師　神野 透人 氏

関係者で記念撮影



－ 76－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

　昨年2月に引き続き多良間島で開催された

健康とおくすり相談会に参加させていただ

きました。前回は前日多良間入りでしたが、

今回は夏休み観光シーズンで泊まる宿が無

かったため、宮古地区薬剤師会の面々は当

日朝の飛行機で多良間に行き、夕方帰る強

行軍となりました。

　多良間空港でヤギの出迎えを受け、そのま

ま会場に直行すると、既に10名くらい来場者

がいて会場は賑わっていました。

　今回、私は前半動脈硬化度測定、後半は質

問・相談を担当しました。前半の動脈硬化度

測定では、機械が二台に増えたことと、私自

身の経験値が上がっていたこともあり、今ま

での相談会よりスムーズに測定が進みまし

た。あとから聞いた話ですが、機械自体もメ

ンテナンスをして調子がよくなっていたそう

です。後半は各測定を終えた方の結果を見な

がらアンケートをとりつつ、質問・相談を受

けました。アンケートをとりながら、「健康

とおくすり相談会」というイベントに自ら参

加するだけあって、皆様健康への意識が高い

なと感じました。たまにウォーキング・ゲー

トボールをしているよーという人から中には

筋トレして体重を10kg近く落としたという人

もいました。ただ、地域柄か黒糖をよく食べ

るという回答が多く、BMI・体脂肪等は高め

だったように感じました。また、今回のイベ

ントはとても良かった、次回もまた来たい、

という声が多かったので、冬に開催予定の次

回相談会も盛況になるのではないでしょう

か。来場者が良い体験をして、次は周りの人

を誘って来てくれるような相談会にできるよ

うに、私もこれから経験を積んでいきたいと

思います。

　ご協力いただいた多良間村役場の皆様、笠

原先生をはじめ前日入りした県薬剤師会の皆

様、ありがとうございました。今回の相談会

で、日帰りでもなんとかなることがわかった

ので、次回からは宮古地区薬剤師会からの参

加者が増えることを期待します。

第158回健康とおくすり相談会報告

日時：平成30年7月29日（日）10:00 ～ 14：00

場所：多良間村コミュニティ施設

担当：宮古地区薬剤師会

月例相談会

▪健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○下地　睦夫　　　○下地　　仁　　　○古謝　真己　　　○上川畑　剛　　　○福里　　進

　○山崎今日太　　　○本村実千枝　　　○砂川裕美子　　　○平良由紀子　　　○渡真利国浩

　○上間由佳子　　　○南　　　悠　　　○笠原　大吾　　　○盛本　直也

オリーブ薬局病院前店

上川畑 剛
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　8月26日(日)、13時から16時までサンエー

那覇メインプレイス4階駐車場出入り口にて

行われたお薬相談会に参加しました。活動内

容は、血圧測定、体組成計による脂肪・水分

量など体重における割合の測定、動脈硬化な

どにつながる血管年齢の測定をし、それに基

づいた健康相談を行うというものです。また

その際にお薬の相談等があれば相談にのって

あげることも行います。

　私が印象に残った相談内容を2つ紹介した

いと思います。

　1つは、運動支援施設からプロテインを勧

められて使用。ただ、運動をしていない時に

もとるように言われ、毎日とっている状況。

また食事からもタンパク質を積極的にとるよ

うに努力している方。最近は運動する機会は

少なくなり体重が増加傾向。友人からはプロ

テインは太る原因になると言われたものの、

運動支援施設から勧められたため疑問に思い

ながらもプロテインは毎日欠かさず使用。今

回の測定で脂肪量も多いとの結果。運動との

バランスによるがタンパク質は過剰にとると

太る原因になること説明し、食事からもタン

パク質を積極的にとっているので、運動する

ときだけプロテインを取ることを試してみる

といい旨をお伝えしました。

　もう1つは、歯科受診後メイアクト処方あ

り服用。下痢があったが、この薬の影響なの

か？飲みすぎ(飲酒)の影響なのか？薬の影響

であれば薬を止めて飲酒はしたい、との事。

他にメイアクト服用によると思われる症状も

なく、ひどい下痢でもなさそう。飲みすぎの

影響が自身で思い当たるのならメイアクト服

用中は飲酒を控え、メイアクト服用は続ける

ように勧めました。

　各種測定後には結果が用紙に印字されま

す。やはりみなさん記載されていることは気

になるようで、「インピーダンスってなに？」

とか「この波形ってなに？ (血管年齢の結果

元になっている測定値の波形と思われます)」

などなど、細かい部分を気にされる方もちら

ほら見受けられました。私自身もはっきりわ

からなかったのですが、やっている以上「わ

からない」とは言えず、憶測の元「結果を算

出するための種々の測定データ値なのであま

り気にしないでください」とお伝えしました。

また、体組成計の結果では”ミネラル”とい

う項目もあり、私自身「ミネラル…？電解質

のことか…？」とあやふやなまま説明し、ま

た少し時間がたつと「ミネラルで体に多い

のってCa ？ってことはおおよそ骨量？」っ

てな考えに発展しまた少し違った説明をして

みたりもしました。せっかくやっている活動

でもありますし、あやふやなままや「わから

ないと」と説明するのも信頼が薄くなりかね

ないとも思いますので、事前に測定について

の資料の配布があるとよかったかなとお思い

ます。

　最後に、サプリメントを勧めていた先輩薬

剤師の方にはさすがだなーと思いました。

第159回健康とおくすり相談会報告

日時：平成30年8月26日（日）13:00 ～ 16:00

場所：サンエー那覇メインプレイス

担当：那覇地区薬剤師会

月例相談会

▪健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）　相談員 9名　相談者 35名

　○渡具知一枝　　　○比嘉　　仁　　　○山道　峻也　　　○槇原　真紀　　○仲宗根かおり

　○盛本　直也　　　○平良　博文　　　○太田井　寛　　　○枡井　亮太（他薬学生1名）

うらそえ虹薬局

比嘉 仁
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抑えるため、ステロイド製剤を投与。退院2日後に急変

し再入院したが、血糖値が上がって昏睡状態となり、2

日後に死亡した。病院側は、糖尿病患者にステロイド製

剤を投与したことで高血糖となった可能性が高かったと

して、過失を認めた。

●タミフル、10代に投与再開−異常行動に統一の注意
喚起（薬事日報8月24日）
厚生労働省は21日、抗インフルエンザウイルス薬7品目

について、添付文書の「使用上の注意」を改訂するよう

製造販売業者に要請した。2007年にタミフルを服用した

中学生の転落死などが相次いで報告されたことから、添

付文書で10代患者の使用を原則として差し控えるよう

警告していたが、今年5月の厚労省の安全対策調査会で

●中津川市民病院：遺族に1550万円賠償～岐阜（毎日
新聞8月19日） 
中津川市民病院は17日、乳がんや糖尿病を併発していた

女性患者（当時76歳）が死亡したのは、薬剤投与ミスが

一因だったと認め、遺族に対し1550万円の損害賠償金を

支払うことで和解したと発表した。患者は、もともと糖

尿病などを患い同病院に通院、2014年に乳がん、16年に

肝臓がんが見つかった。肝臓がん発覚後に抗がん剤を使

い始めた。17年2月に5日間入院し、抗がん剤の副作用を
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10代への使用差し控えを解除すると共に、他の抗インフ

ルエンザ薬と同じように異常行動への注意喚起を統一す

ることとしていた。

●容器に残った抗がん剤、使用可能に　厚労省が初の
指針（朝日新聞8月27日） 
注射用抗がん剤を無駄なく利用するため、一つの瓶に

入った抗がん剤を2回にわけて使用することを認める指

針を厚生労働省がまとめた。廃棄されていた分を安全に

活用することで、医療費削減が期待される。残薬活用に

関する指針は初めて。分割使用できる薬を、開封後も

成分が分解しないなどの安定性がある抗がん剤に限る。

メーカー側は、細菌汚染の恐れがあるとして残薬を使わ

ないよう呼びかけているが、一つの瓶から複数の患者に

使うことは禁止されていなかった。厚労省が昨秋から今

春に実施した調査では、291施設中27％にあたる80施設

が分割使用していると答えていた。

●２割超リスク情報提供せず　医薬品販売サイト（共
同通信8月28日）
厚生労働省は27日、一般用医薬品のうち、リスクが高い

第１類を販売するインターネットサイトの24.4％が、医

薬品医療機器法で義務づけられている副作用などの情報

提供を、購入者に実施していなかったとする2017年度の

調査結果を発表した。前年度から1.2ポイント上昇した。

調査は昨年11～ 12月に実施。無作為に抽出した507の販

売サイトを対象に、調査員が実際に購入して調べた。

●薬局に翻訳ツールを試験導入−外国語対応スムーズ
に（薬事日報9月11日）
京都府を中心に90店舗以上の薬局を展開するゆう薬局グ

ループは、外国語での対応をスムーズにするため、双方

向音声翻訳機「イージートーク」と、イラスト付きのオ

リジナル“指さし会話帳”を、2店舗で試験的に導入する。

聴覚と視覚の両面からアプローチして、正確に早く外国

人のニーズを把握する。

●23歳女性急死遺族が病院を提訴（大分合同新聞　9月
19日） 
腹痛などで大分医療センターを受診し、その日に急死し

た女性 (当時23歳)の遺族が「医師が点滴で不適切な投

薬を続けたため死亡した」として、運営する国立病院機

構に約6200万円の損害賠償を求め大分地裁に提訴した。

訴状によると、女性は昨年4月28日夕に腹部と背中に痛

みを覚え、29日未明に市内の救急病院を受診。鎮痛薬を

処方され、帰宅した。その後も痛みが治まらず、同日午

前８時前に大分医療センターへ行き、点滴の際、息苦し

さを訴えた。容体は次第に悪化、血圧や血中酸素の値が

低下。鼻や口から出血した。女性は同日午後８時すぎ、

救急車で大分大医学部付属病院に向かう途中、心肺停止

状態となり、午後10時すぎに死亡が確認された。医療事

故調査では、緑膿菌肺炎がもとで、肺出血による呼吸不

全が死因になった可能性が高いとされた。

●RMP、薬局では低い認知度−活用に向けては研修が
必要に（薬事日報9月27日） 
医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、2017年度の「医療

機関等における医薬品安全性情報の入手・伝達・活用状

況に関する調査」の結果を公表した。医薬品のリスクに

関する情報や軽減・回避のための活動を記載した医薬品

リスク管理計画（RMP）の内容を理解している薬局が全

体の17.4％にとどまることが明らかになった。 調査は

全国の保険薬局2925店舗、病院843施設を対象に、今年

の1～ 2月にかけて実施した。

●日薬、33都道府県・64件に及ぶ―敷地内薬局の誘致
状況調査（薬事日報9月28日） 
日本薬剤師会は、金沢市内で開いた都道府県会長協議会

で、全国の敷地内薬局の誘致状況を調査した結果を公表

した。今月までに、誘致の事例が把握できたのは、33都

道府県・64件で、2017年8月の前回調査の28都道府県・

48件から、5都道府県・16件増えていた。誘致している

医療機関の内訳は、国公立病院が23都道府県・30件、公

的病院が8都道府県・8件、社会保険病院が0件、その他

15都道府県・26件で、国公立病院の増加が目立った。

●女児にインスリン過剰投与　専用器具使用せず、三
重大（共同通信10月1日）
三重大病院は28日、今年3月に１歳女児にインスリンを

過剰投与する医療ミスがあったと発表した。専用の注射

器を使っていなかったほか、２人でするべきだった投与

量の点検を１人でしていた。女児は現在も同病院などで

治療中。病院側はミスの判明後、家族に経緯を説明、謝

罪した。命に別条がない状態まで回復したという。病院

によると、女児は手術を受けた後、血中カリウム値が上

昇したため、病院はブドウ糖液にインスリンを加えた点

滴を開始した。４回目の点滴中に容体が急変し、血液検

査で低血糖状態になっていることが判明。残りの点滴を

調べたところ、予定した５～７倍のインスリンが含まれ

ていたことが推定される。

●薬局ヒヤリ・ハットが過去最多(薬事日報10月5日）
日本医療機能評価機構は2日、2017年の薬局ヒヤリ・ハッ

ト事例をまとめた集計結果を公表した。昨年の薬局に

おけるヒヤリ・ハット事例の報告件数は6084件。そのう

ち、医療機関で発生した処方の誤りを薬局で発見した疑

義照会関連の事例が前年から約900件増の2234件と過去

最多となった。ヒヤリ・ハット事例全体に占める割合も

36.7％と前年から9.2％の大幅な高まりを見せ、初めて3

割を超えた。

●厚労省、生活保護者に後発品原則化-使用促進計画査
定など通知（薬事日報10月5日）
厚生労働省は、生活困窮者自立支援法の改正により受給

者の後発品使用が原則化されたことから、生活保護受給

者の後発品の使用を促す施策を都道府県に通知した。通

知は、医師・歯科医師が後発品の使用を認めた場合、生

活保護受給者は後発品使用が原則となったことを踏まえ

たもの。後発品の使用を促すため、生活保護法で指定さ

れた薬局・医療機関、受給者などに対して周知すべき内

容を記載している。

●敷地内薬局「圧倒的に好評」−薬剤師会の反対には
不快感（薬事日報10月10日）
国立大学附属病院長会議は5日、敷地内薬局の設置状況

を調査した結果、4国立大学病院で設置されていること

を公表した。設置準備中と検討中を含めると16大学に上

り、国立大学病院の約3分の1の敷地内に薬局が設置され

る可能性があることが分かった。同会議の山本修一常置

委員長は記者会見で、患者アンケートから「圧倒的に好

評をいただいている」と述べ、日本薬剤師会などからの

反対論には「政府が認めた規制緩和に沿っていることで

あり、法に触れることはやってない。なぜ怒られるのか

分からない」と不快感を示した。敷地内薬局の設置は、

政府の規制改革会議による答申を受けて、薬局の経営

の独立性確保を前提として、2016年10月から解禁され

たもの。
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●医薬品一般●

[質問]透析をしている息子にリオナが処方された。鉄分

不足でリンもちょっと高いからだと言うが、リンの値

は4.7なのに大丈夫ですか。（男性）

[回答]リオナ（クエン酸第二鉄水和物）の成分は鉄で

す。消化管で過剰なリンを鉄と結合させて水に溶けに

くくさせることにより、リンの吸収を抑えます。一方

で鉄の一部は吸収されるため貧血を改善する効果も持

ち合わせています。リンの正常値は3.5-6.0なので、息

子さんのリン値は正常値の範囲内にありますね。ただ、

透析患者さんの貧血は、鉄欠乏も原因の一つですので、

その対策も必要です。リオナでリンの値も見ながら貧

血の原因となる鉄を補給していくものと思われます。

[質問]頸動脈プラークが見つかり軽度の動脈硬化があ

ると言われ、2か月前からアトルバスタチンを処方され

ている。HDL-コレステロール（HDL-C）値は50で正常値

だけど、LDL-コレステロール（LDL-C）値が174から83に

下がりすぎて驚いている。食生活を変えたことも原因

と思う。このまま薬を飲み続けてもいいのか。（男性）

[回答]LDL-C値が高いと動脈硬化が進み、狭心症や心筋

梗塞になる危険性があります。アトルバスタチンには

LDL-C値や中性脂肪を低下させる作用があります。服用

する事でプラークを小さくしたり、脳梗塞を起こしそ

うなプラークを安定化させます。脂質異常症の目標値

は、心臓疾患の経験があれば、LDL-C値は140mg/dL未満、

HDL-Cは40mg/dL以上、トリグリセライド（中性脂肪）が

150mg/dL未満です。この3つの値のいずれかがその値を

超えた状態を脂質異常症といいます。しかしながら、動

脈硬化を引き起こす高血圧や糖尿病などがある場合な

どはLDL-C値が120 ～ 139mg/dLであっても治療の必要性

が高くなります。服用を続けることが動脈硬化の予防

にもなりますが、中性脂肪の変化なども確認された方

がいいでしょう。

参考：動脈硬化性疾患ガイドライン2017年版、一般社団

法人　生活習慣病予防協会HP他

●安全性情報●

[質問]セルシン、エビリファイ、メイラックス、レン

ドルミン、ルネスタ、セロクエルを飲んでいるが、セ

ルシンを飲むとお腹がはるような気がして、飲まなかっ

たりしている。（男性）

[回答]セルシンの副作用には今の所そのような報告が

ありませんが、エビリファイ、セロクエル等で、腹部膨

満感の副作用が報告されています。薬を中止する場合

には、徐々に減量しなくてはならないお薬もあります。

また、医師は患者さんが指示通りに薬を服用している

という前提で、次の治療法を決定します。自己判断で

薬を中断せずに、かかりつけの薬剤師や主治医にご相

談ください。

[質問]整形外科より処方されたボナロン錠を服用中。先

日まで歯科で虫歯の治療をしていた。歯科医師はこの

薬について大丈夫と言っていたが、整形外科の医師に

は１か月は中止しようと言っていた。どちらが正しい

のか。（女性）

[回答]ボナロンは、副作用として顎の骨の炎症を起こす

ことが報告されており、特に抜歯等の歯科治療の後で

起こることが知られています。そのため、抜歯などの

治療が予定されている場合には、お薬の服用を中止す

るなどの対応が必要となります。ただし、一般的な虫

歯や歯周病の治療の場合はお薬を中断する必要はなく、

逆に虫歯の治療等口腔内を清潔にすることが顎の炎症

の予防に有効と言われています。処方元の整形の先生

は念のためという事でそうおっしゃったのだと思われ

ます。

[質問]内科からのワーファリンを服用中。昨日細菌性大

腸炎で外科からフラジール錠を6日分もらい飲み始めた

ところ、下血があり、レバー状のものも出てきた。大

丈夫ですか？（女性）

[回答]今回の出血は、フラジール錠を服用されたこと

で、服用中のワーファリンの作用が強く出たものと思

われます。一緒に服用する場合にはワーファリンの量

を調整する等の対応が必要になることもあります。早

めに内科を受診し、医師の指示を仰いでください。

●ドーピング●

[質問]選手が風邪でビブラマイシン、アストマリ錠（デ

キストロメトルファン臭化水素酸塩水和物）、Cシステイ

ン（カルボシステイン）を処方された。ドーピングは

大丈夫ですか？（スポーツ指導者）

[回答]これらの薬には禁止物質は含まれておりません。

ただ、風邪をひくと安易に市販のお薬を服用する選手

もいるでしょう。今回は飲まれていませんが、風邪症

状で服用される葛根湯等に禁止物質が含まれています

ので、注意が必要です。お薬を服用する際には、日本

スポーツ協会が作成する「アンチ・ドーピング使用可

能薬リスト」を利用したり、専門家に相談する等して、

日頃から禁止物質の含まれてないものを服用するよう

にしてください。

●その他●

[質問]糖尿病だった家族が亡くなったため、インスリン

の針が残っている。利用していた薬局もわからないの

で、どこか引き取ってくれるところはないか。燃やせ

ないごみに捨てても大丈夫ですか？（女性）

[回答]自宅近くの医療機関でその旨相談するか、感染性

廃棄物の処理業者にご相談ください。注射針は針刺し

事故等の起こる危険性があるため、市町村の回収ゴミ

には捨てることはできません。

[質問]トラバタンズ点眼液、ニフラン点眼液、ミケラン

LA点眼液を3日間車に置きっぱなしにしてしまった。使

えますか？（女性）

[回答]ニフラン点眼液、ミケランLA点眼液は、高温で成

分が分解する事が報告されています。真夏の車内の温

度は50－60℃くらいまで上昇しますので、お薬の品質を

保証することはできません。
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[質問]いろうの患者さんが摂るエンシュアリキッドに

とろみをつけたい。適したものは？（薬局）

[回答]東京大学医学部附属病院耳鼻咽喉科のグループ

が4種の経腸栄養剤と市販のとろみ調整食品（以下とろ

み剤）で粘度の試験を行っている。使用されたとろみ

剤は、「トロミアップエース」、「トロメイクSP」「トロメ

リンEX」、「ペグメリン」、「つるりんこ牛乳・流動食用」、「ト

ロミアップパーフェクトEN」の6種。この研究結果から、

エンシュア・リキッドを調整するのには、上記6種の中

では「ペグメリン」、「つるりんこ牛乳・流動食用」が使

用量も少量で使用しやすいようである。その他、経腸

栄養剤をとろみ剤で調整する場合には、長時間の静置

や過度な攪拌は粘度上昇の恐れがあり注意が必要であ

ると報告している。

参考：とろみ調整食品を用いた経腸栄養剤の粘度調整

に関する検討 - Line Spread Test値と粘度との関係 -：

東京大学耳鼻咽喉科・頭頚部外科　上羽瑠美、二藤隆春：

嚥下医学　76-87、2015他

[質問]ジスロマックは母乳移行しますか？（薬局）

[回答]添付文書では、「ヒト母乳中に移行することが報

告されているので、授乳中の 婦人に投与することを避

け、やむを得ず投与する場合には、授 乳を中止させる

こと。」となっている。しかしながら、母乳中へのお薬

の移行は少量であり、乳児が母乳から摂取する量は、臨

床的には問題ないと考えられている。また、海外の文

献においても授乳可能とされている。ちなみに、ジス

ロマックには小児用製剤もあり、乳児にも使用されて

いる。

参考：母乳とくすり（南山堂）、添付文書他

[質問]アモキシシリン（AMPC）が11Kgの１歳半の小児

に100mg/Kg/日で、1200mg/日、2週間の処方が出ている。

問題ないか？（薬局）

[回答]AMPCの添付文書における小児薬用量は「20-40 

mg/Kg/日投与、1日量として最大90mg/kg/日（力価）を

超えないこと。」とされていることから、この場合処方

医への確認が必要となる。参考までに、AMPC は海外で

は幅広い疾患及び菌種に対して、高用量（最大量とし

て 90～ 150mg/kg/日）の用法・用量が承認されている。

参考：小児呼吸器感染症他各種ガイドライン、医療上

の必要性の高い未承認薬･適応外薬検討会議 公知申請

への該当性に係る報告書-アモキシシリン水和物 小児

感染症に対する最大投与量の変更（平成24年2月22日承

認）-（厚生労働省HP）

[質問]ディレグラ錠は14日分しか処方できないのか。

（薬局）

[回答]添付文書の重要な基本的注意の項に、「本剤の使

用は鼻閉症状が強い期間のみの最小限の期間にとどめ、

鼻閉症状の緩解がみられた場合には、速やかに抗ヒス

タミン剤単独療法等への切り替えを考慮すること。［本

剤を2週間を超えて投与したときの有効性及び安全性は

検討されていない。] 」と記載されている。これは、承

認前の試験結果であり、その後の市販後調査では最長8

週間試験をしている。それによると、2週以降における

副作用の報告はこれまでと同様だったとしている。療

養担当規則においても長期投与のしばりはない。

参考：添付文書、アレルギー性鼻炎患者を対象とした

ディレグラ配合錠の使用実態下での安全性および有効

性の検討-使用成績調査の結果-

[質問]オルニチンとはどのようなものか。（薬局）

[回答]オルニチンは、天然に広く存在する遊離アミノ酸

の一つ。タンパク質中には通常存在しないが、生体内

ではL-アルギニンから生合成される。一般的に「成長

ホルモンの分泌促進」「筋肉合成や脂肪代謝を促進」「運

動による疲労軽減」などと言われ、シジミに多く含ま

れている事で知られているが、ヒトでの有効性につい

ては情報が不十分である。今のところ、重篤な有害事

象は報告されておらず、経口摂取で適切に用いる場合、

おそらく安全であるとされている。

参考：「健康食品」の安全性・有効性情報（国立研究開

発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所）

[質問]酒さにペピオゲル（過酸化ベンゾイル）が処方さ

れている。他に治療法は？（薬局）

[回答]日本で「酒さ」を保険適応として認可されている

医薬品には、イオウ・カンフルローション、ビタミン

B2製剤および補酵素型ビタミンB2製剤がある。しかし、

これらの薬剤の有効性、安全性を客観的に検証したデー

タは乏しい。適応外ではあるが、炎症性丘疹および膿

疱の改善にメトロニダゾールやアゼライン酸（国内で

は化粧品として販売）の外用剤やテトラサイクリン系

抗菌薬の内服が使用されている。メトロニダゾールの

外用とアゼライン酸の外用は同程度に効果的であるが、

更に症状コントロールを高めるために過酸化ベンゾイ

ル外用を用いる事もある。その他、タクロリムス軟膏、

クリンダマイシン外用薬、十味敗毒湯なども使用される。

参考：酒さの治療薬（The Medical Letter日本語版

32(3)、2016、酒さの原因と治療：日本医事新報(4756)、

2015、酒さの最新情報：外用療法と新しいメカニズムの

研究成果(マルホデルマレポート)

[質問]ドーピングの検索サイトGrobal-DROについて。ク

レー射撃やライフル射撃では検索できないのですが、ど

うしたらいいですか。（スポーツファーマシスト）

[回答]クレー射撃やライフル射撃の選択肢はありませ

んが、「射撃」はすべての射撃競技を含みますので「射撃」

を選択してください。
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

【今月の特集】

◇医薬ジャーナル　54巻 9号

＊人工知能（AI）がもたらす創薬イノベーション

◇医薬ジャーナル　54巻 10号

＊インフルエンザの動向とその対策2018 ～ 2019

◇月刊薬事　60巻12号

＊喘息・COP　新薬，新ガイドラインキャッチアップ！

◇月刊薬事　60巻13号

＊流行シーズン目前！ インフルエンザ 予防から治療ま

　でのホント

◇産科と婦人科　85巻9号　

＊ここまで進んだ胎児治療

◇産科と婦人科　85巻10号　

＊よくわかる腫瘍随伴症候群

◇総合診療　28巻9号

＊オンコ・ジェネラリスト　「がん」に強い総合診療医

　をめざして    

◇総合診療　28巻10号

＊クリニカル・パール Premium !　憧れのカリスマ医師

　はかく語りき     

◇調剤と情報　24巻10号（増刊）

＊できるところから始める在宅

◇調剤と情報　24巻11号

＊見逃さない！ 諦めない！ 尿トラブル解決の極意

◇調剤と情報　24巻 12号

＊処方解析に活かす　心腎連関の考え方

◇調剤と情報　24巻 13号（臨増）

＊何を見るべき？どうすべき？に自信がもてる！ 循環

　器の薬と薬物療法の鉄則

◇調剤と情報　24巻 14号

＊ここまでは必ず押さえておきたい 高齢者の低栄養

　と薬

◇治療　100巻 9号

＊遠隔医療

◇治療　100巻 10号

＊思春期を診よう

◇日経メディカル　609号

＊医師の仕事を買える8つの新制度

◇日経メディカル　610号

＊再生医療はここまで来た！

◇薬局　69巻10号　

＊生活機能低下　高齢者のマネジメント

◇薬局　69巻11号　

＊CKD-MBDのリン管理

【今月の論文等】

■薬物療法■

▲インフルエンザで抗菌薬を投与するのはどのような

　患者か？何を投与するのか？

　医薬ジャーナル　54（10）p.111

▲適応外使用の処方せんの読み方（99）高安動脈炎（大

　動脈炎症候群）  

　月刊薬事60（12）p.155

▲適応外使用の処方せんの読み方（100）自己免疫性

　膵炎

　月刊薬事60（13）p.155

▲心腎保護を考慮した降圧薬の使い方　RAS阻害薬の使

　い方

　月刊薬事60（12）p.11

▲心腎保護を考慮した降圧薬の使い方　利尿薬，Ca拮抗

　薬の使い方

　月刊薬事60（12）p.16

▲予防薬投与でもすっきりしない薬物乱用頭痛に決めの

　一手

　日経ドラッグインフォメーション　（250）p. PE021

▲フェブリクをあえて20mg/日で開始した理由

　日経ドラッグインフォメーション　（247）p. PE021

▲マイコプラズマ肺炎に出された抗菌薬



－ 84－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

　日経ドラッグインフォメーション　（250）p. PE033

▲黄疸に処方されたフェノバルビタール

　日経ドラッグインフォメーション　（250）p. PE039

▲鉄剤の効かない鉄欠乏性貧血の診断と治療

　日本医事新報　（4921）p.41

▲ウルソデオキシコール酸により溶解しない胆石への対

　処法は？

　日本医事新報　（4926）p. 60

■新薬■

▲審査報告書から見る新薬の裏側［20］アジレクトⓇ錠

　（ラサギリンメシル酸塩錠）

　月刊薬事60（12）p. 146

▲審査報告書から見る新薬の裏側［21］デュピクセントⓇ

　皮下注〔デュピルマブ（遺伝子組換え）〕

　月刊薬事60（13）p. 133

■安全性情報■

▲長期にわたる口内の苦みの原因は？

　日本医事新報　（4926）p.62

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

　読み解く（77）

１．抗コリン作用により認知症のリスクが上昇

２．アセトアミノフェン服用者によって性ホルモンの硫

　　酸抱合が変動

３．抗うつ薬の長期使用で体重増加のリスクが上昇

４．フルボキサミン併用でポマリドミドの血中濃度が

　　上昇

５．アメナメビル併用でモンテルカストの血漿中濃度が

　　上昇

６．レパグリニドの血漿中濃度がイルベサルタン併用で

　　上昇

　医薬ジャーナル　54（9）p.144

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

　読み解く（78）

１．ドパミン作動薬による衝動制御障害

２．体重への影響はブレクスピプラゾールとアリピプラ

　　ゾールで同程度

３．抗精神病薬による乳癌リスクは高くない

４．非ステロイド性消炎鎮痛薬の使用による流産リスク

５．米国におけるイブプロフェンの過量服用の実態

６．エルトロンボパグはセフトリアキソンの薬物動態に

　　影響を及ぼさない

　医薬ジャーナル　54（10）p.168

▲リン吸着薬で注意すべき薬物有害事象と薬物相互作用

　薬局69（11）p. 92

■薬剤師業務■

▲薬剤性の低栄養――見極めのコツと対処

　調剤と情報　24（14）p.12

▲吸入指導のコツと喘息外来の取り組み――吸入療法支

　援における薬剤師の重要性 　

　月刊薬事60（12）p. 86

■産科・婦人科■

▲妊婦とくすりの基礎知識…レベチラセタム、トピラ

　マート

　日経ドラッグインフォメーション　（250）p. PE019

▲妊婦とくすりの基礎知識…妊娠と糖尿病　

　日経ドラッグインフォメーション　（251）p. PE019

■漢方薬■

▲帯状疱疹後神経痛に効果のある漢方薬は？

　日本医事新報　（4924）p. 61

■服薬指導■

▲服薬アドヒアランスを考慮したリン吸着薬の患者指導

　のポイント

　薬局69（11）p. 106

■その他■

▲医薬品・サプリメント中の無機リン含量とその考え方

　薬局69（11）p. 99

▲CKD-MBDにおける検査値の見方・考え方と最新の治療

　戦略 　

　薬局69（11）p. 24
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薬事情報センターの利用のしかた 
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転載記事

平成30年8月16日(月）週刊レキオ

故・久場とよ先生（名誉会員）の弟、長田紀昭先生（名誉会員）が紹介されています。

他に、上写真の前列左から2人目に与那嶺朝子先生（会員）と後列左から5人目に小那覇幸子先生（会員）も 

「葉月会」に所属されています。

※発行元が記事利用を許諾しています。
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転載記事

1092018年10月号

改革」進めよ
環境づくりの議論必須

薬剤師の在り方」

山本 信夫氏 本田 あきこ氏

「参議院議員だった父、政策策定過程を身近に」 本 田

　──本田あきこさんには薬剤師
の未来のためにぜひ活躍してほし
いとの思いから特別鼎談を企画い
たしました。
　山本　ドラッグマガジン創刊60
周年の節目に、このような貴重な
機会をいただきました。17年前に
藤井先生が初当選され、さまざま
な政策を立案・実現されました
が、今回は、薬連の仲間の中から

公募によって本田さんを選んだわ
けです。本田さん、昨年３月に組
織内統一候補に決まりましたが、
そもそも、どんなきっかけで政治
家になろうと思われたのでしょう
か。
　本田　はい。父の本田良一が参
議院議員を務めていた平成10年か
ら16年までの間の平成14年から平
成16年まで、公設秘書として政策

の策定過程を間近でみてきまし
た。特に平成14年からの国会にお
ける薬学教育を６年制にするため
の検討会に、父も委員として入っ
ておりました。
　平成16年第159回通常国会にお
いて、５月14日に学校教育法の改
正、６月15日に薬剤師法が改正さ
れました。政治家の先生方のお力
添えによって薬剤師が願った薬学
教育６年制が実現されるというこ
とを経験したことで、薬剤師は国

108 2018年10月号

 薬剤師の「働き方
 女性含め誰もが働きやすい

出 

席 

者

藤井 基之氏
参議院議員

（元 文部科学副大臣）

山本 信夫氏
日本薬剤師連盟会長

本田 あきこ氏
日本薬剤師連盟副会長

特別鼎談  「これから求められる

藤井 基之氏

　７月20日、本田顕子（あきこ）氏が自由民主
党から次期参院選の比例代表選出議員選挙の
候補予定者として決定（第一次公認）した。現
職の藤井基之議員は、「キャッチフレーズを絞
って掲げると国民から理解されやすい。“女性
も働きやすい薬剤師の働き方改革”はどうです
か」と、具体的なアイデアまで示してエールを
送った。
　受ける本田氏も、「女性が継続して働けるよ

う保育所の拡充なども必要」と、政策課題を挙
げた。
　日本薬剤師連盟（薬連）会長の山本信夫氏も
「真剣に薬剤師の働き方改革を議論すべき時」
として、多くの薬剤師が国政、立法に関心を寄
せ参画することに期待をにじませた。
　本田氏にはぜひ薬剤師の未来のために活躍
されることを願っている。
 （小社代表取締役社長・安藤俊仁）

DRUG magazine 2018年10月号掲載
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※発行元が記事利用を許諾しています。

1092018年10月号

改革」進めよ
環境づくりの議論必須

薬剤師の在り方」

山本 信夫氏 本田 あきこ氏

「参議院議員だった父、政策策定過程を身近に」 本 田

　──本田あきこさんには薬剤師
の未来のためにぜひ活躍してほし
いとの思いから特別鼎談を企画い
たしました。
　山本　ドラッグマガジン創刊60
周年の節目に、このような貴重な
機会をいただきました。17年前に
藤井先生が初当選され、さまざま
な政策を立案・実現されました
が、今回は、薬連の仲間の中から

公募によって本田さんを選んだわ
けです。本田さん、昨年３月に組
織内統一候補に決まりましたが、
そもそも、どんなきっかけで政治
家になろうと思われたのでしょう
か。
　本田　はい。父の本田良一が参
議院議員を務めていた平成10年か
ら16年までの間の平成14年から平
成16年まで、公設秘書として政策

の策定過程を間近でみてきまし
た。特に平成14年からの国会にお
ける薬学教育を６年制にするため
の検討会に、父も委員として入っ
ておりました。
　平成16年第159回通常国会にお
いて、５月14日に学校教育法の改
正、６月15日に薬剤師法が改正さ
れました。政治家の先生方のお力
添えによって薬剤師が願った薬学
教育６年制が実現されるというこ
とを経験したことで、薬剤師は国

108 2018年10月号

 薬剤師の「働き方
 女性含め誰もが働きやすい

出 

席 

者

藤井 基之氏
参議院議員

（元 文部科学副大臣）

山本 信夫氏
日本薬剤師連盟会長

本田 あきこ氏
日本薬剤師連盟副会長

特別鼎談  「これから求められる

藤井 基之氏

　７月20日、本田顕子（あきこ）氏が自由民主
党から次期参院選の比例代表選出議員選挙の
候補予定者として決定（第一次公認）した。現
職の藤井基之議員は、「キャッチフレーズを絞
って掲げると国民から理解されやすい。“女性
も働きやすい薬剤師の働き方改革”はどうです
か」と、具体的なアイデアまで示してエールを
送った。
　受ける本田氏も、「女性が継続して働けるよ

う保育所の拡充なども必要」と、政策課題を挙
げた。
　日本薬剤師連盟（薬連）会長の山本信夫氏も
「真剣に薬剤師の働き方改革を議論すべき時」
として、多くの薬剤師が国政、立法に関心を寄
せ参画することに期待をにじませた。
　本田氏にはぜひ薬剤師の未来のために活躍
されることを願っている。
 （小社代表取締役社長・安藤俊仁）
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1112018年10月号

「これから求められる薬剤師の在り方」特別鼎談

ないようにと、薬剤師がPTPシー
トの端を切って投薬していたとい
う話を聞いたことがあります。今
の患者さんたちが薬の名前を知る
ことが出来るようになったこと
も、医薬分業の一つの成果ではな
いかと感じております。
　山本　情報公開という意味では
大きな進歩が達せられてきたと思
います。平成15年ごろに処方箋の
受け取り率は50％を超え、医療法
改正で薬局は医療提供施設となり
ました。平成19年３月31日までは
小売業、４月１日になったら医療
提供施設となる。私も現場にいた
ものですから、その変化に驚いた
のですが、藤井先生はこの時、ど
のようなご苦労をされましたか。
　藤井　医療法には当初から薬局
について明記されてきたわけでは
ありません。この法律はもともと
病院等の施設基準を規定するよう
な性格があったのですが、医療を
どういう方向に進めていくか、明
確な目的の下に大きな改正が何度
かなされました。そうした中で医
薬分業が進み、医薬品が薬局から
患者さんに渡される時代になりま
した。それを責務とする薬剤師や
薬局を医療法の中にどう加えてい
くか。1992年、初めて薬剤師が医
療法の中で医療の担い手として明
文化されました。
　当時、私たちは薬剤師が医療の
担い手であるなら薬局も医療施設
にするべきだと考えておりまし
た。しかし薬局が医療法の中に入
るのは2006年、21世紀になってか
らです。この改正の時は私も国会
におりました。薬剤師と薬局が医
療法という医療の在り方を決めて
いく法制度の中に入ったことは、
現在の在宅医療などへの一つの基
盤になったと理解しています。
　山本　薬局もこの40年でずいぶ
ん変わってきて、患者さんに寄り
添うという考えが2000年あたりか

ら急速に高まってきました。2025
年に高齢化のピークが来る、その
時にどういう体制を組むのかとい
うことが議論されてきました。平
成27年には超高齢社会には地域包
括型ケアシステムが必要で、そこ
には薬局も役割を担うべきだと、
厚生労働省の医政局がつくった資
料に薬局という言葉が入りまし
た。高齢化が進展する社会の中で
薬局、薬剤師はどんな風に生きて
いくのか、藤井先生はどのように
考えていらっしゃいますか。
　藤井　日本人は明治のころまで
薬師といわれるお医者さんから薬
をもらっていました。明治政府は
欧米の、医者とは別の専門家が薬
を患者さんに渡す仕組みを導入し
ようとしました。それを先導した
のは当時の為政者です。外国の専
門家のアドバイスによって日本社
会が作られていきました。医薬分
業という仕組みはもともと日本に
はなかったものです。それを導入
したので分業のメリットについて
患者さんからなかなか理解されに
くかったのです。お上が良かれと
思って与えた仕組みが理解されな
いまま大きくなったという状況で
すから「本当にこれでいいのか」
という考えが一部にあり、医薬分
業が遅々として進まなかったので
はと思います。
　私が厚労省にいた時に分業によ

ってどのような社会変化が起こる
のか、他より進んでいた地区をモ
デルとして調べたことがありま
す。その時に分業した方が薬剤費
が低く抑えられるという数字が出
たのです。医薬品が医療機関の経
営に大きく影響する仕組みに対す
る反省から現在の状態になったと
思うのです。
　また、これから先のことを考え
ると、在宅医療にシフトした場合、
皆保険制度の中でお金の配分を国
民にどう理解していただくか。薬
価についてあれだけ批判されたわ
けですが、何をもって薬価が高い
というか実は難しいのですね。例
えばがんや難病が治ったなら、結
果的に薬価が高いとは誰も思わな
いかもしれない。しかしそれをど
こかの基準で「これは高い」と判
断しなくてはならない。医療費の
約半分は人件費です。医療費を下
げるために手っ取り早いのは人件
費を切ればいいのですが、そんな
ことは許されない。薬局の薬剤師
さんの報酬もその人件費の一部で
す。今、16万人を超す保険調剤に
携わる薬剤師の方々の人件費は保
険の財源から出ています。それに
ついて、これだけの仕事をしてい
るからそれにふさわしい処遇を認
めてほしいと国民の理解を求めて
いかなくてはいけないんじゃない
でしょうか。

「薬局から外に出ていく仕事が問われる」 山 本

　山本　薬剤師会はずっと医薬分
業を求めてきて、ある面では実現
してきているわけですが、本田さ
んは薬局でも仕事をされた経験が
ありますが、どんな感想を持って
いますか。
　本田　国の社会保障費の中から
お給料をいただいている保険薬
局・薬剤師でも、中におりますと
点数のために仕事をしているよう
な人も若干見受けられます。私が

こういう立場から若い方に伝えて
いるのは、薬局の利益という考え
方ではなく、患者さんの命を救う
ことができた、健康に寄与できた、
そのための報酬として点数がいた
だけると思って仕事しなくてはい
けないということです。
　山本　医薬分業は進展の過程で
制度によって誘導されてきまし
た。言葉は悪いですが、“官製”の
ようなところがあります。これか
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家資格であることを改めて感じた
と同時に、薬剤師の声がもっと社
会に反映されるためには政治の力
が必要だと痛切に感じたことがき
っかけです。
　その後、平成28年、熊本県薬剤
師会職員として勤務していた時に
熊本地震を経験しました。この時
に全国から約900名の薬剤師の方
が熊本に45日間滞在され災害支援
でご活躍いただいたのですが、そ
のお力が県民の命と健康につなが
ったことを実感しました。こうし
た薬剤師の社会的な重要性が、平
時から社会に伝えられたらという
思いも、政治家を志した契機の一
つです。
　山本　お父様の公設秘書、そし
て熊本地震と、大変大きな経験を
なさってきたと思います。薬学教
育６年制の実現については、私も
国会での委員会の採決を見ていま
したが、その時に大変感激したの
を思い出します。藤井先生は国会
議員としてまさに６年制を実現さ
れてこられた立場です。振り返っ
てどのように受け止めておられま
すか。
　藤井　私が６年制に関わったの
は議員になる少し前からです。厚
生労働省で薬学の修業年限延長の
検討会をやっておりました。「遅く

とも次の世紀には修業年限を６年
間にしよう」というレポートを起
草した一人でもありました。
　６年制にするためには学校教育
法と薬剤師法という２つの法律を
一度に変えなければなりません。
関係者のコンセンサスをまとめる
ことが重要でしたが、実現に至っ
たのは薬剤師会関係者の熱意が非
常に強かったためだと感じていま
す。
　議論が始まった頃、日本の薬学
の９割近くを担っている私立大学
の方々が６年制には反対を表明さ
れました。社会で４年制卒の薬剤
師、特に私立に多かった女性薬剤
師の方々が活躍しているのに、な
ぜ６年制にするのか、その必然性
があるのかというご意見でした。
そこで医薬分業の進展や医薬品そ
のものの高度化もあり、薬剤師業
務を４年間で修得するのはなかな

か難しい、国際的標準で６年間必
要でしょうと、私学の方々に働き
かけ、ようやく理解していただき
ました。そうしましたところ、今
度は国立大学の先生方が反対なさ
った（笑）。
　こちらは別の理由でした。国立
大学では研究者になる学生が多く
大学院生が国立大学の薬学研究の
戦力でしたから、「６年制にすると
大学院生が減ってしまうので研究
の質的・量的レベルが下がるので
はないか」と反対されたのです。
しかし私はいろいろな方と話し合
った上で、やはり６年制への変更
は重要だという基本的な認識の
下、４年制も併存させる法案を用
意しました。
　最終的には衆議院、参議院の文
部科学委員会、厚生労働委員会、
本会議と、全て全会一致で可決さ
れました。やはり嬉しかったです。
　そして６年制が始まりました
が、薬学のレベルが向上していく
のか、国民が期待したような薬剤
師教育が本当にできているのか常
に気にしておりました。６年制教
育にした直後に一時的に薬学部の
志願者が減り、それは６年制導入
の弊害だとかなり強く批判されま
した。しかし現在、その厳しい状
況から復活を遂げたのは関係者の
方々の努力によるものと思ってお
ります。そして薬剤師さんたちが
30万人以上活躍している社会にな
った。大変感慨深いものがありま
す。

「医療費効率化のためでも人件費圧縮は論外」 藤 井

　山本　制度の大転換があったと
思いますが、そうした議論を経て
処方箋の受け取り率は現在70％に
まで進みました。本田さんは医薬
品卸業での勤務経験がおありです
が、卸という立場で医薬分業の進
展をどのようにみていましたか。
　本田　医薬分業が進展する大き

なきっかけが昭和49年の処方箋料
の引き上げだったと思いますが、
当時私は３歳でしたので、そのこ
ろの記憶は定かではありません
（笑）。ただ、平成10年に医薬品卸
会社に入り、当時を知る先輩方か
らうかがったお話ですと、院内で
は、患者さんに薬の名前を知らせ

本田あきこ氏にエールを送る藤井基之氏
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「これから求められる薬剤師の在り方」特別鼎談

ないようにと、薬剤師がPTPシー
トの端を切って投薬していたとい
う話を聞いたことがあります。今
の患者さんたちが薬の名前を知る
ことが出来るようになったこと
も、医薬分業の一つの成果ではな
いかと感じております。
　山本　情報公開という意味では
大きな進歩が達せられてきたと思
います。平成15年ごろに処方箋の
受け取り率は50％を超え、医療法
改正で薬局は医療提供施設となり
ました。平成19年３月31日までは
小売業、４月１日になったら医療
提供施設となる。私も現場にいた
ものですから、その変化に驚いた
のですが、藤井先生はこの時、ど
のようなご苦労をされましたか。
　藤井　医療法には当初から薬局
について明記されてきたわけでは
ありません。この法律はもともと
病院等の施設基準を規定するよう
な性格があったのですが、医療を
どういう方向に進めていくか、明
確な目的の下に大きな改正が何度
かなされました。そうした中で医
薬分業が進み、医薬品が薬局から
患者さんに渡される時代になりま
した。それを責務とする薬剤師や
薬局を医療法の中にどう加えてい
くか。1992年、初めて薬剤師が医
療法の中で医療の担い手として明
文化されました。
　当時、私たちは薬剤師が医療の
担い手であるなら薬局も医療施設
にするべきだと考えておりまし
た。しかし薬局が医療法の中に入
るのは2006年、21世紀になってか
らです。この改正の時は私も国会
におりました。薬剤師と薬局が医
療法という医療の在り方を決めて
いく法制度の中に入ったことは、
現在の在宅医療などへの一つの基
盤になったと理解しています。
　山本　薬局もこの40年でずいぶ
ん変わってきて、患者さんに寄り
添うという考えが2000年あたりか

ら急速に高まってきました。2025
年に高齢化のピークが来る、その
時にどういう体制を組むのかとい
うことが議論されてきました。平
成27年には超高齢社会には地域包
括型ケアシステムが必要で、そこ
には薬局も役割を担うべきだと、
厚生労働省の医政局がつくった資
料に薬局という言葉が入りまし
た。高齢化が進展する社会の中で
薬局、薬剤師はどんな風に生きて
いくのか、藤井先生はどのように
考えていらっしゃいますか。
　藤井　日本人は明治のころまで
薬師といわれるお医者さんから薬
をもらっていました。明治政府は
欧米の、医者とは別の専門家が薬
を患者さんに渡す仕組みを導入し
ようとしました。それを先導した
のは当時の為政者です。外国の専
門家のアドバイスによって日本社
会が作られていきました。医薬分
業という仕組みはもともと日本に
はなかったものです。それを導入
したので分業のメリットについて
患者さんからなかなか理解されに
くかったのです。お上が良かれと
思って与えた仕組みが理解されな
いまま大きくなったという状況で
すから「本当にこれでいいのか」
という考えが一部にあり、医薬分
業が遅々として進まなかったので
はと思います。
　私が厚労省にいた時に分業によ

ってどのような社会変化が起こる
のか、他より進んでいた地区をモ
デルとして調べたことがありま
す。その時に分業した方が薬剤費
が低く抑えられるという数字が出
たのです。医薬品が医療機関の経
営に大きく影響する仕組みに対す
る反省から現在の状態になったと
思うのです。
　また、これから先のことを考え
ると、在宅医療にシフトした場合、
皆保険制度の中でお金の配分を国
民にどう理解していただくか。薬
価についてあれだけ批判されたわ
けですが、何をもって薬価が高い
というか実は難しいのですね。例
えばがんや難病が治ったなら、結
果的に薬価が高いとは誰も思わな
いかもしれない。しかしそれをど
こかの基準で「これは高い」と判
断しなくてはならない。医療費の
約半分は人件費です。医療費を下
げるために手っ取り早いのは人件
費を切ればいいのですが、そんな
ことは許されない。薬局の薬剤師
さんの報酬もその人件費の一部で
す。今、16万人を超す保険調剤に
携わる薬剤師の方々の人件費は保
険の財源から出ています。それに
ついて、これだけの仕事をしてい
るからそれにふさわしい処遇を認
めてほしいと国民の理解を求めて
いかなくてはいけないんじゃない
でしょうか。

「薬局から外に出ていく仕事が問われる」 山 本

　山本　薬剤師会はずっと医薬分
業を求めてきて、ある面では実現
してきているわけですが、本田さ
んは薬局でも仕事をされた経験が
ありますが、どんな感想を持って
いますか。
　本田　国の社会保障費の中から
お給料をいただいている保険薬
局・薬剤師でも、中におりますと
点数のために仕事をしているよう
な人も若干見受けられます。私が

こういう立場から若い方に伝えて
いるのは、薬局の利益という考え
方ではなく、患者さんの命を救う
ことができた、健康に寄与できた、
そのための報酬として点数がいた
だけると思って仕事しなくてはい
けないということです。
　山本　医薬分業は進展の過程で
制度によって誘導されてきまし
た。言葉は悪いですが、“官製”の
ようなところがあります。これか
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家資格であることを改めて感じた
と同時に、薬剤師の声がもっと社
会に反映されるためには政治の力
が必要だと痛切に感じたことがき
っかけです。
　その後、平成28年、熊本県薬剤
師会職員として勤務していた時に
熊本地震を経験しました。この時
に全国から約900名の薬剤師の方
が熊本に45日間滞在され災害支援
でご活躍いただいたのですが、そ
のお力が県民の命と健康につなが
ったことを実感しました。こうし
た薬剤師の社会的な重要性が、平
時から社会に伝えられたらという
思いも、政治家を志した契機の一
つです。
　山本　お父様の公設秘書、そし
て熊本地震と、大変大きな経験を
なさってきたと思います。薬学教
育６年制の実現については、私も
国会での委員会の採決を見ていま
したが、その時に大変感激したの
を思い出します。藤井先生は国会
議員としてまさに６年制を実現さ
れてこられた立場です。振り返っ
てどのように受け止めておられま
すか。
　藤井　私が６年制に関わったの
は議員になる少し前からです。厚
生労働省で薬学の修業年限延長の
検討会をやっておりました。「遅く

とも次の世紀には修業年限を６年
間にしよう」というレポートを起
草した一人でもありました。
　６年制にするためには学校教育
法と薬剤師法という２つの法律を
一度に変えなければなりません。
関係者のコンセンサスをまとめる
ことが重要でしたが、実現に至っ
たのは薬剤師会関係者の熱意が非
常に強かったためだと感じていま
す。
　議論が始まった頃、日本の薬学
の９割近くを担っている私立大学
の方々が６年制には反対を表明さ
れました。社会で４年制卒の薬剤
師、特に私立に多かった女性薬剤
師の方々が活躍しているのに、な
ぜ６年制にするのか、その必然性
があるのかというご意見でした。
そこで医薬分業の進展や医薬品そ
のものの高度化もあり、薬剤師業
務を４年間で修得するのはなかな

か難しい、国際的標準で６年間必
要でしょうと、私学の方々に働き
かけ、ようやく理解していただき
ました。そうしましたところ、今
度は国立大学の先生方が反対なさ
った（笑）。
　こちらは別の理由でした。国立
大学では研究者になる学生が多く
大学院生が国立大学の薬学研究の
戦力でしたから、「６年制にすると
大学院生が減ってしまうので研究
の質的・量的レベルが下がるので
はないか」と反対されたのです。
しかし私はいろいろな方と話し合
った上で、やはり６年制への変更
は重要だという基本的な認識の
下、４年制も併存させる法案を用
意しました。
　最終的には衆議院、参議院の文
部科学委員会、厚生労働委員会、
本会議と、全て全会一致で可決さ
れました。やはり嬉しかったです。
　そして６年制が始まりました
が、薬学のレベルが向上していく
のか、国民が期待したような薬剤
師教育が本当にできているのか常
に気にしておりました。６年制教
育にした直後に一時的に薬学部の
志願者が減り、それは６年制導入
の弊害だとかなり強く批判されま
した。しかし現在、その厳しい状
況から復活を遂げたのは関係者の
方々の努力によるものと思ってお
ります。そして薬剤師さんたちが
30万人以上活躍している社会にな
った。大変感慨深いものがありま
す。

「医療費効率化のためでも人件費圧縮は論外」 藤 井

　山本　制度の大転換があったと
思いますが、そうした議論を経て
処方箋の受け取り率は現在70％に
まで進みました。本田さんは医薬
品卸業での勤務経験がおありです
が、卸という立場で医薬分業の進
展をどのようにみていましたか。
　本田　医薬分業が進展する大き

なきっかけが昭和49年の処方箋料
の引き上げだったと思いますが、
当時私は３歳でしたので、そのこ
ろの記憶は定かではありません
（笑）。ただ、平成10年に医薬品卸
会社に入り、当時を知る先輩方か
らうかがったお話ですと、院内で
は、患者さんに薬の名前を知らせ

本田あきこ氏にエールを送る藤井基之氏



－ 94－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

転載記事

1132018年10月号

「これから求められる薬剤師の在り方」特別鼎談

われわれ薬剤師が今後、どのよう
な働き方を目指すべきかについて
は真剣に薬剤師の働き方改革を議
論すべき時がきていると思いま
す。本田さんは女性の働き方とい
う点でどんな主張をしていきたい
と考えておられますか。
　本田　女性の薬剤師の先生方が
継続して働ける環境整備が大切で
はないでしょうか。どうしても結
婚や出産の時にリセットされてし
まうという話をよく聞きます。継
続して働けるためにはやはり保育
所の確保や、復帰するときの研修
制度の充実なども必要と思ってい
ます。なぜ女性が継続して働く必
要があるかというと、藤井先生が
おっしゃった、薬剤師が個々の人
間の問題に対応する時に女性特有
のコミュニケーション能力の高さ
などを発揮していただくことで質
の高いきめ細やかな医療の提供が
できると思うのです。
　山本　一人で頑張ってこられた
藤井先生と、共に活動する戦力に
なられることを期待しておりま
す。現在は、どのように活動され
ているのか教えていただけますか。
　本田　現在、全国キャラバンの
２巡目中です。薬局などを個別訪
問し現場で働く方々のお声をいた
だきながら政策に反映できるよう
努力しています。日本各地で災害
と隣り合わせに暮らしている方が
いて、多くの薬剤師が力を発揮さ
れております。災害医療について
もしっかり考えていきたいと思っ
ております。まだ修行中の身でご
ざいますが、藤井先生にもご指導
いただき頑張って参ります。
　山本　藤井先生、先輩としてア
ドバイスをお願いいたします。
　藤井　心強い味方が増えると期
待しております。本田さんの選挙
のある来年には、平成も終わり、ま
さに新しい時代が始まります。新
しい時代に薬剤師は何をすべきか

を国民と考えるとともに、夢が描
けるような時代にしたいと思いま
す。薬剤師法の第一条の薬剤師の
職務の条文がずっと変わっていな
いのですが、実態は大きく変わっ
ている。人口が減り高齢化が進む
社会になることは間違いないわけ
ですから、次の時代にはもっと変
わっていくでしょう。今までは皆
保険制度の中で医療費と介護費を
分けていたのですが、介護や福祉
と融和していく必要も予想してい
ます。先ほど本田先生がおっしゃ
った女性薬剤師のコミュニケーシ
ョンスキルも重要になるでしょう。
６年制卒業の薬剤師も今すでに
６万人以上、全体の５分の１です。
将来はもっと増えていきます。彼
らがもっと活躍できる仕組みをつ
くらなければならない。それを一
緒にできればと期待しております。
　実はドラッグマガジン誌では、
17年前石井道子先生と対談をさせ
ていただいているのですが、そこ
で私は、21世紀最初の国政選挙で
あることを受けて、“健康新世紀宣
言”という提言をさせていただき
ました。
　７つぐらいの項目を提言し、さ
らにその中から特にエイジフリ
ー、バリアフリー、ドラッグフリ

ーという３つに絞りました。当時
は看板政策をかなり絞ったつもり
でいましたが、実は国民にとって
は３つでも多いぐらいなのです。
“本田あきこといえばコレだ”とキ
ャッチコピーのように政策を掲げ
たほうが分かりやすいのです。“ジ
ェンダーフリー”というのはどう
でしょうか。女性を含め誰もが働
きやすい薬剤師の働き方改革を提
言していただくと共感を得るので
はないかと思います。
　現在、バリアフリーという観点
では薬剤師の欠格条項を撤廃しま
した。ドラッグフリーという観点
では、世界に先駆けて危険ドラッ
グへの政策を打ってきました。そ
ういう意味では政治というのは大
変やりがいがあります。共に活動
できることを期待しています。
　山本　調剤だけではなく地域で
どう役に立ちながら医薬品供給を
担っていくのか。倫理と法律との
関係、法律の条文の見直しの必要
も高まっていると思います。本田
さんに期待しています。
　──薬剤師の将来に向けた在り
方について、大変意味のあるご議
論をいただけたと思います。本田
さんの健闘をお祈りしています。
ありがとうございました。

鼎談を終えて小社代表取締役社長の安藤と

112 2018年10月号

らの時代はもっと薬剤師自らが地
に足のついた議論をしていく必要
があると思っています。
　一つ、取り上げたいのは、規制
緩和をすると経済は回るという発
想の中で、規制の多い薬局を取り
巻く環境も変わってきています。
平成元年に国立病院の薬局を院外
に出してから30年経った今、規制
緩和の名の下に、また元に戻して
病院の敷地内に薬局を入れようと
する動きがあります。本田さんは
どのようにお考えですか。
　本田　今、国が求めている医薬
分業の姿は、なるべく薬を一元管
理して、過不足なく供給し、また
副作用被害を抑えることです。そ
れが医薬分業の本質でもあると思
います。患者さんが月に１回、遠
いところからやってくる、それが
かかりつけかと言えば違うと思い
ますし、社会保障費で得た利益を
賃貸料とするのもまた違った考え
ではないかと感じます。
　藤井　かつて第二薬局を外に出
そうとしたのは、明確な問題意識
があったからだと思うのです。薬
漬け医療という実態があったわけ
です。薬価差も現在よりも格段に
大きかった。ですから医薬分業を
進め、病院内の薬局を外に出すべ
きだという流れは確かにあったの
です。
　しかし一方で、私はこうした現
象面の変化をとらえることとは別
に、これからさらに高齢化が進む
日本社会を考えた時に、都市計画
の中で薬局をどうするかを考えて
いかなくてはならないと思うので
す。
　例えば最近は駅に病院がセット
されている。そこには当然スーパ
ーもコンビニも薬局もある。ある
いは地方に行くと医療モールなど
もありますね。一定の地域に診療
所が集まっていて、薬局がありま
す。あるいは医療ビルというのも

あります。これからの街づくりを
考えた時、相互に関連する医療施
設が近くにある事には必然性があ
ると思います。薬局がどこでどう
いう役割を果たすのか考える必要
があります。それが最終的に病院
の中ということになるのなら、ま
ずは病院薬剤師さんが「私たちと
何が違うのか」と声を出すべきだ
と思います。
　在宅医療も同じだと思うんです
ね。患者さんが自宅に戻りたい、
じゃあ在宅医療でとなったときに
オンラインで服薬指導して薬はデ
リバリーにすればよいのか。社会
のニーズの変化に医療や薬局がど
う対応するのか、具体的に医療の
質を落とさず患者さんが喜んでく
れるような仕組みを作る必要があ
り、そのためにどういった法制が
必要になってくるのか、そこまで
考えなくてはならないと感じま
す。
　山本　人生100年という時代に
なるわけですから、在宅が特別な
ものではなくなるかもしれませ
ん。薬剤師の仕事も薬局の中です
る仕事と薬局から出てする仕事に
大きく分かれていくだろうと思い
ます。それがこれからのわれわれ
への問いかけであり、明確な答え
を出さなければ薬剤師は存在し得
ないと思います。医薬品を満遍な
く提供できる仕組みをこれから作
らなくてはいけないのではないか
と予感します。本田さんは地域に
おける医薬品の供給体制について
はどのように考えていらっしゃい

ますか。
　本田　私は２年前の熊本地震で
日常的に供給されている薬を患者
さんが得られないと、薬剤師も信
頼を得られないと感じました。ま
た、「地域のための薬局」という視
点で薬局にはどういった設備が必
要なのか。患者さんのプライバシ
ーが守られることも重要だと思い
ます。
　山本　薬剤師自身が考えるべき
問題もありますけれども、法律や
規制の問題もありますね。
　藤井　難しいですよね。これか
ら薬剤師の養成数に一定の限界が
想定され、ある時に、例えばロボ
ットやAI にやらせるのか。機械
でもできる仕事と薬剤師でなくて
はならない仕事、どこが違ってく
るのでしょうか。個々人に対応す
る問題には人間が対応しなくては
いけないが、マニュアルでできる
仕事は人である必要はないとも思
います。
　機械ができることは機械がやっ
ても構わないとしたら、薬剤師さ
んが患者さんに相対してやらなく
てはいけない業務は何なのか。国
民に対して「薬剤師というのはこ
ういうことをやる職業なんです
よ」と改めて理解してもらうには
「われわれはここが機械と違うん
です」と、もう少し主張していか
なくてはいけないし、それを患者
さんに実感してもらわないといけ
ない。そんな仕組みづくりが必要
だと思います。

「６卒薬剤師がもっと活躍できる仕組みが必要」 藤 井

　山本　まさにヒューマン・マシ
ン・リレーションシップというも
のを考えていかなくてはならない
と思います。先生がおっしゃった
ようにAI ができない仕事をでき
る薬剤師が必要で、また、どれだ
けの人数が必要かと考えると、さ

まざまなところに女性が働く場所
があります。国は今、女性の活躍
を含めて働き方改革を進めていま
すが、われわれ薬剤師業界は７割
近くが女性ですから、その仲間が
どう働くかも大きな課題だと思い
ます。女性だけの議論ではなく、
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「これから求められる薬剤師の在り方」特別鼎談

われわれ薬剤師が今後、どのよう
な働き方を目指すべきかについて
は真剣に薬剤師の働き方改革を議
論すべき時がきていると思いま
す。本田さんは女性の働き方とい
う点でどんな主張をしていきたい
と考えておられますか。
　本田　女性の薬剤師の先生方が
継続して働ける環境整備が大切で
はないでしょうか。どうしても結
婚や出産の時にリセットされてし
まうという話をよく聞きます。継
続して働けるためにはやはり保育
所の確保や、復帰するときの研修
制度の充実なども必要と思ってい
ます。なぜ女性が継続して働く必
要があるかというと、藤井先生が
おっしゃった、薬剤師が個々の人
間の問題に対応する時に女性特有
のコミュニケーション能力の高さ
などを発揮していただくことで質
の高いきめ細やかな医療の提供が
できると思うのです。
　山本　一人で頑張ってこられた
藤井先生と、共に活動する戦力に
なられることを期待しておりま
す。現在は、どのように活動され
ているのか教えていただけますか。
　本田　現在、全国キャラバンの
２巡目中です。薬局などを個別訪
問し現場で働く方々のお声をいた
だきながら政策に反映できるよう
努力しています。日本各地で災害
と隣り合わせに暮らしている方が
いて、多くの薬剤師が力を発揮さ
れております。災害医療について
もしっかり考えていきたいと思っ
ております。まだ修行中の身でご
ざいますが、藤井先生にもご指導
いただき頑張って参ります。
　山本　藤井先生、先輩としてア
ドバイスをお願いいたします。
　藤井　心強い味方が増えると期
待しております。本田さんの選挙
のある来年には、平成も終わり、ま
さに新しい時代が始まります。新
しい時代に薬剤師は何をすべきか

を国民と考えるとともに、夢が描
けるような時代にしたいと思いま
す。薬剤師法の第一条の薬剤師の
職務の条文がずっと変わっていな
いのですが、実態は大きく変わっ
ている。人口が減り高齢化が進む
社会になることは間違いないわけ
ですから、次の時代にはもっと変
わっていくでしょう。今までは皆
保険制度の中で医療費と介護費を
分けていたのですが、介護や福祉
と融和していく必要も予想してい
ます。先ほど本田先生がおっしゃ
った女性薬剤師のコミュニケーシ
ョンスキルも重要になるでしょう。
６年制卒業の薬剤師も今すでに
６万人以上、全体の５分の１です。
将来はもっと増えていきます。彼
らがもっと活躍できる仕組みをつ
くらなければならない。それを一
緒にできればと期待しております。
　実はドラッグマガジン誌では、
17年前石井道子先生と対談をさせ
ていただいているのですが、そこ
で私は、21世紀最初の国政選挙で
あることを受けて、“健康新世紀宣
言”という提言をさせていただき
ました。
　７つぐらいの項目を提言し、さ
らにその中から特にエイジフリ
ー、バリアフリー、ドラッグフリ

ーという３つに絞りました。当時
は看板政策をかなり絞ったつもり
でいましたが、実は国民にとって
は３つでも多いぐらいなのです。
“本田あきこといえばコレだ”とキ
ャッチコピーのように政策を掲げ
たほうが分かりやすいのです。“ジ
ェンダーフリー”というのはどう
でしょうか。女性を含め誰もが働
きやすい薬剤師の働き方改革を提
言していただくと共感を得るので
はないかと思います。
　現在、バリアフリーという観点
では薬剤師の欠格条項を撤廃しま
した。ドラッグフリーという観点
では、世界に先駆けて危険ドラッ
グへの政策を打ってきました。そ
ういう意味では政治というのは大
変やりがいがあります。共に活動
できることを期待しています。
　山本　調剤だけではなく地域で
どう役に立ちながら医薬品供給を
担っていくのか。倫理と法律との
関係、法律の条文の見直しの必要
も高まっていると思います。本田
さんに期待しています。
　──薬剤師の将来に向けた在り
方について、大変意味のあるご議
論をいただけたと思います。本田
さんの健闘をお祈りしています。
ありがとうございました。
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らの時代はもっと薬剤師自らが地
に足のついた議論をしていく必要
があると思っています。
　一つ、取り上げたいのは、規制
緩和をすると経済は回るという発
想の中で、規制の多い薬局を取り
巻く環境も変わってきています。
平成元年に国立病院の薬局を院外
に出してから30年経った今、規制
緩和の名の下に、また元に戻して
病院の敷地内に薬局を入れようと
する動きがあります。本田さんは
どのようにお考えですか。
　本田　今、国が求めている医薬
分業の姿は、なるべく薬を一元管
理して、過不足なく供給し、また
副作用被害を抑えることです。そ
れが医薬分業の本質でもあると思
います。患者さんが月に１回、遠
いところからやってくる、それが
かかりつけかと言えば違うと思い
ますし、社会保障費で得た利益を
賃貸料とするのもまた違った考え
ではないかと感じます。
　藤井　かつて第二薬局を外に出
そうとしたのは、明確な問題意識
があったからだと思うのです。薬
漬け医療という実態があったわけ
です。薬価差も現在よりも格段に
大きかった。ですから医薬分業を
進め、病院内の薬局を外に出すべ
きだという流れは確かにあったの
です。
　しかし一方で、私はこうした現
象面の変化をとらえることとは別
に、これからさらに高齢化が進む
日本社会を考えた時に、都市計画
の中で薬局をどうするかを考えて
いかなくてはならないと思うので
す。
　例えば最近は駅に病院がセット
されている。そこには当然スーパ
ーもコンビニも薬局もある。ある
いは地方に行くと医療モールなど
もありますね。一定の地域に診療
所が集まっていて、薬局がありま
す。あるいは医療ビルというのも

あります。これからの街づくりを
考えた時、相互に関連する医療施
設が近くにある事には必然性があ
ると思います。薬局がどこでどう
いう役割を果たすのか考える必要
があります。それが最終的に病院
の中ということになるのなら、ま
ずは病院薬剤師さんが「私たちと
何が違うのか」と声を出すべきだ
と思います。
　在宅医療も同じだと思うんです
ね。患者さんが自宅に戻りたい、
じゃあ在宅医療でとなったときに
オンラインで服薬指導して薬はデ
リバリーにすればよいのか。社会
のニーズの変化に医療や薬局がど
う対応するのか、具体的に医療の
質を落とさず患者さんが喜んでく
れるような仕組みを作る必要があ
り、そのためにどういった法制が
必要になってくるのか、そこまで
考えなくてはならないと感じま
す。
　山本　人生100年という時代に
なるわけですから、在宅が特別な
ものではなくなるかもしれませ
ん。薬剤師の仕事も薬局の中です
る仕事と薬局から出てする仕事に
大きく分かれていくだろうと思い
ます。それがこれからのわれわれ
への問いかけであり、明確な答え
を出さなければ薬剤師は存在し得
ないと思います。医薬品を満遍な
く提供できる仕組みをこれから作
らなくてはいけないのではないか
と予感します。本田さんは地域に
おける医薬品の供給体制について
はどのように考えていらっしゃい

ますか。
　本田　私は２年前の熊本地震で
日常的に供給されている薬を患者
さんが得られないと、薬剤師も信
頼を得られないと感じました。ま
た、「地域のための薬局」という視
点で薬局にはどういった設備が必
要なのか。患者さんのプライバシ
ーが守られることも重要だと思い
ます。
　山本　薬剤師自身が考えるべき
問題もありますけれども、法律や
規制の問題もありますね。
　藤井　難しいですよね。これか
ら薬剤師の養成数に一定の限界が
想定され、ある時に、例えばロボ
ットやAI にやらせるのか。機械
でもできる仕事と薬剤師でなくて
はならない仕事、どこが違ってく
るのでしょうか。個々人に対応す
る問題には人間が対応しなくては
いけないが、マニュアルでできる
仕事は人である必要はないとも思
います。
　機械ができることは機械がやっ
ても構わないとしたら、薬剤師さ
んが患者さんに相対してやらなく
てはいけない業務は何なのか。国
民に対して「薬剤師というのはこ
ういうことをやる職業なんです
よ」と改めて理解してもらうには
「われわれはここが機械と違うん
です」と、もう少し主張していか
なくてはいけないし、それを患者
さんに実感してもらわないといけ
ない。そんな仕組みづくりが必要
だと思います。

「６卒薬剤師がもっと活躍できる仕組みが必要」 藤 井

　山本　まさにヒューマン・マシ
ン・リレーションシップというも
のを考えていかなくてはならない
と思います。先生がおっしゃった
ようにAI ができない仕事をでき
る薬剤師が必要で、また、どれだ
けの人数が必要かと考えると、さ

まざまなところに女性が働く場所
があります。国は今、女性の活躍
を含めて働き方改革を進めていま
すが、われわれ薬剤師業界は７割
近くが女性ですから、その仲間が
どう働くかも大きな課題だと思い
ます。女性だけの議論ではなく、
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声が励みに
　本田　当時、災害支援に来られ
た薬剤師の方々は県薬会館の２階
で寝袋で寝泊まりをされていまし
た。同じ薬剤師として、出発をし
っかりお見送りしたいとの思いか
ら、なるべく早く出勤していました。
　──ご趣味に街の散策ですと
か、美術鑑賞を挙げられています。
　本田　美術鑑賞ですが、もとも
と印象派の絵画が好きでよく美術
館などに行きます。印象深いのは
小学生の時に観たフランソワ・ブ
ーシェの絵です。良いものを見る
と心が和むということを初めて体
験した絵画です。
　──スポーツはお好きですか。
　本田　はい。小・中学生時代に
はバドミントン部で活動しており
ました。
　──星薬科大学ご出身ですが、

ご同窓などとのお付き合いは今も
あるのですか。
　本田　同級生だけということで
はないのですが、先日も地元の熊
本にお住まいの星薬科大卒の先生
方と食事会をしました。単科大学
ということもあり、つながりは強
いと思っています。平成25年に勤
務していた薬局は慶成薬局（神奈
川県）なのですが、その薬局の経

営者である前田成隆社長も星薬科
大学のご出身なのです。
　──個人的なお話で恐縮です
が、ご結婚はされていないのです
ね。
　本田　願望はあるのですが、ご
縁がなくて（笑）。ただ、今は今の
活動に全力を注ぎたいと思ってい
ます。
　──ありがとうございました。

プロフィール
●生年月日：昭和46年９月29日
●血 液 型：Ａ型
●趣　　味：街の散策、美術鑑賞
●スポーツ： 小３～中３バドミントン

（中２で全国中学校選抜選手権団体優勝）
●学　　歴：平成８年星薬科大学卒業
●職　　歴：
　　　　　　平成10年　医薬品卸会社勤務
　　　　　　平成13年　保険薬局勤務
　　　　　　平成14年　参議院議員公設秘書
　　　　　　平成19年　製薬会社勤務、医薬品卸会社勤務
　　　　　　平成25年　保険薬局勤務
　　　　　　平成28年　熊本県薬剤師会勤務
●座右の銘：直往邁進（まっすぐにわき目もふらず前進すること）

熊本在住の星薬科大学同窓と先生方たち（本田氏提供） 
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 「現場を知っている候補者」として期待の
インタビュー 本田あきこ氏のバックボーンを聞く

　──まずは政治への道を志した
経緯を鼎談でもお話しされていま
したが、お父様の本田良一さんも
国会議員でいらっしゃいました。
　本田　政治の重要性を感じたの
は父の影響がありましたし、今で
も政治家としての父の「地域とと
もに」という理念は尊敬しています。
　──ご経歴をみますと、卸企業
や薬局と幅広く勤務経験がありま
すね。
　本田　最初の勤務は平成10年に
入社した福神（現・アルフレッサ）
さんです。いったん地元の熊本に
戻ったことを契機に、薬局の同仁
堂さん（熊本県）で勤務しており
ました。その後、父の手伝いなど
をし、直近は熊本県薬剤師会の職
員として働いていました。短い期
間ではありますが、地元において

沢井製薬さんでも勤務しておりま
した。
　──そもそも薬剤師を目指され
たのはなぜですか。また、卸企業
さんをどうして最初の勤務先に選
んだのでしょうか。
　本田　高校生の時に、熊本の老
舗薬局で、患者さんと接して働い
ていた白衣を着た薬剤師さんを見
て、すてきだなと思ったこと、父
から、自立して生きて行くために
は資格が大切だとアドバイスされ
たことなどです。
　卸企業を選んだのは総合的に医
薬品業界を知ることができるので
はないかとの思いからです。
　──統一候補として決定後、全
国キャラバン巡回中ということで
すが、皆さんの反応はいかがですか。
　本田　「薬局等の現場勤務経験

のある方だから、期待しています」
という声をかけていただくことが
多く、有難く思っています。
　また、薬剤師は薬業全体の中で
仕事をしますので、そういった意
味では卸企業勤務経験のある薬剤
師が国政選挙に出るというのも初
めてということで、応援の声をい
ただきます。卸企業の方々からも
応援の言葉をかけていただき、私
自身、大変励みになっています。
　──製配販の全ての業界でご勤
務経験があることが、支援の輪が
広がることにつながっているので
すね。熊本県の地震のご経験をお
話しされていましたが、災害支援
に入っていた薬剤師の方から、本
田さんが朝、誰よりも早く事務所
に来て、事務所の掃除をされてい
たとうかがいました。

花園小学校バドミントンクラブ時代（本田氏提供）

DRUG magazine 2018年10月号掲載
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声が励みに
　本田　当時、災害支援に来られ
た薬剤師の方々は県薬会館の２階
で寝袋で寝泊まりをされていまし
た。同じ薬剤師として、出発をし
っかりお見送りしたいとの思いか
ら、なるべく早く出勤していました。
　──ご趣味に街の散策ですと
か、美術鑑賞を挙げられています。
　本田　美術鑑賞ですが、もとも
と印象派の絵画が好きでよく美術
館などに行きます。印象深いのは
小学生の時に観たフランソワ・ブ
ーシェの絵です。良いものを見る
と心が和むということを初めて体
験した絵画です。
　──スポーツはお好きですか。
　本田　はい。小・中学生時代に
はバドミントン部で活動しており
ました。
　──星薬科大学ご出身ですが、

ご同窓などとのお付き合いは今も
あるのですか。
　本田　同級生だけということで
はないのですが、先日も地元の熊
本にお住まいの星薬科大卒の先生
方と食事会をしました。単科大学
ということもあり、つながりは強
いと思っています。平成25年に勤
務していた薬局は慶成薬局（神奈
川県）なのですが、その薬局の経

営者である前田成隆社長も星薬科
大学のご出身なのです。
　──個人的なお話で恐縮です
が、ご結婚はされていないのです
ね。
　本田　願望はあるのですが、ご
縁がなくて（笑）。ただ、今は今の
活動に全力を注ぎたいと思ってい
ます。
　──ありがとうございました。

プロフィール
●生年月日：昭和46年９月29日
●血 液 型：Ａ型
●趣　　味：街の散策、美術鑑賞
●スポーツ： 小３～中３バドミントン

（中２で全国中学校選抜選手権団体優勝）
●学　　歴：平成８年星薬科大学卒業
●職　　歴：
　　　　　　平成10年　医薬品卸会社勤務
　　　　　　平成13年　保険薬局勤務
　　　　　　平成14年　参議院議員公設秘書
　　　　　　平成19年　製薬会社勤務、医薬品卸会社勤務
　　　　　　平成25年　保険薬局勤務
　　　　　　平成28年　熊本県薬剤師会勤務
●座右の銘：直往邁進（まっすぐにわき目もふらず前進すること）

熊本在住の星薬科大学同窓と先生方たち（本田氏提供） 
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 「現場を知っている候補者」として期待の
インタビュー 本田あきこ氏のバックボーンを聞く

　──まずは政治への道を志した
経緯を鼎談でもお話しされていま
したが、お父様の本田良一さんも
国会議員でいらっしゃいました。
　本田　政治の重要性を感じたの
は父の影響がありましたし、今で
も政治家としての父の「地域とと
もに」という理念は尊敬しています。
　──ご経歴をみますと、卸企業
や薬局と幅広く勤務経験がありま
すね。
　本田　最初の勤務は平成10年に
入社した福神（現・アルフレッサ）
さんです。いったん地元の熊本に
戻ったことを契機に、薬局の同仁
堂さん（熊本県）で勤務しており
ました。その後、父の手伝いなど
をし、直近は熊本県薬剤師会の職
員として働いていました。短い期
間ではありますが、地元において

沢井製薬さんでも勤務しておりま
した。
　──そもそも薬剤師を目指され
たのはなぜですか。また、卸企業
さんをどうして最初の勤務先に選
んだのでしょうか。
　本田　高校生の時に、熊本の老
舗薬局で、患者さんと接して働い
ていた白衣を着た薬剤師さんを見
て、すてきだなと思ったこと、父
から、自立して生きて行くために
は資格が大切だとアドバイスされ
たことなどです。
　卸企業を選んだのは総合的に医
薬品業界を知ることができるので
はないかとの思いからです。
　──統一候補として決定後、全
国キャラバン巡回中ということで
すが、皆さんの反応はいかがですか。
　本田　「薬局等の現場勤務経験

のある方だから、期待しています」
という声をかけていただくことが
多く、有難く思っています。
　また、薬剤師は薬業全体の中で
仕事をしますので、そういった意
味では卸企業勤務経験のある薬剤
師が国政選挙に出るというのも初
めてということで、応援の声をい
ただきます。卸企業の方々からも
応援の言葉をかけていただき、私
自身、大変励みになっています。
　──製配販の全ての業界でご勤
務経験があることが、支援の輪が
広がることにつながっているので
すね。熊本県の地震のご経験をお
話しされていましたが、災害支援
に入っていた薬剤師の方から、本
田さんが朝、誰よりも早く事務所
に来て、事務所の掃除をされてい
たとうかがいました。

花園小学校バドミントンクラブ時代（本田氏提供）
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平成30年9月15日(土）朝日新聞

転載記事
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調剤報酬請求業務Q＆A（第4回）

医療保険委員会

　医療保険委員会では、適切な調剤報酬請求業務に努めて頂くよう、審査支払機関から査定や返

戻の多い事例を会報にシリーズで掲載しています。なお、ご質問がある場合には県薬にFAXまた

はメールにてお願いいたします。

「調剤報酬明細書の記載要領」について

「配合禁忌等の理由により内服薬を別剤として調剤料を2剤算定した場合は、下記の4つの項目よ

り最もあてはまる理由を一つ記載すること。」と一部改正が行われていますのでご留意ください。

①「調剤技術上の必要性」・・・水剤の配合不適、配合禁忌等で別剤とした場合

②「内服用固形剤と内服用液剤」・・・これまでは記載がなくても算定できたが、今後は記載が必要

③「服用方法が異なる」・・・普通錠とチュアブル錠、舌下錠、バッカル錠等

④「その他」・・・具体的な理由の記載が必要

医療保険

処　　方 調剤数量 調剤報酬点数

医薬品名・規格・剤型・用量・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料

1
エンシュアリキッド　　　500ml
　1日2回　朝夕食後

30 78

2
エネーボ配合経腸用液　　500ml
　1日2回　朝夕食後

30 78

摘要 「調剤技術上の必要性」

処　　方 調剤数量 調剤報酬点数

医薬品名・規格・剤型・用量・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料

1
インクレミンSy5%　　　　10ml
　1日1回　朝食後

28 78

2
ノルバスク錠5mg　　　　　1錠
　1日1回　朝食後

28 78

摘要 「内服用固形剤と内服用液剤」

処　　方 調剤数量 調剤報酬点数

医薬品名・規格・剤型・用量・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料

1
デノタスチュアブル配合錠　　1錠
　1日1回　朝食後

28 78

2
ノルバスク錠5mg　　　　　　 1錠
　1日1回　朝食後

28 78

摘要 「服用方法が異なる」

処　　方 調剤数量 調剤報酬点数

医薬品名・規格・剤型・用量・用法 単位薬剤料 調剤料 薬剤料 加算料

1
リウマトレックスCap2mg　　1C
　1日1回　朝食後・毎週日曜日

4 20

2
フォリアミン錠5mg　　　　 1錠
　1日1回　朝食後・毎週火曜日

4 20

摘要 「その他」服用するタイミングが異なるため
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調剤報酬請求業務 Ｑ&Ａ 質問用紙

調剤報酬請求業務についてご質問事項がございましたら、下記までご質問を受付致します。

薬局名・電話番号・担当者名を必ずご記入ください。

質問受付メールアドレス

nagamine@okiyaku.or . jp

FAXにてご質問いただく場合は、このページをコピーしてご利用ください。

FAX返信先：０９８－９６３－８９３２

薬局名 電話番号

担当者 メールアドレス

【ご質問事項】
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ドラゴンフルーツ：ピタヤ

　学　　名　Hylocereus undatus(白肉種）

　　　　　　Hylocereus costaricensis(赤肉種)

　　　　　　Hylocereus polyhizus(黄皮白肉種)

　科　　名　サボテン科

　属　　名　ヒロケレウス属(ヒモサボテン属)

　使用部位　果実・花被・茎

　有効成分　ベタシアニン･アラビノガラクタン

　 カリウム･マグネシウム・葉酸・食物繊維

＜名称と特徴＞

　メキシコ南部・中南米の熱帯雨林原産で､ス

ペイン語では pitahaya と表記し､日本ではピタ

ヤと言う｡ピタヤは本来サンカクサボテン類の

果実の総称である｡現在は一般的となったドラ

ゴンフルーツという名称は､ベトナムが輸出し

た際の販売用商品名である。

　CAM型光合成(夜にCO2の取り込みを行い､昼に

還元する)植物｡非常に強壮なサボテンで､寒さ

に弱い｡日当たりが良く､水はけの良い土壌に植

え付け､自由に成長させると10ｍにもなる大型

サボテンで､新芽も1年で1ｍ以上伸びる事もあ

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

最近あちこちの家の庭でドラゴンフルーツを見かけるようになりました。

マンゴーに次ぐ重要な熱帯果樹となり､優良品種系統の選抜など､研究も盛んなようです。

第37回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

ドラゴンフルーツ　可食部100ｇ当たり　廃棄率35％　第七訂日本食品標準成分表

エネルギー タンパク質 炭水化物 食物繊維 水分 リン マグネシウム カリウム

50kcl 1.4g 11.8g 1.9g 85.7g 29mg 41mg 350mg

鉄 カルシウム 銅 亜鉛 ビタミンE パントテン酸 葉酸 ビタミンＣ

0.3mg 6mg 0.3mg 0.3mg 0.5mg 0.53mg 44μｇ 7mg

る｡柱サボテンで茎は三角柱状、登攀(とうはん)

性の植物であるため自立はせず、茎節からは気

根がでて､岸壁や樹木をよじ登る。月下美人と

似た芳香のある大きな白花が､夏～秋の夜間に

開花する｡

＜果実の特徴＞

　果実は表面にサボテン科果実特有の葉のよう

な緑色の突起物がある｡果皮は光沢のある鮮や

かな赤～ピンク色で黄色のものもある｡大きさ

は10～ 15cmの楕円形で､白､黄､もしくは赤いゼ

リー状で､それぞれホワイトピタヤ、イエロー

ピタヤ、レッドピタヤと呼ばれる。豊富な果汁

を含んでおり､一面に胡麻粒のような黒い種子

があり､果肉ごと食べられる｡柔らかくサクサク

した食感､さっぱりとした甘さで酸味はほとん

どない。

　日本では果実だけを食するのが普通である

が、原産国では食用サボテンとして花（蕾）も

葉肉も食べられており､捨てるところのない植

物として重宝されている。

＜日本での流通＞

　未熟果の段階で収穫されると､収穫後は追熟

してもほとんど糖度を増さないので､味が薄く､

果物というより野菜と言った風味の場合がある｡

固定された品種できちんと樹上で完熟させ､管

理と施肥をすれば糖度も20度程度と甘くなる

が､日持ちがしない。21世紀になって､沖縄・奄

美や九州での農業栽培が行われているため、栽

培地周辺では糖度が高く､完熟に近いものも食

べることができる。

　参考：琉球大学農学部・京都大学大学院農学研究科 
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＜ドラゴンフルーツに含まれる栄養素＞

　食物繊維､カルシウム､鉄､ビタミン､ビタミン

C､葉酸､亜鉛などが含まれ､低カロリーである。

赤肉種に含まれる色素は天然色素として染料や

口紅などに使われ､衣服などに付着すると落ち

にくい。茎部の粘性物質はアラビノガラクタン

を主成分とした糖タンパク質が含まれると推察

されている。

＜ドラゴンフルーツ果汁を用いた麦汁の加工

および発泡酒の品質への影響＞

　ドラゴンフルーツの色特徴を生かした発泡酒

の醸造を目的として､2種類のドラゴンフルーツ

(レッド･ホワイト)を用いた麦汁の評価を行っ

た。殺菌および貯蔵条件の最適化のために､主

色素ベタシアニンの自然光および温度に対する

影響を調べた。その結果､暗所下､70℃ ､30分の

加熱処理によって､最も色調が高い状態で滅菌

された。本条件で滅菌したレッドピタヤ果汁(全

果および果肉)を含む麦汁を用いてアルコール

発酵を行ったところ､50%以上のベタシアニンを

保持した状態で､アルコール濃度は5.9%以上に

まで達した。さらに官能検査では､全果果汁と

比べて､果肉果汁を用いた発泡酒が特に好まれ

る結果が得られた。　

＜抗酸化作用を持つベタレイン色素＞

　ベタレインはアントシアニンを合成する能

力のない植物が､赤～青い色を出すために用い

ている色素で､赤紫色のベタシアニン類と黄色

のベタキサンチン類に分かれる。人体には無

害で､綺麗な着色を施すことができる。

ベタシアニン(左)とベタキサンチン(右)の構造

　ベタレインとアントシアニンはほぼ同じ太陽

光の吸収波長をもっているが､ベタレインの抗

酸化能力はアントシアニン色素のカテキン､カ

ロテノイド色素のルチン､またアスコルビン酸

よりも強力である。

　強力な抗酸化力を有していることから､この

食品を摂取することにより､人間の寿命の制限

因子の一つである酸化現象を抑えることができ

る。酸化現象により引き起こされる①２型糖尿

病､②動脈硬化及び血栓症､③活性酸素による腫

瘍の形成､増大､④アルツハイマーなどの脳神経

系の退行性変化､などの発症･進展を抑えること

ができる。

＜アラビノガラクタン(AG)の機能性＞

　茎中の粘性物質に注目して分析すると､アラ

ビノガラクタンを多量に含んでおり､この粘性

多糖が免疫賦活作用を有することが解った｡

ナチュラルキラー (NK) 細胞活性化：NK細胞

活性の低下は､ガンを含む慢性疾患や風邪など

の罹患に関わる。AGは､NK細胞に直接的に関与

するのではなく､主にサイトカイン類(インター

フェロンγ､腫瘍壊死因子-α､インターロイキ

ン-1 β)の分泌を促進することで制御している

ことが報告されている。

腸内細菌叢の改善：AGは､22名の健常者を対象

としたクロスオーバー試験において､有益菌と

されるLactobatillus spp.を有意に増加させる

ことが確認され､ビフィズス菌により資化され

ることが報告されている｡腸内細菌叢の改善は

副次的に花粉症や糖尿病の改善に繋がる可能性

が報告されており､AGもまた､同様の効果が期待

されることが示唆される。

脳卒中予防効果：自然発症の脳卒中易発性高

血圧ラットを用いた試験で､対照群とAG群(10% 

及び20%混餌による投与)につき脳卒中発症ま

での期間および生存期間を指標として評価が

実施され､有意に発症期間･生存期間が延長し

ている。
　参考：日本農学文献記事､富士産業株式会社研究所､

　KKリバー食品､神内南方系果樹研究所､西九州大学　

　大学院健康福祉学研究科､佐賀県工業技術センター

　食品工業部､食材辞典

＜茎や葉の粉末化技術で特許を取得＞

　ドラゴンフルーツは､果実収穫後､冬から春に

かけて茎葉を間引きする必要があるが､生命力

が強いため､剪定した葉や茎も簡単に枯れない｡

この生命力を活用するために成分を分析したと

ころカルシウムやマグネシウムなどの栄養成分

が豊富だと判明。茎や葉の粉末化技術で特許を

取得した。

　参考：糸満・末広環境開発
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AJPフォーラム参加報告
（Al l Japan Pharmacists Forum）

　　　　　　　　日　時：会　期：平成30年9月16日（日）、17日（月・祝）

　　　　　　　　会　場：クロスウェーブ船橋（千葉県船橋市）

　　　　　　　　テーマ：「目指そう！ 10.70.30」 ～未来は自分で創る～

　去る9月16日、17日に船橋で開催された、AJP

フォーラムへ前濱朋子総務と参加した。沖縄県

は、県知事選挙を間近に控えており、参加には

やや緊張の心持であった。

　先ず山本会長から、超高齢社会に対応すべく、

地域完結型の医療に薬剤師は関わらなければな

らない。それには、地域に認められた薬剤師で

なければならない。薬剤師の職能をもっと国民

に伝える上でも政治活動の大事さを理解して欲

南部地区薬剤師会 青年部

名嘉 紀勝

しい。と日本薬剤師会の意向を伝えて会が始

まった。

　特別講演に麻生副総理から、薬剤師が政治に

関心を持つ意義について説明があった。「これ

からの日本を考えるときに、『経済・外交・政

治』という視点より、政治を考えてみてくださ

い」と、広い視野と真剣に考えて欲しい旨を訴

え、少子高齢化が進む中では、医療技術が進ん

でも人口は減っていくこと。それでも、現在の

〈研修内容〉

9月16日

○会長挨拶　日本薬剤師連盟会長　山本信夫

○特別講演

　「時局講演」

　　副総理　財務大臣　麻生太郎衆議院議員

○薬剤師国会議員挨拶

　　衆議院議員　松本　純

　　参議院議員　藤井基之

○本田あきこ副会長挨拶

○講習

　「組織強化について」

　　～ 10.7.30とステップ表の連動～

　　　日本薬剤師連盟常任総務　丹下富博

○スモールグループディスカッション（SGD）

○懇親会

9月17日

○挨拶　　日本薬剤師連盟幹事長　岩本　研

○SGD発表

○総括　　　日本薬剤師会副会長　石井甲一

○閉会挨拶　日本薬剤師会副会長　尾島博司

○解散
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様な医療保障を受ける為には医療職種全体で考

えていかなくてはならない。そこに政治の関わ

りは必須である。世界的に見ても新薬を開発で

きる国は数少なく日本はその実力がある。海外

に負けない薬業界になる為には薬剤師、企業、

政府の連携が必要であると分かり易く伝えてく

れた。

　薬剤師議員である松本純先生からは、これか

ら議論されていく薬機法（旧薬事法）の改正に

薬剤師の意見を盛込むこと。その調整において

薬剤師が関われるかどうか大事な局面を向かえ

ており、その重要性を訴えていた。

　藤井基之先生からは、薬業界に対して厳しい

風が吹くことも考えられる中、国政の中で声を

発することが必要であり。その数が多いほど良

いのだ。政治の重要性を解って欲しい。仲間を

増やしていきましょう。と両先生とも熱く胸の

内を話してくれた。

　薬連常任総務、丹下富博氏より「10.70.30」

運動について解説があり、10が日本薬剤師会員

数の約10万人を指し、その会員が7名の支援者

を集めることで70万。過去のデータより確実な

得票目標数として30万という意味となってい

る。各県の様々な取組として、支部長が直接に

会員薬局を訪問することや女性の会員の集まり

を開催していること。応援カラーのオレンジ色

の小物類の報告があった。具体的行動の為に活

動ステップ表を作成した経緯の説明があり、地

区・支部長がしっかり企画力、目標値、実行力、

自主設定、支援体制を構築し、情報収集、伝達、

リーダーシップ、課題抽出、企画立案、推考、

評価等とやることは多岐に亘っているが、頑

張って欲しい。フォーラム参加者もその一員と

して動いて欲しいと述べられた。

　その後、スモールグループディスカッション

（SGD）を行い、夕食後にも翌日の発表に向け議

論を交わし、広く情報交換を行った。

　2日目はSGD発表で成果の報告を行った。そし

て日本薬剤師連盟岩本幹事長の挨拶と石井副会

長から総括、同じく尾島副会長からは、これか

らの動きと来年７月をどう迎えるかを説明し閉

会となった。

　私が所属したグループでは、①目標を数値化

し、支部長や地区の代表が直接訪問等し足を動

かして行動すること。②病院薬剤師と連携し県

として票がまとまるようにする。③自身を含む

7人を難しく感じることなく確実に支援者とな

るようにしていくとまとめた。

　本田あきこ副会長の本人からは、来年の7月

に向けて、地域ケアシステムの中の薬剤師。そ

して災害時における公衆衛生・感染防止等に活

躍できる薬剤師。それ以外を含めて国の中心で

薬剤師の重要性を訴えていきたいと強い決意が

示された。

　私は過去にフォーラム参加をしたことがある

が、薬剤師の本田あきこ氏を絶対に当選させる

ことの本気度が伝わる会であった。以前にも述

べたことであるが、「薬剤師の職能を発信して

いくには、1人だけでは無く皆（仲間）で行な

う必要がある。」薬剤師会・病院薬剤師会・企

業等が一丸となって動かないといけない時であ

る。無関心にならずに愛をもって、「本田あきこ

氏を国政へ」と、皆で是非とも実現しましょう！

　この手記が出るころには、沖縄県知事選挙が

終わっていますが、結果がどうあれ、選挙とは

人と人との繋がりが形を成していくのではない

かと考えている。それには岩本幹事長より、「今

回の特別講演に麻生太郎副総理へお願いするに

あたり、前幹事長の故小田利郎氏と麻生副総理

は交友があり。小田前幹事長への想いが各人に

繋がって、実現ができた。」と前幹事長へ敬意

を表する発言があった。その言葉は想いが人を

動かすことになると感じた。私たち一人ひとり

の想いが本田あきこ氏のこれからを左右し、そ

の想いの強さが本田あきこ氏を政界へ押し出す

ことができる。

　再度、皆で『本田あきこを国政の場へ』是非

とも実現させましょう。

　謝辞：今回のフォーラムへ参加させていただ

き、沖縄県薬剤師連盟そして会の運営に尽力

されたスタッフと日本薬剤師連盟に感謝致し

ます。
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本田あきこ オレンジ日記

本田あきこ中央後援会
第３回役員会の開催

　私の全国支部訪問活動は、9月、10月に北

海道、東北ブロックを回らせていただき、11

月から北陸信越ブロックに入っております。

10月までに訪問活動を通じて握手させていた

だいた人数は2万5千を上回っています。あり

がとうございました。

　さて、11月13日（火）、本田あきこ中央後

援会　第3回役員会が開催されました。山本

会長のご挨拶のあと、私からも挨拶をさせて

いただきました。

　まず、全国支部訪問において大変お世話に

なったことへの感謝の気持ちをお伝えすると

ともに、支部訪問を通して、多くの皆様から

現場のご苦労の声をお聞きしていること、東

北ブロックでは、災害時における医療提供の

あり方を、また豪雪地帯での医療提供の現状

について学ばせていただき、今後の活動に生

かしていきたいこと、また、夏以降、薬科大

学での講義の機会をいただくことが増えてお

り、薬学生に対して社会での薬剤師のあり方

等について話すことができていることなどを

お話しし、最後に今後とも変わらぬご支援を

お願いさせていただきました。

　その後、担当役員から、後援会活動の状況

が説明され、続いて、後援会の副会長でもあ

る、日本病院薬剤師連盟の木平会長、日本女

性薬剤師連盟の近藤会長から、現在の取り組

み状況や今後の活動等についてお話しいただ

きました。

　会場は、全員がオレンジのベストを着用さ

れ、また、企画実行委員もオレンジの袢纏を

着て参加して下さり、大変盛り上がった集会

となりました。

　12月には沖縄の支部訪問を行います。大変

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いい

たします。

日本薬剤師連盟

副会長　本田 あきこ

1　本田あきこのホームページを開設しました。

　 右のＱＲコードから閲覧してください　⇒

2　Facebookページ「本田あきこの部屋」を公開しました。

　 右のＱＲコードから閲覧してください　⇒

3　本田あきこメールマガジンを開始しました。

　 右のＱＲコードから登録をお願いいたします　⇒
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国会レポート
〜第4次安倍改造内閣発足〜

自由民主党組織運動本部本部長代理
参議院議員・薬剤師

藤井 もとゆき

　今年のノーベル生理学・医学賞に京都大学

特別教授の本庶佑先生の受賞が決まりまし

た。本庶先生の発見を基に開発された、抗が

ん剤「オプジーボ」に対しては、全世界から

賞賛の声が上がっています。

　さて、自民党総裁に再選された安倍首相は、

10月2日に党の役員人事と内閣改造を行いま

した。

　自民党三役は、二階幹事長と岸田政調会長

が留任し、総務会長には加藤前厚生労働大臣、

選挙対策委員長には甘利明氏が就任し、高村

副総裁は退任となりました。

　第４次安倍改造内閣は、麻生副総理兼財務

大臣と菅官房長官を留任したのに加え、外交・

通商課題の継続性から、河野外務大臣、世耕

経済産業大臣及び茂木経済再生担当大臣も留

任することとなりました。一方、安倍内閣で

は過去最多の12人が初入閣し、斬新な顔ぶれ

となりました。

　安倍首相は、改造内閣発足後の初の記者会

見に臨み、多発する甚大な被害に対応し、防

災・減災、国土強靱化のための緊急対策を3

年間で集中して講じていくと延べました。

　また、我が国が直面する最大の課題は、国

難とも呼ぶべき少子高齢化であるとし、全て

の世代が安心できる社会保障制度へと、3年

かけて改革を進めていくことを表明し、新た

に全世代型社会保障改革担当大臣を設け、こ

の大改革を実行していくとしています。

　そして、この内閣は、明日の時代を切り開

くための全員野球内閣と評し、新しい国づく

りを力強く進めていくことを強調しました。

　来年は参議院議員選挙です。新内閣には存

分に力を発揮し、大いなる成果を上げてもら

いたいと思います。

藤井もとゆきホームページ　http:/ /mfuj i i .gr. jp/

　第4次安倍改造内閣発足後初となる、第197

回臨時国会は、10月24日に召集され、衆参の

本会議にて、安倍首相の所信表明演説が行わ

れました。

　首相は、平成30年7月豪雨、北海道胆振東

部地震等、今夏に相次いで発生した大きな自

然災害の復旧・復興への対応、及び学校の緊

急重点安全確保対策として、熱中症予防のた

めの全国公立小中学校へのエアコン設置や

倒壊の恐れのあるブッロク塀の安全対策等、

9,356億円の補正予算を提案しました。

　社会保障については、これまでの働き方改

革の上に、生涯現役社会を目指し、65歳以上

への継続雇用の引き上げや中途採用・キャリ

ア採用の拡大等、雇用制度改革に向けた検討

を進めること。来年10月から幼児教育の無償

化、再来年4月から真に必要な子ども達への

高等教育の無償化等、子どもから現役世代、

お年寄りまで、全世代が安心できる社会保障

制度へと、今後３年かけて改革を進めると表

明しました。

　また、IoT、ロボット、AI等の第四次産業

革命による生産性の向上に加え、入国管理法

を改正し就労を目的とした新しい在留資格を

設け、一定の専門性・技能を有し、即戦力と

なる外国人材を受け入れるとしています。外

国人材の受け入れについては、自民党厚労部

会が年金や医療保険への加入状況・納付状況

の確認の厳格化、他人の保険証を流用して受

診する、いわゆる「なりすまし」への対応

を含む制度運用の強化等を決議しました。

　補正予算は原案通り可決し、入国管理法改

正法の取扱いが今国会の論戦の中心になるも

のと思います。

〜第197回臨時国会召集〜
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平成29年度 第13回理事会 議事概要

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年3月3日（土）午後7時～ 9時30分

　　　　　　　　　　　　場所：沖縄県薬剤師会館　研修室

＜出席者＞

　会　　　長：亀谷浩昌

　副　会　長：江夏京子、外間惟夫、前濱朋子

　理　　　事：村田美智子、山里 勇、川満直紀、笠原大吾、西川 裕

　　　　　　　成川賢一、佐藤雅美、渡具知一枝、荒井千春、我喜屋美香

　　　　　　　吉冨弓江、吉田洋史

　監　　　事：神谷朝雄

　欠　　　席：新垣秀幸、下地 仁、幸地良信、上原卓朗

　事　務　局：山城英人、大城喜仁

議題

(1) 第77回臨時総会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

　式次第	

　報告　第1号　平成30年度事業計画について

　　　　第2号　平成30年度歳入歳出予算について

　議案　第1号　沖縄県薬剤師会会員規程･会費規程の変更について

　　　　第2号　平成30年度会費額に関する件について

　第3号　役員報酬規定の変更について

（山城次長）

　平成30年3月18日（日）に予定している第77回臨時総会に提出する次第および報告第1号（平

成30年度事業計画について）説明した。

（山里常務理事）

　第2号（平成30年度歳入歳出予算について）と議案第1号（沖縄県薬剤師会会員規程･会費規

程の変更について）、第2号（平成30年度会費額に関する件について）、第3号（役員報酬規定の

変更について）説明した。

　次第および報告第1号2号、議案第1号～ 3号についてすべて承認された。

(2) パート事務職員の時給について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

（山里常務理事）

　本会のパート事務職員の最低時給は、沖縄県最低賃金を切り上げた740円となっている。　

　欠員補充に伴う求人においては、全県的な人材不足のため740円ではまったく応募が来ない

状況であるため、時給770円で求人募集し既存の職員に対しても770円までの昇給を行いたい。

　既存対象職員については、平成30年4月1日からの対応とし、今年10月の5円の昇給は無いも

のとし平成31年10月については再度検討する。

　承認された。
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報告（会）

(1) 会営薬局の調剤保険料等について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

(2) 平成29年度　薬剤師生涯教育推進事業　次世代薬剤師指導者研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月11･12日(日･月) 日薬＜資料配布＞

（西川常務理事）

　1日目は、「薬剤師を取り巻く社会情勢と医療など提供体制における役割」、二日目は「病院

や地域におけるチーム医療に必要とされる医療薬学的知識･技術」(特にポリファーマシー対策

を主眼に）について、参加者自身の知識技術向上のための研修内容を実施した。都道府県薬に

持ち帰り地域の課題等を踏まえて､実行可能な研修計画を立案し､主体的に参画することが研修

課題となっている。具体的には、「災害対策」・「ポリファーマシー対策」・「臨床検査値を活用

した処方鑑査」の3つのテーマから一つを選び病院・薬局が連携して1日程度の研修会を企画・

開催することが口頭で補足説明があった。

(3) 平成29年度 日本薬剤師会薬局実務実習担当者全国会議伝達講習会（第2回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月11日(日) 県薬＜資料配布＞

（佐藤理事）

　DVDによる平成29年度 日本薬剤師会薬局実務実習担当者全国会議伝達講習会が開催され13人

の参加があった。続けて認定実務実習指導薬剤師更新講習会が開催され、参加者9人の内更新

対象者は6人であった。

(4) 認定実務実習指導薬剤師更新講習会　　　　　　　　　　　2月11日(日) 県薬＜資料配布＞

(5) アウトリーチ型健康づくり推進事業　健康とおくすり相談会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月11日(日) 南大東村保健センター＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　参加者は20名。沖縄県薬剤師会3名、那覇地区薬剤師会6名、中部地区薬剤師会5名、南大東

診療所1名、南大東村1名、沖縄県栄養士会2名、南部保健所2名であった。相談者は33名で、相

談会内容は,体成分測定、骨密度測定、動脈硬化測定器、HbA1c測定、随時血糖測定、お薬相談、

残薬バッグ整理を実施した。

(6) 青年部会主催米軍基地内海軍病院視察　　　2月12日(月) 米軍基地内海軍病院＜資料配布＞

（大城課長）

　昨年度に続き今年度も、在沖米国軍海兵隊基地内にある北東アジア最大の海軍病院を視察ツ

アーを行った。今回の参加者は18名であった。参加者から海軍病院薬剤師へ質問したり、逆に

海軍病院薬剤師から参加者へ質問をする場面も見られた。また、参加者の3名は無菌調剤室へ

入室することができ、例年どおりとても有意義な視察ツアーであった。

(7) 職業インタビュー　　　　　　　　　　　　　　　2月13日(火) 東風平小学校＜資料配布＞

（大城課長）

　八重瀬町教育委員会より、「仕事の達人に聞くインタビュー」として東風平小学校4年生を対

象に薬剤師職の講師派遣依頼があった。同学校薬剤師の玉寄睦子氏（ともよせ薬局）にご対応

いただいた。児童らが飽きないように工夫し、同じ目線に立ち、表情豊かに話しているのが印

象的であった。

(8) 沖縄県交通遺児育成募金贈呈式　　　　　　　　　　2月14日(水) 琉球新報社＜資料配布＞

（亀谷会長）

　四師会による沖縄県交通遺児育成会への総額609,036円の募金贈呈が行われた。本会は、沖
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縄県交通遺児健全育成資金造成のため、沖縄県医師会、沖縄県歯科医師会、沖縄県看護協会と

協力して、毎年、募金活動を行っている。昭和55年から交通事故で父母を亡くした、または父

母が後遣障害を負った小・中・高・特別支援・専門・大学生を対象に“奨学・育成金”等を給

付する制度である。

(9) 沖縄県社会保険委員会主催　「お薬について」特別講義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月14日(水) ちゃたんニライセンター＜資料配布＞

（大城課長）

　すこやかホールデイングス薬剤師の比嘉朋子先生が“知っています？かかりつけ薬剤師”と

いうテーマで講師を務めた。内容は(1) 薬剤師のお仕事とは、(2) お薬手帳について、(3) 薬

の基本・・・用法用途、危険な服用(4) ジェネリックについて、(5) サプリメントについて講

演しとても好評であった。

(10) 薬剤師確保事業に関する打合せ会議　　　　　　　　　　 2月14日(水) 県薬＜資料配布＞

（大城課長）

　長期間にわたって衛生薬務課が保健医療部長と財政課と調整して実現できた「沖縄県奨学金

返還助成制度」についての打合せ会議で、出席者は、本会、県保健医療部衛生薬務課、県病院

事業局県立病院課人材確保担当であった。佐賀県薬剤師会の奨学金制度を参考に3月中旬まで

には整備し、3月下旬頃から広報できるようにしたい。

(11) アステム　社長・（株）ダイコー沖縄　本部長　表敬訪問　2月16日(金) 県薬

（亀谷会長）

　社長就任のあいさつで来訪された。

(12) 那覇警察署定例表彰式　　　　　　　　　　　　　 2月16日(金) 那覇警察署＜資料配布＞

（亀谷会長）

　沖縄県那覇警察署にて､平成30年那覇警察署感謝状贈呈式があり、当会は防犯活動功労とし

て大城正人同署長から感謝状を贈呈された。功労内容は、「平素から、警察業務に深い関心と

理解を示し、テロ対策広報および爆発物原料等に関する情報提供を積極的に行うなど、警察活

動に多大な貢献をした」とされている。当会は、医療安全講習会で薬局店舗における不審者へ

の対応に関する講義や、薬事情報センター・試験検査センターを利用した不審者宅から押収し

た薬物の調査などに関わった。

(13) 平成29年度日本医薬品卸勤務薬剤師会フォーラム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月16日(金) 大阪コロナホテル＜資料配布＞

（吉冨理事）

　大阪で開催されたフォーラムに参加した。講演は「観るスポーツから支えるスポーツへ～ア

ンチ・ドーピングのための理解～」講師は、北海道大学病院薬剤部副薬剤部長　笠師久美子氏

であった。会員発表としては、テーマ「地域における卸勤務薬剤師の活動について」で、演題

1は、「薬剤師不在時における特別な管理を要する医薬品の対応について」演者は、長野県支部

株式会社メディセオ伊那支店　山田勝章氏　演題2は、「医薬品卸における実務実習薬学生受入

に対するアンケート調査」演者は、岡山県支部株式会社セイエル岡山支店　加藤温子氏　演題

3は、「省令改正に向けた各社の取り組みについて」演者は、北海道支部　株式会社ほくやく薬

事統括部　山岡麻衣子氏であった。本フォーラムでは、毎年各卸が抱えている問題をテーマに

掲げて発表している。都道府県により多少状況は異なるが、参考となる意見やアンケート結果

が聞けるので大変興味深く、業務に役立っている。
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(14) 平成29年度第2回　地区薬剤師会会長会議　　　　　　　　2月17日(土) 県薬＜資料配布＞

（山城次長）

　地区薬剤師会会長会議は年に2回開催している。報告として①薬学部創設を求める署名活動

について　②日本薬剤師会薬剤師行動規範・同解説の制定について　③沖縄県奨学金返還助成

制度について　④開催日が決定した今年の主な行事　⑤沖縄県薬剤師連盟若手薬剤師フォーラ

ム開催について　⑥各地区薬からの現況報告では、各地区薬のFAXコーナーの経営状況。八重

山地区薬からは、新県立八重山病院への敷地内薬局誘致の現況。北部地区薬からは、去る名護

市長選挙において、北部地区薬の事情も踏まえ、事前連絡の上で選挙対応をお願いしたい旨が

述べられた。協議では、沖縄県薬剤師連盟より「組織を強化するための手順書」の内容の説明

をしたが、時間の都合で議論まではできなかった。

(15) 第231回全国禁煙アドバイザー育成講習会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月18日(日) 沖縄県小児保健センター＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　本講習会は、多職種連携の講習会で、沖縄では毎年1回以上実施。沖縄県薬剤師会としては、

県薬剤師会の禁煙支援薬剤師の養成の講習も兼ねている。今回は、約50名の参加者のうち、半

数の25名が薬剤師であった。今後、県内の認定の更新をすすめていく。

(16) 平成29年度薬剤師継続学習通信教育(女性薬)　スクーリング 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月18日(日) 県薬＜資料配布＞

（村田常務理事）

　今年は、ランチョンセミナーを含む5つの演題を用意した。

　①不安障害『不安神経症』・パニック障害精神神経用薬の使い方　あかりクリニック院長中

村明文先生　②脊椎管狭窄症と椎間板へルニア　痛みの治療　ロコモクリニック南城院長上原

敏則先生　③ランチョンセミナー　“イフェクサSR-カプセル"・"ビビアント錠”に関する情報

提供　ファイザー株式会社　④消化性潰瘍（胃・十二指腸潰瘍） ピロリ菌除菌を含む那覇市立

病院　消化器内科部長仲地紀哉先生　⑤婦人科がん　卵巣がん・子宮体がん・子宮頸がん　琉

球大学医学部附属病院産科婦人科　久高　亘先生

47名の参加があった。

(17) 平成29年度医療機器販売等の営業所管理者･医療機器修理業の責任技術者に対する

　継続研修～高度管理医療機器継続研修会～　　　　　　2月18日(日) シモジ薬局＜資料配布＞

（吉田理事）

　中尾滋久先生が講師を務め、薬局薬剤師10名、医薬品卸業者担当者1名で合計11名の参加者

であった。

(18) 平成29年度薬剤師認知症対応力向上研修 in 宮古　 2月18日(日) シモジ薬局＜資料配布＞

（大城課長）

　沖縄県からの委託事業の薬剤師認知症対応力向上研修会を宮古島で中尾滋久先生が講師を務

めた。5名の参加であった

(19) 平成29年度第13回学校薬剤師部会役員会　　　　　　　　 2月18日(日) 県薬＜資料配布＞

（前濱副会長）

　議題内容は、①日薬・学薬担当者会議について（上原卓朗先生、平良恭子先生を派遣）、②

那覇地区学校保健協議会について（笠原大吾先生、新垣紀子先生が出席）、③平成30年度学校

薬剤師の配置：変更・新規調整について、④平成30年度学校薬剤師部会事業計画について、⑤



－ 112－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

平成29年度公衆衛生関連の厚生労働大臣表彰へ推薦について県内3名を予定している。

(20) 九州山口各県代表者会議 　　　　　　　　　　　　　2月19日(月) 福岡県薬＜資料配布＞

　（亀谷会長）

　第78回九州山口薬学大会報告（宮崎県）について、参加者は、一般3,170人、学生29人の合

計3,199人（沖縄県は同37人、0人、37人）一般演題／ポスター発表数は210演題、収支は、収

入5,571万円、支出5,305万円、黒字額265万円であった。

　平成30年度会費分担について、九州山口合計が471万円、使途内訳は運営費に155万円、大会

費に316万円で沖縄県負担額は314千円（会員薬局数490を基に算出）である。

　第79回九州山口薬学大会（大分県）について、開催日はH30年11月3 ～ 4日で運営計画の進捗

について報告があった。

　平成30年度学校薬剤師九州ブロック連絡会議（案）について、学校薬剤師ブロック連絡協議

会H30年6月2日宮崎、H31鹿児島、H32大分、沖縄はH33である。

　日薬・薬局実務実習受入に関するブロック会議の開催地について、開催地（案）については

九州代表者会議で協議して決定し、日薬に伝える。基本的には交通アクセスの良い福岡開催を

優先する。

(21) 九州ブロック日薬代議員予備会議　　　　　 2月19日(月) 福岡県薬＜資料配布＞

(22) 琉球大学への薬学部（科）創設に関する署名活動への協力依頼 ＜資料＞P.44

2月19日(月) 國場幸之助事務所　　　　　　　　2月20日(火) 琉球新報社･西銘恒三郎事務所

2月26日(月) 興南学園･沖縄電力　　　　　　　 2月27日(火) 琉球光和･沖縄尚学高等学校

2月28日(水) (株)オキジム･(株)金秀･宮崎政久事務所

3月1日(木) なは市民協働プラザ(那覇市自治会長へ)･てぃるる(「女性の翼」へ)

3月2日(金) 首里支所･小禄支所(那覇市自治会長へ)

（亀谷課長）

　上記のとおり、あらゆる人脈を利用して署名活動の協力依頼を積極的に行っている。

(23) 琉球大学への薬学部（科）創設に関する署名活動についての取材 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月20日(火) 琉球新報社

（亀谷会長）

　本会より、琉球新報社にアプローチして署名活動についての取材を受けた。

(24) 介護予防講話　　　　2月20日(火) 生き生き健康サロン ナオミ（沖縄市内）＜資料配布＞

（大城課長）

　沖縄市より地域包括支援センターにおける住民主体で百歳体操を行う団体、高齢者サロンに

おいて、介護予防の推進を図る目的に介護予防出前講座への講師派遣依頼があった。中部地区

薬剤師会紹介ですこやか薬局具志川店の砂川信子先生が講師を務めた。

(25) メディサポ沖縄より取材　　　　　　　　　　　　　　　 2月21日(水) 県薬＜資料配布＞

（亀谷会長）

　2017年7月に創刊した沖縄本島全域の医療・公共機関や商業施設に設置されている「メディ

サポ沖縄（株式会社ラポート)」より、地域包括ケアシステムの構築に向けて薬局や薬剤師の

関わりについて取材を受けた。亀谷会長と西川常務理事が対応した。

(26) 五者事務担当者打合せ会　　　　　　　　　　　　　 2月21日(水) 那覇市内＜資料配布＞

（山城次長）

　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部が音頭をとって三師会・協会けんぽが集い開催された。
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この打合せ会は、各団体の医療保険担当事務間で情報交換することで各問題点を共有し、解決

に導いていく目的で開催された。

(27) 会報取材　　　　　　2月22日(木) ぎのざ薬局／ 2月28日(水) 沖縄地区税関＜資料配布＞

（大城課長）

　薬局取材で宜野座村在「ぎのざ薬局」訪ねた。伊佐川サヤカ先生、座波里奈先生が取材した。

麻薬探知犬取材で沖縄地区税関那覇空港税関支署を訪ねた。宮城敦子広報委員長、池間記世先

生、伊佐川サヤカ先生、安次富大先生が取材した。亀谷会長も同行した。

(28) 平成29年度第3回財務委員会　　　　　　　　　　　　　　2月22日(木) 県薬＜資料配布＞

（山里常務理事）

 ①平成30年度予算（案）について、収益事業部、一般会計、各々平成29年度決算見込みと、

調剤報酬改定、患者動向等の資料をもとに予算案を確認した。②行政薬剤師会員区分（会費額）

の設置について、目的は、会員増強に向け行政薬剤師の県薬会員加入促進を行なうためである。

行政薬剤師正会員Cを新規設置し、会費額を年額12.000円（日薬会費7.000円含む） とする。③

賛助会員B会費については、現状維持。④パート事務職員の時給(740円→770円）にする。⑤今

期利益の取扱いについては、来期は調剤報酬改定で収益事業は大変厳しい状況が見込まれるこ

とから内部留保する。

(29) おきなわ津梁ネットワーク説明会（薬局向け）　　　　　　2月22日(木) 県薬＜資料配布＞

（西川常務理事）

　沖縄県医師会が勧めるおきなわ津梁ネットワークの薬局加盟促進のための説明会であった。

主に利用料が5,000円/月が3,000円/月に減額されることや健康診断以外の病名の情報も閲覧で

きるようになることの説明がされた。参加者23名で内訳は薬局21名、卸2社、その他1名であった。

(30) 薬事情報センター実務担当者等研修会　　　　　　　　　 2月23日(金) 日薬＜資料配布＞

（吉冨理事）

　薬事情報センターの吉田典子先生が参加した。

　報告資料より、今回の研修会では、改めてPMDAから得られる有益なツールの重要さ、活用方

法について学んだ。今後も継続して会員への迅速な情報提供を行うとともに、PMDAへの副作用

症例報告の推進、RMPの周知、更なるDIリテラシー向上に向けた事業も検討していきたい。

(31) 平成29年度薬剤師の臨床判断に基づく要指導医薬品･一般用医薬品の適正な販売等に関する

　研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月25日(日) 日薬＜資料配布＞

（大城課長）

　上原卓朗先生、盛本直也先生が参加した。

　報告資料より、本研修は健サポ研修Bで行う一般用医薬品販売に関する内容を踏まえたうえ

で、適切な医薬品選択を行うための研修であった。個々にあった医薬品選択という薬剤師の職

能を十分に発揮する研修であるが、OTC販売を行ったことがない薬剤師からすれば、少々ハー

ドルが高いと感じる可能性がある。会員が前向きに捉えられるように、健サポの申請状況等を

考慮したうえで適切なタイミングで研修を実施していく必要があると考えられる。

(32) 第2回糖尿病に関する意見交換会　2月25日(日) 沖縄県口腔保健医療センター＜資料配布＞

（大城課長）

　これまで沖山直美先生が参加していたが、都合により、県立北部病院の徳嶺恵子先生が参加

した。
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(33) 糖尿病と歯周病に関する研修会　　　　　　　2月25日(日) 沖縄県口腔保健医療センター

（大城課長）

　第2回糖尿病に関する意見交換会後に引き続き開催された。

(34) 第3回健康サポート薬局県内100軒実現に向けての研修会　 2月25日(日) 県薬＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　宮原富士子氏(K薬局(浅草)、HAP理事長)が､資料に基づいて､健康サポート薬局を開設する薬

剤師の理念､健康サポート薬局届け出のコツ､健康サポート薬局の質を向上するための内容(地

域住民に対する健康支援)の具体的な方法と活動実績について話された｡参考になる点の多かっ

た研修となった。今回は､約32名が参加した｡参加者アンケートの結果もおおむね好評｡問題点

は相変わらず､在宅訪問の困難さが挙がっていた。

　今後も､継続して健康サポート薬局を増やす取り組みと同時に､質を高める研修を実施して

いく。

(35) 平成29年度日本薬剤師会学校薬剤師部会 くすり教育研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月25日(日) 大阪府薬剤師会館＜資料配布＞

（前濱副会長）

　新垣紀子先生と上里美也子先生が参加した。

　文科省初等中等教育局健康教育・食育課の小出彰宏氏の「これからの学校教育における医薬

品教育について」と題して基調講演があり、会場は満員であった。事例報告としては、3題あ

り①「大阪市における「くすりの正しい使い方講座」の開催について」大阪市健康局健康推進

部植原一嘉氏、②「東大阪市の小学校における“おくすり教室”について」東大阪市立藤戸小

学校養護教諭江上史子氏、③「｢くすり教育」ヘのサポートを見直す　～『くすりは正しく使っ

てこそくすり！ 』実践事例～」日本薬剤師会学校薬剤師部会幹事富永孝治氏であった。

(36) 管理者会議 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月27日(火) 県薬

（山城次長）

　各会営薬局、薬事情報センター、試験検査センター、事務局の管理者が集い2 ヶ月に1回開

催し、各事業所の状況等を報告し情報交換している。

(37) (株)琉薬･(株)ダイコーより来訪　　　　　　　　　　　　　2月28日(水) 県薬

（亀谷会長）

　沖縄県医師会が勧めるおきなわ津梁ネットワークについて、沖縄県医師会より琉薬・ダイコー

沖縄に対して薬局の加入促進への協力依頼があったことで、今後両社が取り組んでいく上で当

会への挨拶があった。

(38) 新八重山病院における敷地内薬局の誘致について　　　　　　　　　　　　 ＜資料配布＞

（亀谷会長）

　新県立八重山病院における敷地内薬局の誘致について、取り急ぎメールにて理事の皆様に了

承を得て、県病院事業局局長あてに反対の意思表示を書面にて提出した。今後必要な機関に対

して申し入れしていきたい。

(39) 会営薬局うえはらの賃貸契約の継続について　　　　　　　　　　　　　　 ＜資料配布＞

（山城次長）

　会営薬局うえはらの土地建物賃貸契約が平成30年3月23日で10年間の期間満了となる。家主

と公証人役場をとおして琉大病院移転の頃までの期間での再契約を交渉している。
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(40) 会営薬局の状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜資料配布＞

（山城次長）

　会営薬局とよみにおいて3月末で薬剤師が退職する。既存の職員が不安がっているが、薬剤

師不足から中々補充は困難である。引き続き会営薬局うえはらからの応援体制を行っていくが、

理事の皆様の応援と共に薬剤師の紹介をお願いしたい。

報告（薬連）

(1) JPLフォーラム2018　　　　　　　　　　　 2月11日(日) 主婦会館プラザエフ＜資料配布＞

（前濱副会長）

　女性の集いで沖縄県薬剤師連盟総務役員として新城光枝総務と前濱が参加した。

　都道府県薬剤師連盟単位での活動計画（小規模フォーラム、本田あきこＤＶＤ上映、薬局訪

問等）や日本薬剤師連盟に要望等をしたいことを議論した。

(2) 本田あきこと語る会　　　　　　　　　　　2月24日(土) ANAクラウンプラザホテル熊本

（亀谷会長）

　前濱総務と参加してきた。これから本田あきこ支援を盛り上げていくために熊本県薬剤師連

盟主催で開催された。

 Facebook をご覧下さい！

下記アドレスより、お待ちしております。ホームページからも閲覧できます。

https: / /www.facebook.com/okinawaopa

お知らせ
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平成30年度 第１回理事会 議事概要

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年4月14日（土）19:00 ～ 21:30

　　　　　　　　　　　　場所：沖縄県薬剤師会館 研修室

　　　　　　　　　　　　進行：前濱副会長

＜出席者＞

　会　　　長：亀谷浩昌

　副　会　長：外間惟夫、前濱朋子、江夏京子

　理　　　事：山里　勇、笠原大吾、村田美智子、川満直紀、西川裕

　　　　　　　成川賢一、佐藤雅美、我喜屋美香、新垣秀幸、上原卓朗

　　　　　　　幸地良信、下地仁、渡具知一枝、荒井千春、吉田洋史

　監　　　事：友利弘一

　欠　　　席：吉冨弓江 

　事　務　局：山城英人、大城喜仁、前原里江

議題

(1) 会営薬局うえはら賃貸契約更新について　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

（山城次長）

　10年毎の契約更新だった。琉球大学医学部附属病院の移転予定完了日が平成37年3月となっ

ていることと合わせて、平成37年3月までの7年契約とした。再契約更新してよろしいか。

　異議なく承認された。

(2) こども医療費助成制度現物給付方式導入に伴う事務取扱に関する契約締結について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

　異議なく承認された。

(3) 委員会委嘱について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

（山城次長）

　薬学生実務実習受入委員会に新しく南部地区から川上善久氏の推薦がある。

（我喜屋理事）

　南部地域の南城市周辺が実務実習薬学生を受入する薬局が手薄なためサポートしていただけ

る指導薬剤師として提案した。本人からは承諾いただいている。

　異議なく承認された。

(4) その他

（山城次長）

　平成28年3月の臨時総会において、役員報酬の限度額を増額したが、平成28年度と平成29年

度は限度額600万以内のところ、602万と2万ずつの計2カ年分4万円が超過している。理事各位
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にはご理解いただき、超過分の返金をお願いしたい。大変申し訳ありませんでした。

　異議なく承認された。

報告（会）

(1) 会営薬局の調剤保険料等について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

(2) 平成29年度自殺予防対策事業ゲートキーパー養成研修会　　 3月4日(日) 県薬＜資料配布＞

（村田常務理事）

　毎年3月に開催している。今回は学校薬剤師部会と共催した。講義1では県から国・県の現状

を報告いただいた。講義2では養護教諭から学校現場での話をしていただいた。自殺者が最も

増えるのは夏休み明けの9月1日であるほか、学校の長期休業明け直後に自殺者が増える傾向に

あるため、この時期に学校や地域、家庭において児童生徒の見守りの強化や相談・講演などの

対応を集中的に行うことは効果的であると考えられるとのこと。学校教育の取り組みでは児童

生徒が命の大切さを実感できる教育や生活上の困難・ストレスに直面した時の対処法を身に付

けさせるための教育を推進しているとの話であった。

(3) 平成29年度　医療機器販売等の営業所管理者･医療機器修理業の責任技術者に対する

　継続研修～高度管理医療機器継続研修会～　　　　 3月4日(日) 大濱信泉記念館＜資料配布＞

（吉田理事）

　5名の参加があった。

(4) 平成29年度薬剤師認知症対応力向上研修 in 石垣 3月4日(日) 大濱信泉記念館＜資料配布＞

（大城課長）

　講師は医薬分業対策委員会の中尾滋久氏が務めた。3名の参加があったと報告を受けている。

(5) 豊見城中央病院訪問 					     3月5日(月) 豊見城中央病院

（山城次長）

　豊見城中央病院移転に際し、敷地内に既存の薬局を優先して誘致したい旨の話を頂いた。亀

谷会長と共に訪問した。

(6) 社会保険診療報酬支払基金　幹事会

　　　　　　　　　3月7日(水) ･4月11日(水) 社会保険診療報酬支払基金沖縄支部＜資料配布＞

（亀谷会長）

　主に平成30年度4月期職員の人事異動の件と、ITを活用した効率化について説明があった。

(7) 平成29年度第5回地域保健委員会 			   3月7日(水) 県薬　＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　薬局薬剤師によるアウトリーチ型健康作り推進事業を2年間続けて実施し、同事業の報告を

年度末でまとめ、会計等も含め県の監査も終え、国に提出した。報告書は参加いただいた先生

方や薬局、関係各所に順次配布する。

　第231回全国嫌煙アドバイザー育成講習会が2月18日（日）に実施された。参加者は約50名（薬

剤師は25名）。当会認定の禁煙支援薬剤師の養成講習も兼ねており、薬剤師25名のうち認定更

新者11名、新規認定取得者14名であった。禁煙支援薬剤師には当会認定薬剤師に該当するかを

確認し、該当者には当会禁煙支援認定薬剤師バッジを配布する。禁煙サポート薬局を希望する

薬局にはステッカーと資料を1冊ずつ配布。今後も禁煙支援について周知を図る。

　地域ケア会議について、自立を支援する地域ケア個別会議の助言研修会が1月14日（日）に

実施された。参加者は75名（薬剤師19名）。地域ケア会議での薬剤師の役割がイメージできず、
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多職種と一緒になって参入しにくい現状を踏まえ、薬剤師会として研修会の実施を計画中。薬

剤師不足も否めず、本格的に参入するにあたり、各薬局間での連携面の強化が必要になって

くる。

(8) 平成30年度調剤報酬改定等説明会

　　　　　　　　　　　　　　　　3月8日(木) TKP市ヶ谷カンファレンスセンター＜資料配布＞

（川満常務理事）

　医療保険委員会の仲真委員長と宮城幸枝委員の2名が参加した。

(9) 平成29年度第2回健康づくり推進協議会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3月8日(木) 全国健康保険協会沖縄支部＜資料配布＞

（我喜屋理事）

　年2回実施される協議会で、今回は22名が出席。

　特定健診事業について、平成29年度実績評価（暫定値平成30年1月現在）は受診率43.0%、被

扶養者に関しては那覇市と共同でナイト健診（夜間実施）を行った。今後は、受ける側と健診

する側の時間の調整が必要。特定保健指導事業について、平成29年度実績評価（暫定値平成30

年1月現在） は実施率17.1%であった。特定保健指導利用勧奨･拒否事業所の理由として、「時間

がない」が57.6％、「必要無し」が13.6％であった。計画・方針として、保健師等の育成体系

の見直しや個人向け通知の強化をすることになっている。

　重症化予防事業について、対象者の9割が高血圧・高血糖の未治療者 AUDITを活用した節酒

支援であった。生活習慣病のリスクを高める飲酒の量は全国と比較し男性2倍、女性1．5倍多い。

「節度ある適度な飲酒量の普及啓発」ポスターの配布をしていく。糖尿病性腎症の対象患者の

重症化予防事業のプログラム利用者は13名であった。

　福寿うちな～健康宣言について、健康経営宣言事業所は69事業所 （健康経営を実践する事業

所に取り組み内容を宣言してもらいサポートする事業）で、「がんじゅうさびら表彰」に2社が

受賞した。 

　データヘルス事業について、目標として35 ～ 74才の男性の中性脂肪を5％減らす。モデル事

業所11社が2年間のプログラムを終了。今後、取り組みのコアになるべく、項目にあるアルコー

ルとタバコをセットで考えてほしい。

(10) 平成29年度第4回地域医療支援病院運営委員会･平成29年度友愛会地域連携懇親会

　　　　　　　　　　　　　　　　3月8日(木) ロワジールホテル&スパタワー那覇＜資料配布＞

（亀谷会長）

　豊見城中央病院主催の地域連携会議が、年度末に懇親会を兼ねて開催され、出席した。

(11) 日本薬剤師会 第90回臨時総会　　3月10･11日(土･日) ホテルイースト21東京＜資料配布＞

（亀谷会長）

　山本信夫日本薬剤師会会長が満票で3選。副会長候補者には、現職の乾英夫氏133票、川上純

一氏127票、森昌平氏と安部好弘氏が124票、田尻泰典氏が112票（有効投票数146票）の得票を

得て当選した。山本会長は医薬品医療機器法（薬機法）の見直しや薬剤師の需給問題、消費税

問題、 診療報酬改定への対応などに重点的に対応すると挨拶の中で述べていた。薬機法につい

ては、「単に販売制度という限定的な範囲にとどまらず、将来の薬剤師の存在そのものを検討

するべき時期だと捉えたい」 と述べた。偽造医薬品の流通や調剤報酬の不正請求、医薬品の 

不正販売などの問題を振り返り、「真筆に反省し、失いかけた信頼回復に取り組む」 と決意を

示し、その取り組みの一環として「薬剤師行動規範」を制定したことを報告した。併せて、か



－ 119－

おきなわ薬剤師会報　平成30年 9 ･ 10 ･ 11月号

かりつけ薬剤師・薬局の充実と健康サポート薬局の増加を図ることで、地域から信頼される薬

局・薬剤師を目指す考えを示した。その他、平成30年度事業計画が示された。

(12) 九州山口各県薬剤師会懇親会(日薬総会後)　　　　　 3月10日(土) ホテルイースト21東京

（亀谷会長）

　各立候補者が支持を訴えた。和気あいあいとした懇親会だった。

(13) 講師派遣（「在宅医療のための無菌調製講座 in 下関」）　　　3月10日(土) 海峡メッセ下関

　（「在宅医療のための無菌調製講座 in 徳山」）　　　　3月11日(日) 徳山中央病院＜資料配布＞

（荒井理事）

　講師依頼を引き受け、講演した。

(14) 平成29年度第14回学校薬剤師部会役員会　　　　　　　　 3月11日(日) 県薬＜資料配布＞

（前濱副会長）

　研修会・総会の日程の確認を行った。その他に ①環境衛生検査全項目実施に向けて検査機

器の購入を教育委員会に働きかける。 ②騒音測定の毎年実施の要請が県教育委員会よりあり。 

③試験検査センターの新規事業への協力、自主点検項目として残留物ふき取り検査の実施を工

業高校調理科、認定こども園などに提案していく。

(15) 平成29年度「健康おきなわ21」推進協議会 　　　　　　3月12日(月) 県庁　＜資料配布＞

（前濱副会長）

　健康おきなわ21（第2次）の中間評価について 、平均寿命が平成27年は平成22年に比べて男

女とも延伸している。健康おきなわ21の第2次においては、健康寿命と平均寿命の差、つまり

日常生活に 制限のある 「不健康な期間」を縮小することが重要とし、全体目標の指標 に設定。 

男性では伸びているものの、女性では短くなっている。健康寿命の延びと平均寿命の延びを比

較すると､男性の健康寿命の延びは平均寿命の延びを上回っていますが、女性の健康寿命は短

くなっており、平均寿命の延びを下回っている。

　疾患別の年齢調整死亡率は、全死因において平成22年に比較して平成27年は男女とも減少し

ているが、30 ～ 60歳代においては全国より高い傾向が続いている。心疾患や脳血管疾患につ

いては、男女とも年齢調整率が減少しているが、脳内出血のように明確に改善がみられない個

別の疾患もある。また、大腸がんと子宮がんでは増加する傾向がみられた。肝疾患は増加傾向

にあるうえ、都道府県順位において男女とも47位となっており、働き盛り世代の多量飲酒や食

生活の乱れが懸念される。

　健康を支え守るための社会環境の整備について、健康おきなわ21（第2次）においては、社

会全体が相互に支えながら健康を守るための環境整備に取り組んでいる。｢健康づくり推進協

議会設置市町村数」「チャーガンジュー応援団登録数」「健康増進計 画策定市町村数」「職域や

関係機関と連携した健康づくりを実施している市町村数」は増加し、前期目標を達成している

が、「食生活改善推進員の人数」「食生活改善推進協議会設置市町村数」「健康づくり推進員養

成（育成）市町村数」は前期目標を達成できていなかった。社会環境整備において、健康づく

りに関わる人材育成が課題。沖縄県では、引き続き、地域のつながりを活かし、社会全体で健

康づくりに取り組む環境整備の強化を図る。

(16) 健康づくり支援事業推進委員会　　 3月13日(火) 沖縄県総合福祉センター　＜資料配布＞

（渡具知理事）

　平成29年度健康づくり支援事業の事業実績として、『リーダー養成講習会」の実施報告があっ

た。八重山地区で行われ、当会の幸地理事が講演した。参加者は40名。平成30年度事業計画と
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して、今年度はリーダー養成講座と題し北部地区で実施する予定。

(17) 平成29年度沖縄県薬物乱用防止協会第2回理事会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月14日(水) サザンプラザ海邦＜資料配布＞

（前濱副会長）

　子供向けに以前から検討されていた標語が決定した。ポスター完成後、各学校に配布予定。

キャラクターも作成中である。

「いほう薬物は、はっけよい」

　は・・・いほう薬物は、はっきりことわる

　つ・・・いほう薬物は、つかわない

　け・・・いほう薬物は、けんこうに悪い

　よ・・・いほう薬物は、よく考えて

　い・・・いほう薬物は、NO ！！

(18) 平成29年度第1回沖縄県防災会議幹事会　　　　　　　　3月15日(木) 県庁　＜資料配布＞

（吉田理事）

　指定地方行政機関に国土地理院沖縄支所が追加された。主な業務は、「地殻変動の監視に関

すること」、「災害等における地理空間情報の整備・提供に関すること」、「復旧・復興のための

公共測量における指導・助言に関すること」とされる。

　次に、沖縄県地域防災計画の修正案が提示されていた。沖縄県災害医療マニュアルの策定（平

成29年3月制定）に基づく修正、沖縄県災害医療本部の組織体制を明確化、情報収集と共有方

法の追記、県・市町村・DMAT・DPAT・医療機関等の医療救護実施の際の活動を明確化、傷病者

の搬送調整、航空拠点臨時医療施設（SCU）の設置を明記することが盛り込まれている。

(19) 第5回沖縄県医療費適正化検討委員会 		 3月15日(木) 県庁　＜資料配布＞

（亀谷会長）

　後発医薬品の使用促進や医薬品の適正使用の促進、地域包括ケアシステム、在宅医療の推進

など、これらのことを通して医療費適正化に繋げてほしいとのことであった。

(20) 平成29年度沖縄県後発医薬品安心使用促進協議会	 3月15日(木) 県庁　＜資料配布＞

（江夏副会長）

　沖縄県の後発医薬品の使用状況は平成29年9月現在において全国1位：80.4％。2位が77.3％

で鹿児島県、3位が岩手県75.9％である。国の方針として、数量シェア80%の達成時期は、平

成32年9月となった。沖縄県としての第三期医療費適正化計画案について、計画期間は、平成

30年度から平成35年度までの6年間とし、医療の効率的な提供の推進に関する第三期の目標を

80％以上とした。

　各関係機関の取り組み状況について、当会では、後発医薬品使用促進のためのポスターを作

成し、全保険薬局へ配布している。各薬局では、受付時に患者さんに後発医薬品について説明

し使用促進を行っていると報告した。他に、薬剤師会としては、医療機関が処方せんを発行す

る際に、一般名処方してもらえば後発医薬品の使用促進が図られる事と、沖繩県の広報（テレ

ビコマーシャル）で後発医薬品についてもっと周知して頂きたいことを要望した。

(21) 沖縄県体育協会スポーツ医･科学委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月15日(木) 沖縄県体協スポーツ会館＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　沖縄県体育協会のスポーツ医・科学委員会のスポーツファーマシスト部会の会議が開催された。
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　平成30年度サポートプログラム説明会について、スポーツ医・科学サポートプログラムを実

施する各部会のサポート内容をより多くの監督・選手に理解してもらうとともに、積極的な活

用を促進し、本県の目標である国体の男女総合成績30位台の安定的な確保に寄与するために説

明会を実施することが決定した。

　平成30年度サポートプログラム募集について、募集期間は4月下旬～ 5月上旬とし、対象チー

ムの選定は平成30年6月下旬開催予定のサポートプログラム調整会議および第1回スポーツ医・

科学委員会で承認後、第一回競技力向上対策委員会で決定することになった。ファーマシスト

部会による講習会などを追加し、料金表に講習会も加える。

　また、同会議において、琉球大学に薬学部の創設を求める署名活動の協力よびかけを、事務

局の大城課長と行った。

(22) 平成29年度第2回試験検査センター委員会　　　　　　　　3月15日(木) 県薬＜資料配布＞

（前濱副会長）

　委員会において、平成28年度試験検査機関間比較による技能試験（厚労省）の結果を資料と

して配布し、Zスコアなどのデータ説明を行い、当会試験検査センターのデータに異常が無い

ことを報告した。

　平成30年度の試験検査センターでの新たな取り組みについて提案があった。在宅支援の個人

宅や老健施設などでダニ又はダニアレルゲン検査の実施検討について、各委員により、検体の

採取方法、検査結果に対するサポートや検査対象などについて審議された。また、料金につい

ては検査に妥当な値段を設定すること、会報などで広報することなど具体的な意見も多くいた

だいた。他に、増やしていきたい検査項目として室内化学物質やATPふきとり検査の説明があっ

た｡検査項目を増やすことについては､山里委員の意見を受けて、ダニ又はダニアレルゲン検査

を実施した後に、改めて検討することとなった。野崎委員長からは、ATPふきとり検査について、

調理場などでとても有用な検査であるとのことであった｡村田委員からは検査方法の資料につ

いて細かな質問をいただいた。

　年度末の急な委員会開催にもかかわらず､建設的な意見が多くあり、次年度に向けて良い一

歩を踏み出せそう｡

(23) 沖縄県医療審議会･医療法人部会･有床診療所部会　　　 3月16日(金) 県庁　＜資料配布＞

（亀谷会長）

　平成32年2月25日まで医療審議会委員に委嘱された。医療審議会会長に安里哲好沖縄県医師

会会長が選出された。第7次沖縄県医療計画案が審議され、承認された。南部徳洲会病院を地

域災害拠点病院として指定することが承認された。　法人部会では医科4件、歯科4件の法人設

立が承認された。重度障害小児の入院施設として、くくる診療所に5床が認められた。

 (24) 絵本とわたしの物語展 沖縄展オープングセレモニー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3月17日(土) 沖縄県立博物館･美術館＜資料配布＞

　前濱副会長が参加した。

（江夏副会長）

　絵本の歴史、同じ絵本でも国によって内容が異なること、読み聞かせの重要性、絵本の変遷

等が展示されていた。一週間ほど開催された。

(25) 沖縄県薬剤師会　第77回臨時総会　　　　　　　　3月18日(日) 県薬＜資料配布＞

(26) 沖縄県警より来訪　　　　　　　　　　　　　　　3月19日(月) 県薬＜資料配布＞
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（大城課長）

　沖縄県警察本部では、爆発物使用によるテロ対策に関する協議会を構築している。沖縄県爆

発物原材料対策協議会と称し、沖縄県における爆発物使用によるテロの未然防止に資するため、

警察関係機関、民間事業者が緊密に連携し、継続的に各種テロ対策を推進することを目的とす

る。当会も協議会に参加してほしいと依頼があったので理事の中から選出の予定である。

(27) 那覇警察署より来訪　　　　　　　　　　　　　　 3月19日(月) 県薬＜資料配布＞

（大城課長）

　3月27日から29日までの3日間、天皇皇后両陛下が沖縄県を訪問されるということで、薬剤に

関して不審な情報（大量に購入しようとする、劇薬や珍しい薬品の問合せ等）、薬品の盗難、

不審者（物・情報）を発見した際には、速やかに通報してほしいとのことであった。当会とし

ては、Weeklyニュースで会員に周知を図った。

(28) 沖縄県衛生環境研究所　新社屋見学　　　　　　　 3月22日(木) 沖縄県衛生環境研究所

（大城課長）

　亀谷会長と共に訪問した。所長は薬剤師の上里林氏、案内役も薬剤師で会員の佐久川さつき

氏であった。

(29) 平成29年度第1回沖縄県防災会議　　　　　　　　　3月22日(木) 県庁　＜資料配布＞

（亀谷会長）

　沖縄県防災会議運営要領は、沖縄県防災会議条例第6条の規定に基づき、沖縄県防災会議の

議事及び運営に関し必要な事項を定められている。沖縄県災害医療マニュアルの策定に基づく

修正がある。

　・沖縄県災害医療本部の組織体制を明確化

　・情報収集と共有方法の追記

　・県･市町村･DMAT･DPAT･医療機関等の医療救護実施の際の活動を明確化

　・傷病者の搬送調整､航空拠点臨時医療施設(SCU)の設置を明記

(30) 平成29年度第3回医療保険委員会　　　　　　　　　3月22日(木) 県薬　＜資料配布＞

（川満常務理事）

　調剤報酬改定等説明会の役割分担、時間配分等の確認をした。調剤報酬請求業務講習会は来

年3月頃に開催予定。

(31) 平成29年度南部徳洲会病院 第3回地域連携懇親会

　　　　　　　　　　　　　　　 3月22日(木) ロワジールホテル&スパタワー那覇＜資料配布＞

（亀谷会長）

　2年連続で乾杯の音頭を任された。薬学部創設に向けての署名活動の協力についての告知も

兼ねて挨拶させていただいた。熱心に耳を傾けていただいた。その後、数名のドクターから協

力したいと嬉しい言葉をいただいた。

(32) 薬局ビジョン事業打合せ会議　　　　　　　　　　 3月22日(木) 県薬　＜資料配布＞

（西川常務理事）

　平成30年度患者のための薬局ビジョン推進事業応募書の作成に向けて話し合いを実施した。

地域保健委員会から笠原理事、在宅委員会から石田委員、医薬分業対策委員会からは私と吉田

理事が出席し、各一案を考え、その中から一つを選ぶという形式の会議を行った。他に、沖縄

県保健医療部衛生薬務課からも参加いただいた。地域保健委員会からは「地域連携を担う人材

育成事業として地域ケア会議の模擬会議を行って各地区で地域ケア会議に参加できるリーダー
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を計画的に育成する事業」、在宅委員会からは「在宅業務を行っている薬局に見学することで

不安や疑問点の解消、ノウハウの習得を目指した事業」、医薬分業対策委員会からは「電子お

薬手帳の普及を目的に助成事業」の提案があった。話し合いの結果、応募の実施事業名を「電

子版お薬手帳導入助成事業」とした。応募事業の概要については、①既存電子版お薬手帳シス

テムを薬局に導入させる取組を実施すること。②利用者層拡大への取組を実施すること。③実

施内容を協議するための協議体等を構成。応募の結果は、5月末を予定、早ければ6月頃から実

施していく。

(33) 平成29年度沖縄県献血推進協議会　　　　　　　　　　　 3月23日(金) 県庁＜資料配布＞

（前濱副会長）

　若年層の献血者確保について西川理事と相談してきた内容を同会議にて提案した。健康とお

くすり相談会などで、献血コーナーを設置し献血促進パンフレットの配布などで協力すること。

献血時の希望者に配布される検査データの説明を薬局で受けることができるなどのアピールを

することで、健康な青年の献血者確保につなげられないか。学校におけるくすり教育などに献

血の話も加えて欲しいとの要望が以前からあることから、献血について知識を深めるための学

校関係者向け献血についての講習会に学校薬剤師も参加させてほしいと伝えた。

(34) 平成30年度集団指導・調剤報酬改定等説明会　　　　　　 3月25日(日) てだこホール

(35) 会営薬局移転検討委員会　　　　　　　　　　　　　　　 3月26日(月) 県薬＜資料配布＞

（川満常務理事）

　豊見城中央病院移転に伴う調剤薬局運営事業における優先交渉権の付与に関する文書が届い

た。会営薬局とよみが選択すべきあらゆることを想定してみても、いろいろと厳しい条件下で

の選択になるだろう。あらゆるパターンの経営シミュレーションやメリット・デメリットを考

え、データ等の作成をしていく。会営薬局の意義を含めて次回委員会で検討していく。

(36)認定薬剤師取得へ向けた継続セミナーに関する打合せ会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月27日(火) 福岡県薬＜資料配布＞

（外間副会長）

　平成29年度開催の腎臓および腫瘍領域のセミナーを終えて、各県薬剤師会や受講者の立場か

らの要望等の意見交換が行われた。当日の飛び込み参加者への対応、受講者募集方法の現状と

対策などが主に話し合われた。

(37) 平成29年度第5回薬学生実務実習受入委員会　　　　　3月27日(火) 県薬＜資料配布＞

（我喜屋理事）

　理事会で中部地区の福地健治氏が新委員に委嘱されたことを報告。平成31年度実務実習（新

コア対応の実習）の仮マッチング（九州山口地区：31名）が決定した。実務実習受入薬局合同

事前説明会を4月11日に開催した。司会、地区別担当紹介を古堅委員、実習スケジュールを宮

城委員、外部実習・トラブルに関して平田委員、平成30年の実習について佐藤委員長が説明を

した。平成30年度認定実務実習指導薬剤師養成・更新講習会の開催日程及び担当者について確

認した。アドバンストワークショップを10月21日（日）9時から17時に開催。病院薬剤師会に

も同時に案内する予定。宮古・八重山地区でも認定実務実習指導薬剤師養成・更新講習会開催

する予定。次年度のワークショップ参加者6名が決定した。

(38) 平成29年度第3回沖縄県地域医療対策協議会　　　　　　　3月28日(水) 県庁＜資料配布＞

（江夏副会長）

　亀谷会長の代理で参加した。今回のテーマは医師派遣等についてであった。沖縄県では臨床
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研修医全員にかかる医師派遣等の加算の対象となる病院は琉球大学医学部附属病院のみで、そ

こから各病院に派遣される。派遣人数は算定の基準があって、沖縄県では平成29年度末で50名

の実績があった。加算の対象となる医師は、医師免許取得後7～ 15年未満で、臨床経験を積ん

だ医師の中から派遣される。沖縄県は、平成30年度はプラスになるので、この承認を協議会で

行った。沖縄県行政運営プログラムについて、沖縄県立北部病院と北部地区医師会病院の統合

計画について着実に連絡を取りながら進めていくとの報告があった。

(39) 地域ケア会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月28日(水) アルカディアビル

(40) 平成29年度九州厚生局との連絡会議　　　　　　　　　　3月29日(木) 県薬＜資料配布＞

（亀谷会長）

　平成29年度の個別指導等実施結果について、指摘事項で1番多いのは薬学管理料に係る事項

であった。そして、平成30年度の個別指導等の計画で、指導対象の保険薬局を選定する話が

あった。

(41) 平成29年度災害医療マニュアル検討会議･懇親会　　　　　3月29日(木) 県庁＜資料配布＞

（吉田理事）

　災害医療マニュアルについて、以下5項目が追加された。①行政圏と保健医療圏の要図を追加、

②DMAT活動拠点本部の設置場所を地域医療本部と同じにする、③県災害医療本部における判断

と処置事項の明確化、④SCU（広域搬送拠点臨時医療施設）の設置：沖縄県内で対応できない

ものを近隣の県に移送するための空港施設の設置、⑤関係様式集の改定、が追加された。

　災害医療マニュアルの策定に伴い、今後調整が必要な事項として、①災害薬事コーディネー

ター及び災害薬事センターの設置、②公衆衛生に関する事務マニュアルの作成、が追加された。

(42) なごみ会主催県民健康フェア第1回実行委員会　3月29日(木) 沖縄県医師会館＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　医師会の白井委員より、平成29年度沖縄県医療保健連合（なごみ会）幹事会において、全会

一致で、平成30年8月19日(日）に沖縄コンベンションセンターにて開催が決定したことが述べ

られた。

　沖縄県保健医療福祉事業団の補助金については、昨年度は1割カットされ270万円となってい

たが、今年度には300万円計上され、先日開催された事業団理事会にて承認されたが、事業団

は共催の性格上、なごみ会にもある程度の資金負担は必要と留意するよう説明があった。

パンフレット広告及び協賛に係る業務を広告代理店ワールド広告社へ､会場設営をエムズヘ委

託しても良いか提案があり、特に異議なく承認された。

(43) 平成29年度在宅医療委員会主催研修会	　　　　　　　　　3月31日(土) 県薬＜資料配布＞

（荒井理事）

　講師に山口県薬剤師会理事の戸田康紀氏を招き、「実績ゼロからの在宅のはじめ方」をテー

マに研修会を実施した。ケアマネージャーとの連携の取り方についてご講義いただいた。次年

度はさらに具体的な研修で在宅医療を推進する目的の講演会を計画したい。

(44) 平成30年度第1回広報委員会　　　　　　　　　　　　　　4月2日(月) 県薬＜資料配布＞

（大城課長）

　主に、平成30年3.4月号（292号）の編集であった。他に、国公立大学への薬学部創設に向け

て、新聞社やラジオ放送等を利用して広報活動を行っていくことが話し合われた。

(45) 平成30年度調剤報酬改定等説明会　　　　　　　　 4月6日(金)八重山･4月12日(水)宮古

(47) 会営薬局とよみ 事務会議　　　　　　　　　　　　4月10日(火) 会営とよみ
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(48) 平成30年度実務実習受入薬局向け説明会 	 　　4月11日(水) 県薬＜資料配布＞

（佐藤理事）

　平成30年度受入予定学生数は10大学から33名予定している。説明会参加人数は指導薬剤師27

名（講師含む）。長崎国際大学の立石正登教授にも急きょ参加して頂き「新コア対応のトライ

アル実習」について「長崎国際大学版手引き」を用いて説明頂いた。日薬作成の手引きの発売

が遅れていること（5月発売予定）、また、長崎国際大学版の内容が非常にシンプルにまとめら

れていたこともあり、トライアル実習に不安があった指導薬剤師にとっても良い説明会になっ

たのではないかと思う。

(49) 敷地内薬局設置に関する意見交換会 			  4月12日(水) 沖縄県立八重山病院

（亀谷会長）

　敷地内薬局に反対している理由を述べ、期限付きの誘致も含めて反対の意見を伝えた。結論

は出なかった。次の意見交換会は未定である。

（友利監事）

　陳情に至った経緯を詳しく知りたい。

（亀谷会長）

　経緯については山川典二議員が県議会で新沖縄県立八重山病院の敷地内薬局の問題について

質問をした。反対のニュアンスで質問をしていたということで、薬剤師会としては、本来敷地

内薬局には反対であることから山川議員と連絡を取り、今後どうした方がよいのか相談をした

所、県薬からも陳情をした方が効果があるのではないかという話になったためである。

（友利監事）

　一応は反対という考えであると思うが、気にかかるのは、豊見城中央病院の移転で優先交渉

権の付与に関するお知らせがあるが優先交渉権の内容はどのようなものか。

（亀谷会長）

　豊見城中央病院側は、現存の門前の薬局に、できれば入ってもらいたいという要望で申し出

があった。

（友利監事）

　敷地内にか。

（亀谷会長）

　敷地内と決まっているわけではない。

（友利監事）

　薬剤師会として反対という方針の中で、敷地内に入るのはどうか。

（亀谷会長）

　私見では、反対だから入らないという選択肢がある。もしくは、入ることで会の主張を通す

という選択肢がある。面展開の役割を担うことを主張する。入らないということを貫いて、大

規模薬局が入ったと仮定した場合、面展開ができない可能性が出てくる。

（友利監事）

　入ってしまうといろんな理由付けはできる。しかし、厳しい。日本薬剤師会もそのような考

え方なのか。

（亀谷会長）

　日本薬剤師会はそうではない。
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（下地理事）

　この件はとても大きな問題なので、特別に時間を設けて協議すべきではないか。特別議題と

して近日中に理事会を開催してはどうか。

　特別議題として早急に臨時理事会を開催することになった。

(50) 八重山地区薬剤師会役員との懇談会　　　　　　 4月12日(水) 石垣市内

(51) 平成30年度地域医療介護総合確保基金(医療分)にかかる都道府県個別ヒアリング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月13日(金) 厚生労働省　＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　健康サポートモデル化事業について提案しているところ、県医療保健部医療政策課より新規

事業について厚労省へのヒアリングに同行してほしい旨の依頼があり、同行出張をした。地域

医療構想の達成に向けた取り組み状況として、個別医療機関の整備に関する分野で相談し、健

康サポート薬局が現時点で県内に3軒しかないが、2025年までに100軒を目標にする。個別ヒア

リングでは、始めに諸見里医療政策課長から説明があり、今後実施したいと考えている新規事

業について5分ほどで説明した。特に質問は無かったが、厚労省からの要望として、もう少し

区分Iに合致するように作文をすることが求められた。

(52) 会営薬局とよみ 薬剤師会議　　　　　　　　　　　4月14日(土) 会営とよみ

(53) 琉球大学への薬学部(科)創設に関する署名活動について　　　　　　　　　 ＜資料配布＞

（山城次長）

　3月6日から4月19日までの署名活動への協力依頼として各企業や団体等に訪問している。現

在5万9636筆が集まり、目標の5万筆を達成している。さらに、影響力のある数値まで伸ばしたい。

(54) 沖縄県内への薬学部創設に向けて（記者会見）　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

(55) 麻しん(はしか)患者の発生について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

（大城課長）

　新聞での報道後、啓発ポスター等は無いか薬局から問い合わせがあった。小児保健協会より

A4版チラシを入手できた。但し、最新版を作成することで検討しているとのこと。広報としては、

県薬のホームページに国立感染症研究所麻疹の頁をリンクし、最新情報頁に本紙を掲載、学薬

頁にも掲載し、FAX一斉同報も行った。

(56) 第36期(平成30.31年度)代議員選挙･補欠の代議員選挙結果の告示について　＜資料配布＞

（山城次長）

　日薬の代議員と補欠代議員の結果の告示が届いている。沖縄県薬剤師会からは、亀谷会長と

前濱副会長の2名が選出されている。補欠代議員には江夏副会長が選出された。

(57) 5月幹事会の日程変更について　〔5月第1火曜日(5/1)→第2火曜日5/8へ〕

(58) 会営薬局うえはら、とよみの薬剤師の状況について　　　　　　　　　　　 ＜資料配布＞

(59) その他
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報告（薬連）

(1) 衆議院議員コクバ幸之助自民党副幹事長就任祝賀激励会　実務者会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3月14日(水) コクバ幸之助後援会

（山城次長）

　実務者会議に出席した。

(2) 沖縄市長 くわえ朝千夫　事務所開き　　　　　　　3月9日(金) くわえ朝千夫後援会事務所

（山城次長）

　中部地区の新城総務と事務所開きに参加した。

(3) 沖縄県薬剤師連盟若手薬剤師フォーラム･懇親会　　 3月17日(土) 県薬＜資料配布＞

（山城次長）

　若手に限らず、多くの関心のある方が参加された。約30名。山川典二県議会議員と、岩本研

日薬連盟幹事長、小野春夫日薬連盟副幹事長の講話と、特別講演として渡嘉敷奈緒美環境副大

臣に講話いただいた。

(4) 与那原町長選挙候補予定者　仲里司氏来訪　　　　　3月26日(月) 県薬

（亀谷会長）

　ニシメ恒三郎議員からの依頼を受け、応援要請の訪問に応じた。

(5) 平成29年度定時評議員会 　　　　　　　　　　 3月28日(水) スクワール麹町＜資料配布＞

（亀谷会長）

　日薬会長の山本氏が連盟の会長に就任した。監事に高祖順一氏、大森章氏、麻生忠男氏が選

ばれた。来年の参議院議員の選挙の際の沖縄県の得票目標を3,400票と示されている。

(6) くわえ朝千夫　必勝！ 総決起大会　　　　　　　　 4月12日(木) 沖縄市民会館

（山城次長）

　大雨の中、江夏副会長と上原卓朗理事、石川恵市先生、事務局からは大城課長と職員の宮城

が参加した。

(7) 与那原町長選挙に伴う仲里ツカサ氏への推薦状交付　4月13日(金) 仲里ツカサ後援会事務所

（亀谷会長）

　推薦状を交付した。

(8) 岸田文雄 自民党政調会長を囲む懇談会

　　　　　　　　　　　　　　　　4月13日(金) ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

（亀谷会長）

　陳情を直接してはどうかと申し出があり、良い機会なので受けた。直接、政調会長に陳情で

きたので良かった。

(9) 福井照沖縄担当大臣との昼食会　　　　　　　　　　4月14日(土) ロワジールホテル那覇

（亀谷会長）

　四師会の中では医師会と薬剤師会が招かれ出席した。1分間の発言の場が与えられたので、

琉球大学に薬学部を創設していただきたい話と県民の要望が5万筆以上集まっていると話した。

(10) 衆議院議員コクバ幸之助　自由民主党副幹事長就任祝賀会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月14日(土) ロワジールホテル那覇

（亀谷会長）

　神村顧問と二人で出席した。
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平成30年度 第２回理事会 議事概要

　　　　　　　　　　　　日時：平成30年5月12日（土）19：00 ～ 20：53

　　　　　　　　　　　　場所：沖縄県薬剤師会館　研修室

＜出席者＞

　会　長：亀谷浩昌

　副会長：江夏京子、前濱朋子

　理　事：山里勇、村田美智子、笠原大吾、川満直紀、西川裕、成川賢一、佐藤雅美

　　　　　新垣秀幸、下地仁、幸地良信、我喜屋美香、荒井千春、吉田洋史、上原卓朗

　　　　　渡具知一枝

　監　事：神谷朝雄

　欠　席：外間惟夫、吉冨弓江

　事務局：山城英人、大城喜仁、上原美也子

議題

(1) 第78回定時総会に提出する関係資料について　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

　各代議員、各地区へ事前に送付する。

　各担当理事は質問があれば答えられるよう確認する。

(2) 第78回定時総会代表質問の順番について　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

　くじ引きで順番が下記の通り決定した。

　①	宮古地区　②中部地区　③那覇地区　④八重山地区　⑤北部地区　⑥南部地区

(3) 平成30年度　くすりと健康フェア　講師について

　今年度の講師について、推薦があれば事務局へ連絡が欲しいと案内。

(4) その他

報告（会）

(1) 会営薬局の調剤保険料等について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料配布＞

(2) 平成30年度学校薬剤師部会新任新人研修会　　　　　　　　4月15日(日) 県薬＜資料配布＞

（前濱副会長）

　学校環境衛生基準の変更があったため説明を行った。参加人数46名。

(3) 平成30年度第1回学校薬剤師部会役員会　　　　　　　　　 4月15日(日) 県薬

(4) 琉球大学への薬学部（科）創設に関する署名活動関連

　○署名活動への協力依頼(広報)

　4月16日(月) FMよみたん(広報)

（大城課長）

　会員の松尾はつよ氏が告知した

　4月16日(月) FM21(広報) 

（大城課長）

　笠原理事が自身の番組で告知した。
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4月18日(水) 琉球放送→5/5放送

（大城課長）

　亀谷会長が伊良皆善子さんの番組で告知をした。

　○署名活動への協力依頼　　　　　　　　　　　　　　　　　4月17日(火) NTT

（亀谷会長）

　ＮＴＴのＯＢより署名に協力頂けると連絡があり、協力依頼に伺った。

　4月19日(木) ダブルツリー byヒルトン那覇首里城（沖縄県経営者協会懇話会へ）

　4月26日(木) 沖縄県高等学校　PTA連合会

(5) 沖縄県病院事業局 新局長訪問(新県立八重山病院 敷地内薬局について)　4月17日(火) 県庁

（亀谷会長）

　病院事業局の伊江局長から我那覇局長へ変わったため、挨拶に出向いた。

(6) 管理者会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月17日(火) 県薬＜資料配布＞

(山城次長)

　2ヶ月に1度各部署から管理者が集まり協議している。

(7) 沖縄県栄養士会新会館 お披露目会　　　　　　　　　　　 4月18日(水) 沖縄県栄養士会館

(8) 平成30年度地区調整機構総会　　　　　4月20日(金) ホテルセントラーゼ博多＜資料配布＞

(我喜屋理事)

　仲真薬局長が参加した。平成30年度のワークショップは、7/15・16で4名、H31/2/10・11で2

名の参加を確保している。メンバーは決定次第連絡する。

(9) 一包一話集会議　　　　　　　　　　　　　　　　　4月20日(金) 県薬

（大城課長）

　会報誌に連載されている「一包一話」をまとめ上・下2巻を発行した。

　今後、会員に販売する。また、保険薬局には無償で提供することに決定した。

(10) 第155回健康とおくすり相談会　　　　　　　　　　4月22日(日) 津堅公民館＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　中部地区薬剤師会の先生方が中心になり2回目の相談会となった。

　相談者は10名であった。

(11) 平成30年度第1回会営薬局委員会　　　　　　　　　4月24日(火) 県薬＜資料配布＞

（川満常務理事）

　会営薬局に関しての現状と会営薬局うえはらととよみともに後発加算をもっと上げていくよ

うにしていきたい。

(12) 薬剤師奨学金助成制度に関する会議　　　　　　　 4月25日(水) 県薬＜資料配布＞

（大城課長）

　参加者は、亀谷会長と前濱副会長。県立病院の徳嶺薬局長、那覇市立病院の金城薬局長、広

報委員の石川恵一。

　県内の薬剤師を確保するため、県内の薬局又は病院に一定期間就業することを条件に、奨学

金の返還額の一部を助成する事業の助成候補者を募集する。募集人数は20人程度である。

(13) なごみ会主催県民健康フェア第2回実行委員会　4月25日(水) 沖縄県医師会館＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　今年度も昨年同様寄付を募る。また、スタンプラリーの景品獲得までの押印数の検討した方

がよいと提案があった。
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(14) 地域ケア会議(浦添市)　　　　　　　　　　　　　　　　 4月25日(水)＜資料配布＞

（笠原常務理事）

　各市町村で地域ケア会議が行われている。例として浦添市の講師派遣について挙げた。日程

が平日になっているが、時間をとってなるべく参加してほしい。

(15) 沖縄県国保連合会より来訪　　　　　　　　　　　　　　 4月26日(木) 県薬＜資料資料＞

（大城課長）

　沖縄県国民健康保険団体連合会では、国保広報共同事業を3つ実施している。その中の1つと

してから沖縄県内のテレビ3局で「がんじゅうタイム3分間番組」を放送している。その番組内

で流れる30秒メッセージへの出演依頼を亀谷会長が受けた。

(16) 平成30年度第1回医薬分業対策委員会　　　　　　　　　　4月27日(金) 県薬＜資料配布＞

（西川常務理事）

　前回の委員会を開催してから4月時点で実施した事業についての報告と、今年度の事業計画

に織り込まれている事業に関しての主な担当や方向性等について話しあった。

(17) 那覇地区学校保健会より来訪　　　　　　　　　　　　　 5月2日(水) 県薬

(18) 平成30年度第1期薬学生オリエンテーション　　　　　　　5月7日(月) 県薬＜資料＞

（佐藤理事）

　8大学から実習生17名（全員）の学生が集い、1期の実習がスタートした。

指導薬剤師16名中7名が参加。また、実習生17名のうち九州山口地区以外から参加の学生が11

名であった。

(19) 社会保険診療報酬支払基金　幹事会　　　5月9日(水) 社会保険診療報酬支払基金沖縄支部

(20) 平成30年度第1回九州山口地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関運営委員会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5月9日(水) 福岡県薬＜資料配布＞

（佐藤理事）

　福岡県薬剤師会館にて開催された。内容は、報告事項として、平成29年度の事業報告、決算

について、協議事項として平成30年度の事業計画、予算について等であった。また、その他31

年度のマッチングについてや実習時期についてなどが協議された。

(21) 下期監事監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5月10日(木) 県薬

（神谷監事）

　友利監事と事前に打ち合わせをし会計監査と業務監査を行った。今回は特に業務監査の内

容をピックアップし特に以下5項目について確認した。①旅費規程について②就業規則につい

て③賛助会員B会費の徴収について④職務権限について⑤会営薬局の現金の管理について等で

あった。結果、見直しが必要だと申し出をした。

(22) 平成30年度第1回学術研修委員会　　　　　　　　　　　5月10日(木) 県薬＜資料配布＞

（大城課長）

　会議事項として、平成29年度事業報告と30年度の事業計画についてや臨床及び疫学研究等に

関する倫理審査への取り組みについて等だった。特に倫理審査については平成28年度から全国

会議もあり日本薬剤師会からは必ず各都道府県薬剤師会にも設置するようにといわれている。

(23) その他
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報告（薬連）

(1) 仲里ツカサを支援する　企業･各種団体　実務者期日前会議 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月16日(月) 与那原大好きの会事務所

（山城次長）

　与那原町長選の候補者で、自民党公認ということで推薦状を交付した。

(2) 与那原町長選挙　仲里ツカサ出陣式　　　　　　　　4月17日(火) 仲里ツカサ選対事務所

（山城次長）

　会長と共に参加した。

(3) 沖縄市長選挙　緊急会議　　　　　　　　　　　　　4月17日(火) 沖縄商工会議所

（山城次長）

　推薦状を交付した。また、中部地区の先生方にも期日前投票の活動など、色々と協力して頂

いた。

(4) 本田あき子　名簿管理システム説明会　　　　　　　4月18日(水) 日薬

（山城次長）

　大城課長と2人で説明会に参加した。来年の衆議院選挙に向かって支援者名簿をシステムに

て管理していくという説明会だった。

(5) 沖縄市長選挙　打上げ式　　　　　　　　　　　　　4月21日(土) ゴヤ十字路

(6) 与那原町長選挙　打上げ式　　　　　4月21日(土) マリンプラザかねひで東浜店前　交差点

(7) 公明党　女性の集い　　　　　　　　4月23日(月) パシフィックホテル沖縄

（江夏副会長）

　吉田久子幹事長、前濱副会長と3人で参加した。

(8) 2018 公明党政経文化セミナー　　　　　　　　　　 4月23日(月) パシフィックホテル沖縄

(9) 自由民主党沖縄県支部連合会　総務会　　　　　　　4月28日(土) パシフィックホテル沖縄

(10) 第49回　自由民主党沖縄県支部連合会大会　　　　 4月28日(土) パシフィックホテル沖縄

(11) 西銘恒三郎氏との薬学部創設に向けての話し合い　 5月2日(水) 県薬

（亀谷会長）

　参加者は、前濱副会長と山城次長、西銘氏と末吉秘書の5名だった。内容は、署名が集まり

その後の計画についてだった。
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会 務 報 告

 1水◦めんそーれ沖縄県民運動推進協議会総会･表彰式　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバー

　　　ビュー　亀谷会長

  　◦中部地区における糖尿病と足病変を考える会　ラグナガーデンホテル　共催：日本ベーリン

　　　ガーインゲルハイム株式会社

  　◦なごみ会主催県民健康フェア第5回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原常務理事、松本

　　　圭五、事務局長嶺

 2木◦健康サポートモデル化事業打ち合わせ（患者のための薬局ビジョン推進事業）　会営薬局

　　　うえはら　亀谷会長、笠原常務理事、仲真薬局長、大城久美子、山城次長

  　◦沖縄県慢性期医療協会薬剤部会研修会　沖縄県医師会館　共催：沖縄県慢性期医療協会薬

　　　剤部会

  　◦備蓄ネットワークシステムに関する打合せ会議　県薬研修室　西川常務理事、吉田理事、

　　　大城課長

  　◦平成30年度第1回災害対策委員会　県薬会議室

 3金◦九州厚生局より来訪　県薬会長室　亀谷会長

  　◦第9回沖縄疼痛研究会　沖縄県医師会館　共催：協和発酵キリン株式会社

  　◦平成30年度第2回医薬分業対策委員会　県薬会議室　

 5日◦認定実務実習指導薬剤師養成・更新講習会　県薬研修室　宮城幸枝、平田崇、浅沼健一、

　　　事務局松堂･稲嶺

 6月◦平成30年度第2期薬学生実務実習受入開始(8/6 ～ 10/21）　各受入薬局　

  　◦平成30年度健康サポートのための多職種連携研修会講師への説明訪問　沖縄県老人クラブ

　　　連合会　笠原常務理事、事務局宮城

  　◦沖縄県警察本部警備部より来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

  　◦薬学生オリエンテーション　県薬研修室　亀谷会長、佐藤理事、宮城幸枝、平田崇、事務

　　　局松堂･稲嶺

 7火◦平成30年度第7回幹事会　県薬会議室　

 8水◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

  　◦地域ケアマネジメント支援会議　那覇市地域包括支援センター新都心　新垣慎太郎

  　◦なごみ会主催第8回県民健康フェア2018事前練習　県薬ホール　

 9木◦健康サポート薬局モデル化事業打ち合わせ（患者のための薬局ビジョン推進事業）　会営

　　　薬局うえはら　笠原常務理事、山城次長、大城久美子、幸地多美子

  　◦沖縄コンベンションビューロー訪問（観光客への常備薬持参の周知について）　沖縄コン 

　　　ベンションビューロー　江夏副会長、山城次長

10金◦平成30年度沖縄県禁煙協議会総会　パシフィックホテル沖縄　亀谷会長・笠原常務理事

　　◦平成30年度第2回沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部管理棟　江夏副会長

11土◦平成30年度第6回理事会　県薬研修室　

12日◦平成30年度第1回医薬分業対策委員会主催研修会　県薬ホール　

　　◦平成30年度医薬分業対策会議　県薬研修室　

13月◦翁長沖縄県知事告別式へ参列　大典寺　亀谷会長・神村相談役、大城課長

　　◦宮崎政久氏と薬学部創設に関する打ち合わせ会議　弁護士法人那覇綜合　亀谷会長、大城

　　　課長

平成30年8月
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16木◦健康サポート薬局モデル化事業打ち合わせ（患者のための薬局ビジョン推進事業）　会営

　　　薬局うえはら　笠原常務理事、山城次長、大城久美子、幸地多美子

　　◦第37回薬タッチャーの会　県立中部病院　共催：武田薬品工業株式会社

　　◦臨床薬剤師育成研修会　株式会社琉薬　共催：株式会社薬正堂

　　◦第86回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室　

19日◦第2回沖縄口腔ケアセミナー　沖縄コンベンションセンター　共催：沖縄口腔ケア研究会

　　◦平成30年度第4回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

　　◦なごみ会主催第8回県民健康フェア2018　沖縄コンベンションセンター

20月◦平成30年度第1回沖縄県公害審査会　県庁　我喜屋理事

21火◦平成30年度第1回健康づくり推進協議会　全国健康保険協会沖縄支部　前濱副会長

　　◦管理者会議　県薬研修室　

　　◦平成30年度中部地区医師会糖尿病医療ネットワーク委員会　沖縄県医師会館　

22水◦沖縄県保健医療部地域保健課より来訪　県薬会議室　亀谷会長、城間薬局長、大城課長、

　　　事務局稲嶺

　　◦平成30年度健康長寿おきなわ復活県民会議幹事会　県庁　笠原常務理事

　　◦第2回研究倫理審査体制編成協議会　琉球大学医学部附属病院薬剤部長室　中村琉大薬剤

　　　部長、外間副会長、宮城幸枝、潮平英郎、中尾滋久、吉田典子、大城課長

26日◦平成30年度日本薬剤師会薬局実務実習担当者全国会議伝達講習会　県薬　佐藤理事、我喜屋

　　　理事、平田崇

　　◦第1回薬剤師のための臨床腫瘍薬学セミナー　都久志会館（福岡県）　

　　◦第159回健康とおくすり相談会　サンエー那覇メインプレイス　担当：那覇地区薬剤師会

27月◦平成30年度第2回おきなわ津梁ネットワーク運営実行委員会　沖縄県医師会館　吉田理事

29水◦月次会計監査　県薬会議室　仲程税理士、事務局上原･前原

　　◦平成30年度第1回医療保険委員会　県薬会議室　

30木◦平成30年度健康長寿おきなわ復活県民会議　県庁　亀谷会長・笠原常務理事

　　◦九州厚生局沖縄事務所より来訪　県薬会議室　宮城幸枝、事務局長嶺

　　◦糖尿病セミナー in 宮古島～糖尿病性腎症重症化予防プログラムを踏まえて～　ホテル

　　　アトールエメラルド宮古島　

　　◦中部地区実践糖尿病セミナー～効果的なSGLT2-i使用について考える～　中頭ホール

　　　共催：アステラス製薬株式会社

　　◦平成30年度第3回医薬分業対策委員会　県薬研修室　

31金◦健康サポート薬局取材　薬局えぱーわーな～、すこやか薬局松島店、あかみち薬局、そうごう

　　　薬局新赤十字前店　笠原常務理事、大城課長、事務局宮城

　　◦九州厚生局より来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦睡眠と生活習慣フォーラム　沖縄県医師会館　共催：MSD株式会社

　　◦八重山の下肢疾患を考える会　ANAインターコンチネンタル石垣リゾート真栄里　共催：

　　　第一三共株式会社

 1土◦平成30年度第1回地区薬剤師会会長会議　県薬研修室

  　◦第13回沖縄県薬剤師会青年薬剤師部会総会　北谷町内

 2日◦平成30年度名城大学薬学部公開講座　県薬研修室

平成30年9月
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 2日◦第160回健康とおくすり相談会　サンエー西原シティ　担当：南部地区薬剤師会

 3月◦北部地区抗血栓治療講演会　ホテルゆがふいんおきなわ　共催：日本ベーリンガー

　　　インゲルハイム株式会社

 4火◦沖縄県医療審議会（法人部会）　県庁　亀谷会長

  　◦平成30年度第8回幹事会　県薬会議室　

 5水◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

 6木◦個別指導・新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　仲真良重、宮城幸枝

  　◦平成30年度第3回患者のための薬局ビジョン推進事業協議会　県薬会議室　

 7金◦平成30年度第2回医療分業対策委員会主催研修会チューター会議　県薬ホール　西川常務  

　　　理事、潮平英郎、盛本直也、松本圭五、上原卓朗、中尾滋久、大城課長

 8土◦平成30年度第7回理事会　県薬研修室

 9日◦平成30年度第5回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

  　◦平成30年度FAXコーナー担当者意見交換会　県薬研修室

  　◦第2回薬剤師のための緩和ケア研修会　第一薬科大学厚生会館

10月◦第80回九州山口薬学大会第1回準備委員会　県薬研修室

12水◦平成30年度中部地区医師会糖尿病医療ネットワーク委員会　中部地区医師会館

　　◦平成30年度第2回学術研修委員会　県薬ホール

　　◦平成30年度第2回地域保健委員会　県薬研修室

13木◦平成30年度第2回沖縄県自然環境保全審議会　県庁　宮城敦子

　　◦個別指導・新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城

　　　幸枝氏

14金◦平成30年度第2回医薬分業対策委員会主催研修会　県薬ホール　

16日◦新沖縄県立八重山病院内覧会　新八重山病院　亀谷会長

　　◦新沖縄県立八重山病院記念祝賀会　アートホテル　亀谷会長

19水◦平成30年度第3回九州山口各県薬代表者会議　福岡県薬剤師会　亀谷会長・前濱副会長

　　◦地域ケアマネジメント支援会議　那覇市地域包括支援センター城西　山内優香

　　◦第1回吸入支援ＯｋｉｎａＷａＡｄｖａｎｃｅコース（後編）　沖縄県医師会館　共催：アストラ

　　　ゼネカ株式会社

　　◦平成30年度中部地区医師会糖尿病医療ネットワーク委員会推奨講演会　中部地区医師会館

20木◦第二期実務実習生への講習会「学校薬剤師について」　県薬研修室　講師：知名博樹

　　◦第1回沖縄県薬剤師会・全国健康保険協会沖縄支部連絡調整会議　県薬ホール　亀谷会長・

　　　江夏京子・前濱朋子両副会長、山城次長

　　◦個別指導・新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・照屋

　　　林一郎氏

　　◦平成30年度第2回地域医療支援病院運営委員会　豊見城中央病院　亀谷会長

　　◦臨床薬剤師育成研修会　株式会社琉薬　共催：株式会社薬正堂

21金◦糖尿病療養指導セミナー～栄養・運動療法について考える～　メルキュールホテル沖縄那覇

　　　共催：MSD株式会社

　　◦沖縄県インフルエンザウィルス感染症学術講演会　沖縄県医師会館　共催：第一三共株式

　　　会社

22土◦平成30年度第3回都道府県会長協議会　ホテル金沢　亀谷会長
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23日◦第51回日本薬剤師会学術大会(24日迄)　石川県立音楽堂、ほか　亀谷会長

26水◦地域ケアマネジメント支援会議　浦添市地域包括支援センターてぃだ　笠原理事

　　◦南部地区薬剤師会主催研修会　県薬研修室　

27木◦個別指導・新規個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・荒井

　　　理事

　　◦那覇地区薬剤師会主催医療安全講習会　県薬ホール　

　　◦なごみ会主催第6回県民健康フェア実行委員会　沖縄県医師会館　松本圭五、事務局長嶺

28金◦月次会計監査　県薬会議室　仲程税理士、事務局上原･前原

　　◦がんじゅうさびら表彰について県健康長寿課から取材　県薬会長室　亀谷会長・笠原常務

　　　理事

　　◦アリカワコウヘイ15周年記念展取材　ムーンテラス東崎　亀谷会長、大城課長、事務局長嶺

 1月◦平成30年度第3回広報委員会　県薬会議室

 2火◦薬学部創設に関する衛生薬務課との打ち合わせ　沖縄県保健医療部衛生薬務課　笠原常務

　　　理事、山城次長

 3水◦沖縄県学校栄養士会との打ち合わせ　県薬会議室　学校薬剤師部会役員

　　◦くすりと健康フェアPR（那覇市真和志管内自治会長会）　那覇市真和志支所　山城次長

 4木◦結核予防協会来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　◦沖縄県薬業連合会第1回代表者会議　ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城　亀谷会長、山城

　　　次長

  　◦くすりと健康フェアPR（那覇市市営住宅管内自治会長会）　なは市民協働プラザ　大城課長

 5金◦第13回一般用医薬品セルフメディケーションシンポジウム　帝国ホテル

  　◦くすりと健康フェアPR（那覇市首里管内自治会長会）　那覇市首里支所　大城課長

 8月◦平成30年度第6回学校薬剤師部会役員会　県薬部会室　

  　◦くすりと健康フェア打ち合わせ　パレット市民劇場　山城次長

  　◦くすりと健康フェア告知　FMレキオ　宮城敦子

 9火◦故翁長雄志元沖縄県知事県民葬　沖縄県立武道館　山城次長

  　◦くすりと健康フェアPR（那覇市小禄管内自治会長会）　那覇市小禄支所　山城次長

  　◦平成30年度第9回幹事会　県薬会議室　

10水◦社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　◦地域ケアマネジメント支援会議　那覇市地域包括支援センター新都心　新垣慎太郎

　　◦平成30年度第2回表彰選考諮問委員会　県薬会議室　亀谷会長、新垣正次、浜元朝孝、松山

　　　朝雄、山城志津

11木◦くすりと健康フェアPR（那覇市本庁管内自治会長会）　なは市民協働プラザ　大城課長

　　◦第十回沖縄CKD-MBD　ザ・ナハテラス　共催：バイエル薬品株式会社

12金◦多職種コンソーシアム実践研修会事前会議　沖縄県教職員共済会館　笠原常務理事

　　◦未来の産業人材育成事業における講師依頼について（職業人講話）　石垣市立石垣第二中

　　　学校体育館　幸地良信（講師）

　　◦平成30年度薬事功労者知事表彰受賞者表彰式（被表彰者：伊佐常隆）　県庁　亀谷会長、

　　　伊佐常隆、大城課長

　　◦くすりと健康フェア告知（沖縄タイムス・琉球新報）　県庁　亀谷会長、砂川部長、大城課長

平成30年10月
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12金◦沖縄県がん対策推進協議会委員候補者推薦に関する事前説明について　県薬会長室　亀谷

　　　会長、山城次長

　　◦学術講演会～消化器疾患診療のトータルマネージメント～　那覇市立病院　共催：大塚製薬

　　　株式会社

13土◦平成30年度第8回理事会　県薬研修室　

15月◦「薬と健康の週間」パネル展　那覇市役所　

16火◦平成30年度入退院支援連携デザイン事業 在宅医療・介護連携に係る事例検討意見交換会

　　　沖縄県総合福祉センター　玉城武範

　　◦健康とおくすり相談会事前練習　県薬研修室　新垣理事、事務局長嶺･花城

17水◦月次会計監査　県薬会議室　仲程税理士、事務局上原･前原

　　◦平成30年度那覇市在宅医療・介護連携推進事業第4回大症例検討会　那覇市医師会館　

18木◦薬祖祭　波上宮本殿　

　　◦個別指導　那覇第一地方合同庁舎　仲真良重、荒井理事

　　◦第161回健康とおくすり相談会　パレット市民劇場　担当：南部地区薬剤師会

　　◦第87回那覇地区薬剤師会臨床講座　県薬研修室　

　　◦くすりと健康フェア「県民公開講演会」　パレット市民劇場　

19金◦平成30年度中部地区医師会糖尿病医療ネットワーク委員会推奨講演会　中部地区医師会館

　　◦健康サポート薬局モデル化事業職員研修会　会営薬局うえはら　笠原常務理事、山城次長

　　◦平成30年度第3回在宅医療委員会　県薬会議室

　　◦レミッチ　エリアフォーラムin沖縄「慢性肝疾患患者のＱＯＬを考える」　沖縄かりゆし

　　　アーバンリゾート・ナハ　共催：大日本住友製薬株式会社

21日◦認定実務実習指導薬剤師アドバンストワークショップ　県薬ホール　亀谷会長、佐藤理事、

　　　川上善久、上間秀子、古謝真己

23火◦平成30年度薬事功労者厚生労働大臣表彰式　厚生労働省講堂　被表彰者：上原正徳、小湾

　　　勝敏

　　◦管理者会議　県薬研修室　

24水◦平成30年度患者のための薬局ビジョン推進事業 電子版お薬手帳説明会　県薬ホール　西川

　　　常務理事、盛本直也

25木◦平成30年度全国学校保健・安全研究大会　鹿児島市民文化ホール　村田成夫学校薬剤師部

　　　会長

　　◦第68回全国学校薬剤師大会　鹿児島サンロイヤルホテル　亀谷会長、村田成夫学校薬剤師

　　　部会長

　　◦第68回全国学校薬剤師大会懇親会　鹿児島サンロイヤルホテル　亀谷会長、村田成夫学校

　　　薬剤師部会長

　　◦平成30年度患者のための薬局ビジョン推進事業 電子版お薬手帳説明会　ホテルゆがふいん

　　　おきなわ　西川、笠原常務理事

26金◦第19回ＯＣＥＡＮ研究会　沖縄県医師会館　共催：吉冨薬品株式会社

　　◦第20回沖縄COPD研究会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：日本ベーリ

　　　ンガーインゲルハイム株式会社

27土◦第162回健康とおくすり相談会　宮古島市平良老人福祉センター　宮古地区薬剤師会

28日◦第32回沖縄県薬剤師会学術大会・懇親会　県薬･沖縄県看護協会　
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30火◦平成30年度入退院支援連携デザイン事業 在宅医療・介護連携に係る事例検討意見交換会

　　　沖縄県総合福祉センター　石田 浩

　　◦沖縄県医療保健連合（なごみ会）幹事会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

　　　亀谷会長、江夏副会長、前濱副会長、外間副会長、笠原常務理事

　　◦沖縄県医療保健連合（なごみ会）懇談会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

　　　亀谷会長、江夏副会長、前濱副会長、外間副会長、山里常務理事、笠原常務理事、西川

　　　常務理事、山城次長

　　◦宮古島から糖尿病治療を考える　沖縄県立宮古病院　共催：宮古地区医師会、宮古地区薬

　　　剤師会、小野薬品工業株式会社、アストラゼネカ株式会社

31水◦災害対策本部運営訓練事前説明会　南部合同庁舎　鈴鹿玲子、山城次長

　　◦健康とおくすり相談会事前練習　県薬研修室　中部地区薬剤師会、事務局長嶺

　　◦高齢者医療を考える会　中部地区医師会　共催：第一三共株式会社

　　◦第3回研究倫理審査体制編成協議会　琉球大学医学部附属病院　中村琉大薬剤部長、外間

　　　副会長、宮城幸枝、潮平英郎、中尾滋久、吉田典子(DI)、大城課長

沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成30年8月

 4土◦衆議院議員･経済産業副大臣　ニシメ恒三郎　明日の日本と沖縄を語る会　ロワジール

　　　ホテル那覇　亀谷会長、吉田幹事長、山城次長

 9木◦沖縄県薬剤師連盟部会担当者会議　県薬　亀谷会長、山城次長

15水◦那覇市の未来をひらく市民の会　設立総会及び事務所開き　パシフィックホテル沖縄　亀谷

　　　会長、神村顧問、山城次長

20月◦本田あきこ支援依頼のための訪問　株式会社琉薬　亀谷会長、山城次長

　　◦本田あきこ支援依頼のための訪問　株式会社ダイコー沖縄　亀谷会長、山城次長

23木◦本田あきこ支援依頼のための訪問　株式会社スズケン沖縄薬品　亀谷会長、山城次長

24金◦さきま淳を支える県民の会　設立総会及び同事務所開き　ダブルツリーｂｙヒルトン那覇

　　　首里城　亀谷会長、山城次長

　　◦本田あきこ支援依頼のための沖縄県病院薬剤師会役員会訪問　琉球大学医学部附属病院　

　　　亀谷会長、山城次長

30木◦沖縄県知事選挙に関する意見交換会　沖縄県医師会館　亀谷会長、山城次長

平成30年9月

 3月◦県知事選挙における薬局等訪問　とかしきなおみ環境副大臣、前濱総務、山城次長、事務

　　　局花城

 3月◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

 4火◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　　藤井基之参議院議員、安東日薬

　　　副会長、亀谷会長、神村顧問、山城次長、事務局花城

　　◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

 5水◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部
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 6木◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

  　◦県民の会　緊急選対役員会議　いとみね会館2階　山城次長

 7金◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

 8土◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

 9日◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

10月◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

　　◦さきま淳必勝総決起大会　沖縄コンベンションセンター　石川副幹事長、事務局上原･

　　　前原･花城･稲嶺

11火◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

　　◦岸田文雄政調会長時局講演会　パシフィックホテル沖縄　亀谷会長、神村顧問、山城次長

　　◦沖縄振興に関する政策懇談会　パシフィックホテル沖縄　亀谷会長、神村顧問、山城次長

12水◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

13木◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

　　◦さきま淳総決起大会(沖縄県医師連盟主催）　パシフィックホテル沖縄　亀谷会長、役員、他

14金◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　南部地区　名嘉紀勝南部地区薬剤師会青年部

　　◦元衆議院議長　伊吹文明氏と各団体との合同懇談会　いとみね会館　亀谷会長、神村顧問、

　　　山城次長

　　◦塩谷　立　自民党選挙対策委員長の来訪　県薬　亀谷会長

　　◦さきま淳氏を支援する医療団体会議　那覇市医師会館　亀谷会長、山城次長

16日◦ＡＪＰフォーラム「Ａｌｌ　Ｊａｐａｎ　Ｐｈａｒｍａｃｉｓｔｓ　Ｆｏｒｕｍ」（～ 17日まで）

　　　クロス・ウェーブ船橋　前濱総務、名嘉紀勝氏

19水◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　那覇地区　山城次長、事務局花城

　　◦推薦団体事務担当者会議　モラリスビル4階　事務局宮城

20木◦本田あきこ支援依頼のための薬局訪問　那覇地区　山城次長、事務局花城

　　◦さきま淳とオナガ政俊をはげます女性の集い那覇大会　パシフィックホテル沖縄　吉田

　　　幹事長、事務局上原･前原

　　◦マツ川正則必勝総決起大会　宜野湾市民会館　亀谷会長、山城次長、大城課長、事務局

　　　宮城･花城

21金◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　那覇地区･中部地区　とかしき

　　　なおみ環境副大臣、前濱総務、大城課長、事務局花城

22土◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　那覇地区･中部地区　とかしき

　　　なおみ環境副大臣、江夏副幹事長、山城次長、事務局花城

　　◦高木美智代厚生労働副大臣との懇談会　沖縄県医師会館　吉田幹事長、石川副幹事長

23日◦マツ川正則出陣式　普天間りうぼう前　山城次長、事務局花城

25火◦第2回推薦団体事務担当者会議　モラリスビル　事務局宮城

26水◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　那覇地区　亀谷会長、山城次長、

　　　大城課長、事務局宮城･花城

27木◦本田あきこ支援依頼・県知事選挙における薬局等訪問　那覇地区　亀谷会長、江夏副幹事長、

　　　大城課長、事務局宮城･花城･稲嶺

　　◦山口泰明自民党組織運動本部長の来訪　県薬会長室　亀谷会長、江夏副幹事長

　　◦必勝市内一周夕方お手振り大作戦　宜野湾市内　山城次長、事務局宮城･花城･稲嶺
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30日◦沖縄県知事候補者さきま淳応援　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　亀谷会長・

　　　吉田幹事長・江夏副幹事長、山城次長、大城課長

平成30年10月

 3水◦平成30年度臨時評議員会・本田あきこ激励会　スクワール麹町　亀谷会長

 9火◦那覇市の未来をひらく市民の会役員会議　いとみね会館　亀谷会長

  　◦那覇市長選挙　第1回実務者会議　いとみね会館　事務局宮城

11木◦翁長政俊必勝総決起大会　ロワジールホテル那覇　亀谷会長、他

14日◦翁長政俊那覇市長選挙候補者出陣式　いとみね会館前　亀谷会長、山城次長、小泉主任

　　　検査技師

16火◦那覇市長選挙における薬局等訪問　県内薬局、病院･株式会社スズケン沖縄薬品　亀谷会長、

　　　とかしきなおみ環境副大臣、山城次長、事務局花城

17水◦那覇市長選挙第2回実務者会議　オナガ政俊選対本部2階　事務局宮城

訃報

生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

大城 桂子 先生（享年83歳）　平成30年10月20日ご逝去

喜納 政利 先生（享年74歳）　平成30年９月１日ご逝去

訃報
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

編 集 後 記編 集 後 記

　夏が終わり、気づけば秋。今年の夏は何を

したのだろう、来年になったら今年の夏の何

を思い出すのだろう。そんな思いで振り返っ

てみれば、多忙な日々の中でも無理をした際

の記憶が色濃く甦ってきます。仕事終了後の

1時間後に飛行機を予約したり、平日に私的

な勉強が盛り上がって午前4時まで続いたり。

無茶するものではないなぁとひやひやした思

いと、これが無ければなにも記憶がない夏に

なったのかもしれないという憂慮と。どちら

を選べば良いものか悩みましたが、結論。来

年はうまいこと休んで遊んだ記憶を残したい

と思います。良い秋を。　　　　　　(dash)

　台風一過、涼しくなったものの、研修用ノー

トを車の中に入れていたら、庫内の熱でフリ

クションペンの文字が消えた。ノート真っ白、

私真っ青。焦った結果、Google先生が冷凍庫

に入れるといいよと教えてくれたので従った

ら、次の日魔法のように文字が帰ってきた。

すごいわ、テクノロジー。　　　　（いさ吉）

左上：「どこかしら秋の気配」

　　　photo by亀谷 浩昌

　　　（沖縄県薬剤師会）

　　　撮影地：石川県金沢市 兼六園

中右：「ＳＵＰボードと慶良間ブルー」

　　　photo by宮本 直樹（クララ薬局ティエラ）

　　　撮影地：とかしくビーチ

左下：「月光」photo by伊集 智英（くはら薬局）

右下：薬草園だより「グァバ（バンジロウ）」

　　　撮影地：沖縄県薬剤師会“薬草園”

　二週続けて大型台風がきて沖縄県も大きな

影響を受けた。一番日常生活に影響を及ぼし

たのは停電であろう。大規模停電などここ数

10年お目にかかったことがない。たまに停電

しても数時間で復旧するのがほとんどなので

甘く考えていたと思う。オール電化の生活だ

と停電によりほぼ何も出来なくなり多大な影

響を受けるとは知らなかった。停電により「水

が出ない！」「お湯が出ない！」「お風呂に入

れない！」「料理が出来ない！」「スマホが使

えない！」「なんと！トイレが使えない」避

難生活をしないといけないほど。三階以上の

建物や加圧ポンプを使用しているところは停

電になると水も止まってしまうそうだ。幹線

道路の信号機も消えてしまい、右折するのが

怖いこと！怖いこと！昔は「台風」と言えば

停電は想定内なのでカップラーメンやパンを

どっさり買い込んだが、二週続きの台風と停

電のせいだろう、ものの見事にスーパーやコ

ンビニから食べ物が消えていた。「不便な生

活に慣れていない若者達」や「不便な生活を

すっかり忘れてしまった人達」にとって良い

経験になったと思う。　　　　　　（ピアナ）

女性薬剤師部会 薬草園だより

グァバ（バンジロウ）
　宮古島ではバンシルー、私の故郷、伊良
部島ではバンツキラと呼ばれる。花も葉も
果実も良い香りがする。私にとっては故郷
を思い出させてくれる植物だ。3月頃、蕾
を見つけた。やがて白く美しい花が開いた。
嬉しくて実を結んでくれよと願った。5月、
緑色の果実を確認。実を結んでくれてあり
がとう！直径が4 〜 5センチ程になった8月。
薬草園にやってくる鳥たちはグァバの実を
もちろん見つけました。琉球王朝時代から、
果樹として栽培されてきたグアバは、ビタ
ミンC、鉄分、カルシウム、ポリフェノール
などの成分を含み、この頃では、健康食材
としても認められるになった。清潔な葉を
摘み取り、熱湯を注ぐと、即席のグァバ茶
のできあがり！
　一服如何？　（女性薬剤師部会 与儀 和子）
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　10月の連休、飲み仲間の家族同士で奥やん

ばるへ行った時の出来事。今年の台風は狙っ

たかのように週末到来。ことごとくイベント

が潰され嘆いていただけに、今回は大いに楽

しみであった。いい感じな古民家風の宿、目

の前には透き通った川が流れており、子供達

が水遊びしている様子を土手で見物しながら

腰を下ろし一休み。心地よい日差しを浴びな

がら、ビールをぐい吞みしている瞬間に幸せ

を感じる。日々仕事で追われている中、何も

考えずゆっくりとした時間に浸りながら現実

逃避。至福の時である。ただ、毎回思うのだが、

帰る支度をしている時の無気力状態さえなけ

れば・・・現実に戻って！さあ仕事だ！！（ごり）

　近年、台風の発生頻度は増しているが、沖

縄は微妙に外れている印象を受けていまし

た。昨年などは直撃と呼べる台風はなく、今

年も同様と油断していましたが最後の最後で

直撃です。久々に強力な台風で、県内もいく

つかの場所で長期的停電に見舞われ、私の勤

務地も長期的停電の区域に入っており、電動

化、電子化されている器材設備はすべて使え

ず、薬局の自動シャッターを手動で開ける作

業から始まる始末。私は電子化が進む調剤薬

局で電力がなければ何もできないと思ってい

ましたが、ベテランの薬剤師の先生が、薬包

紙に散薬を素早く包んでいく姿は、その考え

を改めさせるのに十分でした…。　　　（松）

【訂正とお詫び】

　当会発行の会報誌「おきなわ薬剤師会報」第292号と第293号に掲載の報告記事に不備およ

び訂正があります。不備および訂正箇所は下記のとおりです。ご覧になられた関係者各位へ

訂正とお詫びを申し上げます。大変申し訳ありませんでした。

①第292号（2018年3.4.5月号）4～ 21頁「第77回臨時総会」について、議事録署名人である議長、

　副議長、理事各位から議事録署名を得ずに掲載。

②第293号（2018年6.7.8月号）24～ 60頁「第78回定時総会」について、議事録署名人である議長、

　副議長、理事各位から議事録署名を得ずに掲載。

③第293号（2018年6.7.8月号）「第78回定時総会」57頁 亀谷会長答弁

（誤）会営薬局の参入は、例えて言えば「反基地ではあっても敢えて軍雇用に入り、そこで

　の収入で反基地運動をする」ようなものではないでしょうか？「苦渋の選択」と言いたい。

（正）会営薬局の参入は、望ましいことではないが、その中でより良い選択をするようなこ

　とではないでしょうか。別の言い方をすれば、「苦渋の選択」と言いたい。
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